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Compliance Accelerator の
概要

この章では以下の項目について説明しています。

■ Compliance Accelerator の主な機能

■ Compliance Accelerator のコンポーネントについて

■ Compliance Accelerator の処理

■ Compliance Accelerator によるアイテムのランダムサンプリングについて

■ Compliance Accelerator のインテリジェントレビュー機能について

■ Compliance Accelerator の重複排除機能について

■ 製品のマニュアル

Compliance Accelerator の主な機能
Compliance Accelerator を使って組織は従業員の通信を効率よく監視レビューし、確
実に規制内容を順守できます。

Compliance Accelerator の主な機能は次のとおりです。

■ 監視対象の従業員を定義し、会社内の部門を反映した組織的な構造にグループ化

するシステム。選択した例外従業員のメッセージを別に保存して、特別に割り当てら

れたレビューアがレビューできます。

■ ジャーナルメールボックスの Enterprise Vault アーカイブに送信されたアイテムのラ
ンダムサンプルを取得する機能。

■ 管理者が Compliance Accelerator を設定し、指名されたレビューアがキャプチャし
たアイテムを精査してマーク付けするクライアントアプリケーション。
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■ すべての監視対象従業員、キャプチャしたアイテム、アイテムに適用したレビュー処

理に関する情報を保持する安全な SQL データベース。

Compliance Accelerator のコンポーネントについて
Compliance Accelerator の主なコンポーネントを表 1-1 に示します。

表 1-1 Compliance Accelerator のコンポーネント

メモコンポーネント

クライアントは、Compliance Accelerator の管理者がシステムの
設定と管理を行い、レビューアがアイテムにアクセスしてマーク付

けする場合に使われます。

Compliance Accelerator クラ
イアント

この Web サイトでは、データを格納する複数の Compliance
Accelerator データベースの設定を行うことができます。

Accelerator マネージャ Web
サイト

このサービスは、Compliance Accelerator クライアントからの要
求を処理し、Enterprise Vault コンポーネントと連動してアーカイ
ブへのアクセスや検索などを実行します。

Enterprise Vault Accelerator
マネージャサービス

カスタマーデータベースは、部門の詳細、ユーザーロール、検索

結果などを Compliance Accelerator が格納する SQL データ
ベースです。

複数のカスタマーデータベースを設定できます。

カスタマーデータベース

設定データベースは、カスタマーデータベースの場所を指定し、

使用する SQL Server、データベースファイル、ログファイルの詳
細を格納する SQL データベースです。

設定データベース

この Web サイトには、一部の Compliance Accelerator レポー
トの機能が表示されます。

Compliance Accelerator Web
サイト

Compliance Accelerator の処理
図 1-1 にコンプライアンス処理の手順の概要を示します。
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図 1-1 Compliance Accelerator の処理手順
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レビュー用結果
の受け入れ
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検索またはランダム
サンプリングによる
アイテムの取得

Enterprise Vault
アーカイブに保持されてい
るアイテム

Enterprise
Vault

アーカイブ

通常は Compliance Accelerator の処理手順を次の順序で実行します。

■ 管理者、スーパーバイザ、またはレビューアとして Compliance Accelerator にアクセ
スするあらゆるユーザーのための従業員プロファイルを作成します。また、通信の監

視対象となるあらゆる従業員のためのプロファイルも作成する必要があります。少数

の従業員詳細を入力してから、対応する Active Directory アカウントまたは Domino
ディレクトリアカウントに同期させると、残りのフィールドをポピュレートできます。

■ Compliance Accelerator で管理タスクを実行するユーザーまたはユーザーグルー
プにロールを割り当てます。

Compliance Accelerator システムのデフォルトでは、多数の事前定義済みアプリケー
ションロールと部門ロールがあります。ほとんどのロールは必要に応じて修正したり、

新しいロールを作成したりすることができます。それぞれのロールには多数の権限が

関連付けされています。ユーザーは、アプリケーションロールによってシステム全体の

タスクを実行でき、また部門ロールによって指定した部門のみで特定のタスクを実行

できます。

■ すべての部門で検索対象とするアーカイブを選択します。部門管理者は、必要に応

じて部門のこのアーカイブのセットをさらにカスタマイズできます。

■ 1 つ以上の部門を作成します。

■ 各部門で、次の操作を実行します。

■ その他のユーザーにロールを割り当て、その他のユーザーが、管理タスク、スー

パーバイザタスク、レビューアタスクを部門内で実行できるようにします。

■ 監視対象の部門に従業員を追加します。

■ 必要に応じて、部門検索に含めるアーカイブをカスタマイズします。
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Compliance Accelerator で従業員を監視し、部門レビューセットにアイテムを追加し
てレビューアがアイテムを操作できるようになりました。

■ 各部門のレビューセットで各アイテムをレビューし、必要に応じてレビュー状態のマー

クとコメントを追加します。

■ アイテムをオフラインでレビューしたり、第三者に送信する場合は、アイテムを適切な

形式でエクスポートします。エクスポート形式は、PST、Domino NSF データベース、
HTML、MSG、ZIP などがあります。

■ レポート機能を使ってレビューアの進行状況、役割、担当など、Compliance
Accelerator のさまざまな側面からレポートを生成します。

Compliance Accelerator によるアイテムのランダム
サンプリングについて

Compliance Accelerator は次の種類の Enterprise Vault アーカイブからアイテムをサ
ンプリングできます。

■ Exchange または Domino ジャーナルメールボックス

■ SMTP

■ 共有

2 つの種類のランダムサンプリングを利用できます。

■ 保証されたサンプリング。 これはデフォルトのサンプリングモードです。 Compliance
Accelerator は、すべての監視対象従業員のすべてのアイテムを終日キャプチャしま
す。 午前 0 時後、それは各従業員のアイテムからランダムサンプルを選び、レビュー
セットにそれらを追加します。 保証サンプリングを選択すると、Compliance Accelerator
がレビューセットに追加するアイテム数に上限を設定できません。

■ 統計的なサンプリング。 Compliance Accelerator は 24 時間以内にキャプチャされ
たアイテムのランダムサンプリングを行い、レビューセットに追加します。 つまり、従業
員によっては、他の従業員よりもキャプチャされるアイテム数が少ない場合もあります。

Compliance Accelerator クライアントに構成オプションを設定し、必要なサンプリングモー
ドを選択できます。

p.175 の 「ランダムキャプチャの設定オプション」 を参照してください。

Compliance Accelerator のインテリジェントレビュー
機能について

インテリジェントレビュー機能は Compliance Accelerator の主要な新機能の 1 つです。
レビューアがアイテムを関連あり、または関連なしとマーク付けするときに、Compliance
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Accelerator はレビューアの処理から学んでより焦点を絞った方法でアイテムをサンプル
抽出したり、さらに検索したりできます。 たとえば、レビューアがスパムメッセージや不在
時の自動返信を関連なしとマーク付けした後に、Compliance Accelerator が同様の特
徴を持つ他のアイテムを検出すると、それらは自動的に破棄されるか優先度レベルが下

がります。 時間の経過とともに、レビューセットに表示される関連なしのアイテムは少なく
なります。

個々の Compliance Accelerator 部門にインテリジェントレビュー機能を実装できます。

Compliance Accelerator の重複排除機能について
Compliance Accelerator は重複排除機能を提供します。この機能の目的は、検索結果
から重複アイテムを識別して削除し、それらがレビューセットに表示されるのを防ぐことで

す。Compliance Accelerator は、Enterprise Vault のフィンガープリント機構を使用し
て、1 つのアイテムが他のアイテムの複製であるかどうかを判断します。 重複排除は個々
の検索内でのみ動作します。同じ部門内で検索を実行する場合でも、複数の検索にま

たがって動作することはありません。

あらゆる種類の検索 (即時、スケジュール設定済み、および保証されたサンプル) で、
Compliance Accelerator はサンプリング処理の一部としてアイテムを重複排除します。
保証されたサンプル検索では、Compliance Accelerator は重複排除処理によって生じ
た不足分を埋め合せるために、ランダムにサンプリングされたアイテムをレビューセットに

追加します。

製品のマニュアル
表 1-2 に、Compliance Accelerator に付属のマニュアルの一覧を示します。このマニュ
アルは、Veritas ドキュメントライブラリから PDF および HTML 形式でも入手可能です。

表 1-2 Compliance Accelerator のマニュアルセット

コメントマニュアル

Compliance Accelerator サーバーソフトウェアとクライアントソフ
トウェアの初回インストールを実行する方法について説明します。

インストールガイド

インストールされている既存の Compliance Accelerator をアッ
プグレードする方法について説明します。

アップグレードの手順

ロールの設定と割り当て、レビューセットに追加するアイテムの検

索、オフラインレビューのためのアイテムのエクスポート、レポート

の作成などの方法について、Compliance Accelerator の管理
者に情報を提供します。

管理者ガイド
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コメントマニュアル

レビューアが利用可能な Compliance Accelerator クライアント
の機能について説明します。

レビューアガイド

Compliance Accelerator のすべてのアプリケーションに付属し、
それらの機能を使う方法の広範な情報を提供します。

ヘルプ

Compliance Accelerator をインストールして使う前に注意する
必要がある最新情報について説明しています。

リリースノート

Veritas サポート Web サイトのホワイトペーパー
Veritas サポート Web サイトの次のホワイトペーパーには、このガイドで説明する機能の
詳細が記載されています。

表 1-3 Veritas サポート Web サイトのホワイトペーパー

説明ホワイトペーパー

Compliance Accelerator の重複排除機能Accelerator Deduplication

OData (Open Data) プロトコルを使用して Compliance
Accelerator レポートを作成する方法

Best Practices for Enhanced
Accelerator Reporting
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Compliance Accelerator ク
ライアントの概要

この章では以下の項目について説明しています。

■ Compliance Accelerator クライアントについて

■ Compliance Accelerator クライアントを開く

■ Compliance Accelerator クライアントの使い方

Compliance Accelerator クライアントについて
このクライアントは豊富な機能を持つ Windows アプリケーションです。Compliance
Accelerator ユーザーはこのクライアントを使って、レビューするアイテムにマークとコメン
トを追加することができます。また、管理者は Compliance Accelerator クライアントを使っ
てアプリケーションの管理とカスタマイズを行うことができます。Compliance Accelerator
ユーザーが割り当てられているロールによって、各ユーザーがアクセスできるクライアント

の機能が決まります。

このガイドで説明するすべての処理は Compliance Accelerator クライアントで実行して
ください。

Compliance Accelerator クライアントを開く
次の点に注意してください。

■ Compliance Accelerator クライアントを頻繁に使用していると、Windows デスクトッ
プに起動ショートカットを作成することが考えられます。

■ Windows 8/8.1/10 コンピュータ上で Compliance Accelerator クライアントを実行す
る場合、最適なパフォーマンスのために Windows 7 または Windows XP の互換性
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モードで実行することをお勧めします。これをする方法のガイドラインについては、

Windows のマニュアルを参照してください。

Compliance Accelerator クライアントを開くには

1 Compliance Accelerator クライアントのショートカットをクリックします。

しばらくして、［接続する Compliance Accelerator インスタンスの選択］ ダイアログ
ボックスが表示されます。

2 ［サーバー］フィールドで、Compliance Accelerator サーバーのソフトウェアが実行
されているコンピュータの名前または IP アドレスを入力します。

IP アドレスは、IPv4 と IPv6 のいずれの形式でも入力できます。

3 ［インスタンス］フィールドで、アクセスする Compliance Accelerator インスタンス（カ
スタマーデータベース）を選択します。 利用可能なインスタンスが一覧表示される
フィールドの右側にある下矢印をクリックします。

各インスタンスには、レビューする部門セットの詳細が格納されます。また、関連付

けされたユーザーロール、検索結果、リサーチフォルダなども格納されます。したがっ

て、選択するインスタンスが複数ある場合もあります。
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4 ［接続する Compliance Accelerator インスタンスの選択］ダイアログボックスを最初
に表示せずに常に同じインスタンスに接続する場合は、［アプリケーションを開くた

びに確認する］をクリアします。

5 ［接続］をクリックします。

しばらくして、Compliance Accelerator クライアントのホームページが表示されます。

Compliance Accelerator クライアントをクローズする方法

◆ ウィンドウの右上にある［クローズ］ボタンをクリックします。

Compliance Accelerator クライアントの使い方
Compliance Accelerator クライアントでは、割り当てられたロールによってユーザーがア
クセスできる機能が決まります。表 2-1 は、最も権限が強いロールのユーザーがアクセス
できる機能を示しています。Compliance Accelerator 管理者は、ユーザーへの複数の
異なるロールの割り当てと、そのロールに関連付けされた権限の変更を行うことができま

す。
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表 2-1 Compliance Accelerator クライアントの主なタブ

説明タブアイコン

このタブは Compliance Accelerator で実行するアクティビティの状
態の主な項目を表示します。また、Compliance Accelerator で頻
繁に実行される可能性のあるアクティビティにすばやいアクセスを提

供します。

ホーム

このタブでは、レビューセットのアイテムを確認し、マークを割り当て

てコメントを付けることができます。

レビュー

このタブでは、他の Compliance Accelerator レビューアに追加の
作業をさせることなく、対象となるアイテムのみを作業できるリサーチ

フォルダを設定できます。

リサーチ

このタブでは、Compliance Accelerator の部門、部門内の従業員、
部門に割り当てられたスーパーバイザとレビューアを管理できます。

部門

このタブでは、Compliance Accelerator システムの従業員プロファ
イルの表示と変更、新しい従業員プロファイルの入力を行うことがで

きます。Compliance Accelerator を実行するすべての従業員 (管
理者とレビューア)、通信の監視対象となるすべての従業員に対して
プロファイルを設定する必要があります。

従業員

このタブでは、レビューアの進捗状況、ロール、担当など、

Compliance Accelerator のさまざまな面に関するレポートを生成で
きます。

レポート

このタブでは、すべての Compliance Accelerator の検索の状態を
監視し、必要に応じて検索を一時停止または再開することができま

す。

監視
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説明タブアイコン

このタブから、よく使われるさまざまな管理機能にアクセスできます。

このタブをクリックしたときに利用可能なオプションは次のとおりです。

■ ［検索］。複数の部門で実行する検索を作成します。

■ ［ロール］。ユーザーに割り当て可能なロールの設定と修正を行

い、Compliance Accelerator の機能へのユーザーによるアクセ
スを管理します。

■ ［ロールの割り当て］。ユーザーに Compliance Accelerator ロー
ルを割り当てます。

■ ［レビューコメント］。作業対象のアイテムに Compliance
Accelerator レビューアが適用できる一般的なコメントのテキスト
を格納します。

■ ［ホットワード］。Compliance Accelerator を使って検索する重
要な単語の一覧を設定します。

■ ［アーカイブ］。Compliance Accelerator でアイテムを検索する
Enterprise Vault アーカイブの一覧をカスタマイズします。

アプリケーション

このタブから、使用頻度が少ないさまざまな設定機能にアクセスでき

ます。このタブをクリックしたときに利用可能なオプションは次のとお

りです。

■ ［検索スケジュール］。設定時刻に繰り返し Compliance
Accelerator の検索が実行されるスケジュールを設定します。

■ ［レビュー状態］。状態の名前（［保留］、［問題あり］など）をカスタ

マイズします。状態の名前は、Compliance Accelerator が［レ
ビュー］ペインにアイテムの状態を示すときに使います。

■ ［インポート設定］。XML ファイルから Compliance Accelerator
に設定データをインポートします。

■ ［アカウント情報］。Compliance Accelerator が従業員と従業員
グループの詳細を同期するときに使う複数の Windows ドメイン
を指定します。

■ ［ディレクトリマップ］。Compliance Accelerator で、従業員プロ
パティと Active Directory などの外部ソースを同期する方法を設
定します。

■ ［部門パーティション］。部門をパーティションにグループ化して、

検索範囲を制限します。

■ ［部門属性］。部門の分類に使う属性を設定します。

■ ［設定値］。Compliance Accelerator の外観とパフォーマンスを
カスタマイズする何百もの設定オプションを設定します。

設定
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従業員と従業員グループの
設定

この章では以下の項目について説明しています。

■ 従業員と従業員グループについて

■ 従業員プロファイルの作成

■ Active Directory 属性または Domino ディレクトリ属性への従業員プロパティのマッ
プ

■ 従業員の詳細の編集

■ 従業員グループの作成

■ 従業員へのロールの割り当て

従業員と従業員グループについて
Compliance Accelerator では、監視対象の従業員を定義し、その従業員を企業内の部
門を反映した構造にグループ化できます。すべての従業員に Compliance Accelerator
の「プロファイル」が必要です。 各従業員プロファイルは、多数のプロパティから構成され
ており、一部のプロパティは Active Directory 属性または Domino ディレクトリ属性に対
応しています。従業員プロファイルの設定時に、Compliance Accelerator によって、こ
れらのプロパティを対応するディレクトリアカウント情報と自動的に同期させるかどうかを選

択できます。

Compliance Accelerator に多数の従業員プロファイルを追加する最も簡単な方法は、
従業員グループを作成することです。次に、Active Directory または Domino ディレクト
リ (Windows または Dominoグループ) に保持されるユーザーアカウント情報とこのグ
ループを同期できます。
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従業員に割り当てられた「ロール」によって、その従業員が Compliance Accelerator 内
でアクセス可能な場所と実行可能なタスクが決まります。

上級管理者などの特定の従業員のメッセージを別に保存して、特別に割り当てられたレ

ビューアがレビューできます。このような従業員は、Compliance Accelerator の用語で
例外従業員と呼びます。

従業員プロファイルの作成
従業員プロファイルを設定するには、従業員管理権限が必要です。デフォルトでは、ア

プリケーションのアプリケーションユーザー管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割

り当てられます。

p.33 の 「Compliance Accelerator の権限について」 を参照してください。

従業員プロファイルを作成する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［従業員］タブをクリックします。

2 ウィンドウの先頭で［新規従業員］をクリックします。

［新規従業員］ペインが表示されます。
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3 右ペインで、従業員の名前、イニシャル、姓と、Compliance Accelerator に表示さ
れる従業員の表示名を入力します。

表示名のみ必須です。Active Directory または Domino LDAP ディレクトリに従業
員の Windows アカウントが保存されている場合は、Compliance Accelerator をそ
れに同期させることによって、他のフィールドにポピュレートすることもできます。

4 ［組織］セクションに、従業員の企業の詳細を入力します。各ボックスで次のように入

力します。

従業員の職位を指定します。役職

従業員が所属する組織内の部門を指定します。この部門は

Compliance Accelerator で従業員を割り当てる部門ではありません。
部門

企業ポリシーに従って指定します。たとえば、開始日には従業員の入

社日や従業員の監視開始日を指定できます。デフォルトでは、現在の

日付がフィールドに表示されます。この日付を変更するには、フィール

ドの右の下矢印をクリックし、次に目的の日付を選択します。

開始日

開始日と同様、企業ポリシーに従って指定します。たとえば、終了日は

従業員が会社をいつ退職したかを示す場合があります。この日付は正

確なシステム情報を保存するために重要です。

終了日

社内の管理部門または財務部門が従業員に重複のない社内 ID を発
行している場合は、その ID をこのフィールドに入力できます。XML の
ファイルを使用して従業員のデータを更新する場合、［従業員 ID］フィー
ルドに重複のない値がなければなりません。この値は更新する従業員

プロファイルを識別するために使われます。

p.193 の 「設定データのインポートについて」 を参照してください。

従業員 ID

従業員の電子メールアドレスを指定します。従業員に複数のアドレス

がある場合は、1 行に各アドレスを入力します。カスタマーデータベー
ス内のすべてのアクティブなアドレスの中で、各電子メールアドレスの

1 つのインスタンスをのみを指定する必要があることに注意してくださ
い。重複したアドレスによって、サンプリングエラーが発生する場合が

あります。

この従業員に/から送信されたアイテムを検索する場合、Compliance
Accelerator は一覧表示されているすべてのアドレスを検索に含めま
す。関連するすべてのアイテムをキャプチャするには、古い電子メール

アドレスも忘れずに追加します。

電子メールアドレス

Active Directory または Domino ディレクトリでユーザーアカウントを保有している
場合は、同期によって、［役職］と［部門］プロパティをポピュレートできます。また同

期を使用して［開始日］、［終了日］と［従業員 ID］のプロパティをポピュレートできま
す。ただし、適した Active Directory か Domino ディレクトリ属性に最初にこれらの
プロパティをマップする必要があります。
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p.24 の 「Active Directory 属性または Domino ディレクトリ属性への従業員プロパ
ティのマップ」 を参照してください。

5 ［Windows アカウント］と［Domino アカウント］セクションで、従業員のユーザー名を
入力します。または、アカウントのリストを表示するために［参照］をクリックし、次にこ

の従業員のアカウントを選択します。

6 Compliance Accelerator において、関連付けられている Windows ユーザーアカ
ウントまたは Domino ユーザーアカウントの値で従業員プロファイルのプロパティを
定期的に同期する場合は、［自動同期］を選択します。

同期の後でプロファイルを手動で編集する場合は、このオプションをクリアする必要

があります。

メモ: 同期済みの Domino ユーザーの検索を Compliance Accelerator で実行す
る場合、Domino ディレクトリで定義された SMTP アドレスをユーザーが持っている
ことを確認する必要があります。

7 ［保存］をクリックします。

Active Directory 属性または Domino ディレクトリ属
性への従業員プロパティのマップ

Compliance Accelerator 内の各従業員プロファイルは、多数のプロパティから構成され
ており、一部のプロパティは Active Directory 属性または Domino ディレクトリ属性に対
応しています。

表 3-1に、Compliance Accelerator によってデフォルトでディレクトリ属性にマップされ
ている従業員プロパティを示します。

表 3-1 Active Directory 属性または Domino ディレクトリ属性への従業員
プロパティのマップ

Domino ディレクトリ属性Active Directory 属性従業員プロパティ

departmentdepartment部門

cndisplayName表示名

GivennamegivenName名

middleinitialinitialsミドルネーム

snsn姓

Personaltitletitleタイトル
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従業員プロファイルの設定時に、Compliance Accelerator によって、これらのプロパティ
を対応する属性と自動的に同期させるかどうかを選択できます。

オプションのプロパティ (［開始日］、［終了日］、［従業員 ID］) に対してもマップを設定で
きます。XML ファイルから部門と従業員データをインポートする場合は、［従業員 ID］プ
ロパティは必須です。

p.193 の 「設定データのインポートについて」 を参照してください。

既存のマップを表示するには、システム設定表示権限が必要です。また、既存のマップ

を変更するには、システム設定修正権限が必要です。デフォルトでは、コンプライアンス

システム管理者ロールを持つユーザーには両方の権限が割り当てられます。

既存のディレクトリマップを表示して修正する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［ディレクトリ
マップ］タブをクリックします。

2 左ペインで、マップの修正対象となる従業員プロパティをクリックします。

3 右ペインで、Active Directory と Domino ディレクトリのいずれか、または両方と従
業員プロパティを同期するかどうか選択します。

4 従業員プロパティを同期させる Active Directory 属性の名前と Domino ディレクト
リ属性の名前を入力します。

5 Active Directory と Domino ディレクトリの両方と同期する場合は、それらの 1 つを
優先ソースとして指名します。

6 ［保存］をクリックします。

7 新規または変更後のマップを有効にするには、Compliance Accelerator サーバー
で Enterprise Vault Accelerator マネージャサービスを再起動します。
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従業員の詳細の編集
各従業員の詳細を編集して、関連付けされた電子メールアドレスの変更、監視ポリシー

の修正などを実行できます。

従業員に対する監視ポリシーを編集するには、レビュー割合の割り当て権限が必要で

す。デフォルトでは、部門のルール管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当て

られます。

従業員の詳細を編集する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［従業員］タブをクリックします。

2 左ペインで、編集する詳細がある従業員の名前をクリックします。

Compliance Accelerator によって大量の従業員とグループが一覧表示される場合
は、ペインの上部のフィールドを使って一覧をフィルタ処理できます。従業員とグルー

プを名前と種類でフィルタ処理することと同様、それらの監視状態と雇用状態によっ

てそれらをフィルタ処理できます。

3 右ペインで、必要に応じて従業員の詳細を変更します。

従業員の中断または無効化も可能です。 従業員を中断する場合、Compliance
Accelerator は一時的にその従業員の監視を止めますが、その従業員はまだ、最
初に追加された部署に属していると判断されます。 従業員を無効化すると、すべて
のパーミッションやグループ、および部署の所属を削除します。 従業員を中断、ま
たは無効化した場合も、後で再び監視を有効にしたり、従業員を有効化することが

できます。

4 ［保存］をクリックします。

従業員グループの作成
従業員グループを設定するには、従業員管理権限が必要です。デフォルトでは、アプリ

ケーションユーザー管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

従業員グループを作成する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［従業員］タブをクリックします。

2 ウィンドウの先頭で［新規従業員グループ］をクリックします。

[新規従業員グループ]ペインが表示されます。
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3 グループ名と簡単な説明文を入力します。

4 Active Directory などの外部ソースで保持されるユーザーアカウントの情報とグルー
プを同期する場合は、［自動同期］を選択します。それから必須の詳細を入力しま

す。

オプションは次のとおりです。

27第 3 章 従業員と従業員グループの設定
従業員グループの作成



適切な検索フィルタと検索ルートを指定できます。対象の従業員

が社内の各種の部門に存在する場合、それらのユーザーアカウ

ントはディレクトリの異なる領域にあることがあります。1つ以上の
検索フィルタを使用した検索によって、これらのユーザーを見つ

け、自動的に追加できます。

LDAP 検索フィルタは任意の数のカスタム属性または標準の属
性を基準にすることができますが、ユーザーオブジェクトを対象

にする必要があります。複数のフィルタを組み合わせて、部門の

メンバーを検索できます。たとえば、次のように入力して、部門属

性が UK Equities に設定されているすべてのユーザーを検索で
きます。

(&(objectCategory=person)(department=UK Equities))

［検索ルート］フィールドで、検索ルートの識別名を入力します。

この名前は検索を開始するディレクトリ階層の位置を示します。

たとえば、ディレクトリが複数の国に渡る場合、次のように入力し

て、ルートを UK 組織単位に設定できます。

LDAP://OU=UK, DC=MyCompany, DC=com

［ツリー全体の検索］を選択して入れ子のグループのメンバーを

含めます。

Active Directory 検
索/Domino LDAP 検索

Active Directory コンテナの名前を入力できます。

ADsPath フィールドに、従業員グループに追加するユーザーを
保存する Active Directory コンテナの識別名を入力します。たと
えば、UK Equities 部門が次の組織単位コンテナをポイントして
いるとします。

CN=Equities, OU=UK, DC=MyCompany, DC=com

次のように入力して、部門のすべての従業員をグループに追加

できます。

LDAP://CN=Equities, OU=UK, DC=MyCompany, DC=com

［入れ子になったコンテナの検索］を選択して入れ子のコンテナ

のメンバーを含めます。

Active Directory コンテナ
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グループの名前を domain_name¥group_name の形式で入力
できます。グループは、ディレクトリに保存されている場合も保存

されていない場合もあります。Active Directory または Domino
ディレクトリを使わない場合、同期によって更新できるのは、従業

員プロファイルの表示名のみです。追加の従業員の情報を手動

で入力する必要があります。

従業員グループを Domino グループまたは配布リストと同期す
る場合は、 Domino Administrator で匿名アクセスに対して次の
Domino LDAP 属性を有効にする必要があります。

■ cn
■ dominocertificate
■ mail
■ maildomain
■ member
■ objectclass

これを行う方法について詳しくは Domino のマニュアルを参照し
てください。

Windows グループまたは
配布リスト/Domino グルー
プまたは配布リスト

デフォルトでは、Compliance Accelerator によって、4 時間ごとと、Enterprise Vault
Accelerator マネージャサービスが開始されるたびに従業員とグループの同期が行
われます。ただし、この設定を変更できます。

p.158 の 「Compliance Accelerator システム設定オプションの設定」 を参照してく
ださい。

5 グループに従業員を手動で追加する場合は［メンバー］タブをクリックして、［追加］

をクリックします。次に、リストから従業員を選択します。

Shift キーを押しながら範囲内の最初と最後の従業員をクリックすると、隣接した複
数の従業員を選択できます。隣接していない複数の従業員を選択するには、Ctrl
キーを押しながら目的の従業員をクリックします。終了したら、［OK］をクリックします。

6 ［保存］をクリックします。

従業員へのロールの割り当て
従業員または従業員グループに割り当てられたロールによって、Compliance Accelerator
内のアクセス可能な場所と実行可能なタスクが決まります。たとえば、部門のアイテムをレ

ビューしてマーク付けすることが必要な従業員に、部門レビューアのロールを割り当てる

ことができます。一部のロールはアプリケーションレベルで有効で、Compliance
Accelerator システム全体に適用されます。それ以外のロールは部門レベルまたはフォ
ルダレベルでのみ適用されます。
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また、Compliance Accelerator では、コンプライアンススーパーバイザロールという別の
レベルのコンプライアンス管理も可能です。このロールを持つユーザーは、部門レビュー

アの作業を評価したり、部門の例外従業員を管理したりすることができます。

標準の Compliance Accelerator システムには多数の事前定義済みロールが付属して
いますが、必要条件が完全に満たされていない場合は、独自のロールを作成できます。

また、不要な事前定義済みロールは削除できます。

Compliance Accelerator の事前定義済みのロールについて
Compliance Accelerator の事前定義済みのロールは次のカテゴリに分類されます。

■ アプリケーションロール。Compliance Accelerator システムレベルで適用されます。

■ 部門ロール。特定の部門にのみ適用されます。

■ フォルダロール。特定のリサーチフォルダにのみ適用されます。

表 3-2 アプリケーションロール

デフォルトの権限説明ロール

■ ホットワードの追加。

■ アプリケーション検索。

■ レビューコメント管理。

■ スケジュール管理。

■ ホットワード修正と削除。

このロールは検索スケジュールの設

定、部門全体の検索の作成、グロー

バルホットワードの管理、コメントのレ

ビューを可能にします。

アプリケーション

ルール管理者

■ 部門作成。

■ ユーザーアクセス付与。

■ 代行管理。

■ 部門パーティション管理。

■ 部門ユーザー管理。

■ 従業員の管理。

■ ロール管理。

このロールは Compliance
Accelerator システムへのユーザー
の追加、部門の作成と管理、アプリ

ケーションロールの割り当て、代行

ユーザーの作成を可能にします。

アプリケーションユー

ザー管理者

■ 設定データエクスポート。

■ 設定データのインポート。

■ システム設定修正。

■ 検索監視。

■ システム設定表示。

このロールでは、設定データを XML
ファイルから Compliance
Accelerator にインポートできます。
また、Active Directory 属性と
Domino ディレクトリ属性のマッピング
を表示、修正し、検索の進行状況を

監視できます。

コンプライアンスシス

テム管理者
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表 3-3 部門ロール

デフォルトの権限説明ロール

■ 独自レビューコメント追加。

■ 評価状態適用。

■ 一括レビュー処理適用。

■ レビュー処理適用。

■ メッセージエクスポート。

■ 例外管理。

■ アドホック検索実行。

■ メッセージのレビュー。

■ レポート表示。

このロールでは評価機能を使った部

門レビューアの作業の確認、部門内

の例外従業員の管理が可能です。ア

イテムは、後で検索できるように個人

用フォルダに格納することもできます。

コンプライアンススー

パーバイザ

■ 独自レビューコメント追加。

■ 一括レビュー処理適用。

■ レビュー処理適用。

■ メッセージエスカレーション。

■ メッセージエクスポート。

■ アドホック検索実行。

■ メッセージのレビュー。

■ レポート表示。

このロールはアイテムのレビュー、部

門内のアイテムのマーク付け、アイテ

ムのエクスポート、レポートの生成と

表示を可能にします。アイテムは、後

で検索できるように個人用フォルダに

格納することもできます。

部門レビューア

—このロールは、チャイニーズウォール

型セキュリティを実装した

Compliance Accelerator 環境で、
選択したユーザーに部門の別のロー

ル、またはその部門に関連付けされ

ているリサーチフォルダの別のロール

を割り当てられるようにします。

部門ユーザー

■ エスカレーションメッセージ一括

処理適用。

■ エスカレーションメッセージへのコ

メントの適用。

■ エスカレーションメッセージレ

ビュー処理適用。

■ エスカレーション状態変更。

■ エスカレーションメッセージエクス

ポート。

■ エスカレーションメッセージレ

ビュー。

このロールでは、部門内の他のレ

ビューアがより詳細なレビューを行う

ためにより高レベルの権限のレビュー

アにエスカレーションしたことを通知

するアイテムを受信できます。この

ロールは下位の部門に継承されるた

め、エスカレーションレビューアは自

動的に入れ子の部門へのアクセス権

を持つことになります。

エスカレーションレ

ビューア
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デフォルトの権限説明ロール

■ 独自レビューコメント追加。

■ 一括レビュー処理適用。

■ レビュー処理適用。

■ メッセージエスカレーション。

■ メッセージエクスポート。

■ アドホック検索実行。

■ メッセージのレビュー。

■ キャプチャメッセージ検索。

■ レポート表示。

このロールは割り当てられた例外従

業員のアイテムを検索することを可能

にします。またアイテムのレビュー、

マーク付け、エクスポート、レポートの

生成と表示も可能です。アイテムは、

後で検索できるように個人用フォルダ

に格納することもできます。

例外レビューア

■ 評価状態適用。

■ メッセージエクスポート。

■ メッセージのレビュー。

■ レポート表示

このロールはアイテムの表示、部門か

らのアイテムのエクスポートを可能に

します。またレポートの生成と表示、

評価機能を使った部門レビューアの

作業の確認とマーク付けも可能です。

レビュー状態のマークはアイテムに適

用できません。

下級レビューア

■ ホットワードの追加。

■ 必要条件のレビュー割合の割り

当て。

■ 例外管理。

■ ホットワード修正と削除。

■ キャプチャメッセージ検索。

■ レポート表示。

このロールは部門内の検索を作成し、

部門のホットワードを管理することを

可能にします。また従業員に割り当て

る監視ポリシーの設定、レポートの生

成と表示も可能です。さらに、特定の

従業員に例外レビューアを割り当て

ることができます。

ルール管理者

■ 監視対象従業員追加。

■ 部門プロパティ設定。

■ ユーザーアクセス付与。

■ 例外管理。

■ レポート表示。

このロールは部門と監視対象従業員

のプロパティを管理することを可能に

します。またユーザーに部門ロール

を割り当て、部門の詳細のレポートを

生成、表示し、進行状況をレビューす

ることができます。

さらに、詳細なリサーチを行うために

アイテムを格納した個人用フォルダを

管理することもできます。

ユーザー管理者

表 3-4 フォルダロール

デフォルトの権限説明ロール

■ キャプチャメッセージ検索。このロールはリサーチフォルダに追加

する新しいアイテムを検索することを

可能にします。

メッセージキャプチャ
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デフォルトの権限説明ロール

■ 評価済みフォルダメッセージコミッ

ト。

■ レビュー済みフォルダメッセージ

コミット。

このロールは他のすべての部門レ

ビューアが参照できるように設定され

る部門レビューにリサーチフォルダの

アイテムをコミットすることを可能にし

ます。

メッセージコミット

■ メッセージエクスポート。このロールはオフラインレビューのた

めにリサーチフォルダからアイテムを

エクスポートすることを可能にします。

エクスポート

■ 独自レビューコメント追加。

■ 評価状態適用。

■ 一括レビュー処理適用。

■ レビュー処理適用。

■ 評価済みフォルダメッセージコミッ

ト。

■ レビュー済みフォルダメッセージ

コミット。

■ フォルダプロパティ設定。

■ フォルダの削除。

■ メッセージエスカレーション。

■ メッセージエクスポート。

■ ユーザーアクセス付与。

■ メッセージのレビュー。

■ キャプチャメッセージ検索。

■ レポート表示。

このロールはリサーチフォルダに追加

する新しいアイテムの検索、アイテム

のレビューとマーク付けを可能にしま

す。またオフラインレビューのために

アイテムをエクスポートし、部門レ

ビューセットにコミットできます。

他のユーザーがレビュー処理に参加

できるように、該当するユーザーに自

分のフォルダへのアクセス権を付与

できます。

フルコントロール

■ 独自レビューコメント追加。

■ 評価状態適用。

■ 一括レビュー処理適用。

■ レビュー処理適用。

■ メッセージエスカレーション。

■ メッセージのレビュー。

このロールはアイテムをレビューし、

フォルダのアイテムにマーク付けする

ことを可能にします。

レビュー

Compliance Accelerator の権限について
次の表はユーザーロールと関連付けできる権限のより多くの情報を提供します。
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表 3-5 アプリケーション権限

説明権限

グローバルホットワード一覧にホットワードを追加しま

す。

ホットワードの追加

複数の部門で実行するためのアプリケーション全体の

検索を作成します。

アプリケーション検索

新しい部門の追加、所有者の割り当て、既存の部門

のプロパティの修正を行います。

部門作成

選択した部門、それに関連付けされているすべての

オブジェクト (部門指定検索、ユーザーフォルダ、ホッ
トワードなど) の削除を行います。

部門の削除

ImportExport コマンドラインユーティリティを使って、
Compliance Accelerator データベースから XML ファ
イルへ設定データをエクスポートします。

設定データエクスポート

従業員にアプリケーションロールを割り当てます。ユーザーアクセス付与

XML ファイルに格納された設定データのインポート、
インポートログの表示を行います。

設定データのインポート

部門管理者、アプリケーション管理者、レビューアの

代行を行うことを従業員に許可します。

代行管理

パーティションの追加と削除、各パーティションに含め

る部門の選択を行います。

部門パーティション管理

チャイニーズウォール型セキュリティを実装した

Compliance Accelerator の環境では、ユーザーに
部門ユーザーロールを割り当ててください。このロー

ルは他の部門のロールを割り当てるときそのユーザー

を選択できるようにします。

部門ユーザー管理

新しい従業員プロファイルの追加、プロファイルのポ

ピュレートと修正を行います。また、新しい従業員グ

ループの追加、グループのメンバー情報とプロパティ

の編集、従業員グループの削除を行うこともできます。

従業員の管理

レビューアがアイテムに適用するように選択できる事

前定義済みコメントの追加、修正、削除を行います。

レビューコメント管理

ロールの追加と削除、各ロールに割り当てる権限の選

択を行います。

ロール管理

検索用のスケジュールの作成と変更を行います。スケジュール管理
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説明権限

グローバルホットワードの変更と削除を行います。ホットワード修正と削除

Active Directory 属性または Domino ディレクトリ属
性と Compliance Accelerator 従業員プロパティ間の
マップを変更します。レビューアが利用可能なレビュー

状態のマークを変更したり、すべての部門が利用可

能なアーカイブを変更したりすることもできます。

システム設定修正

関連付けされている部門へのアクセス権が通常はな

い場合でも、すべての部門全体の検索の状態の監

視、検索の一時停止と再送信を行います。ただし、通

常のアクセス権限がなければ、検索基準または検索

結果を表示できません。

検索監視

Active Directory 属性または Domino ディレクトリ属
性と Compliance Accelerator 従業員プロパティ間の
マップを表示します。レビューアが利用可能なレビュー

状態のマークの表示、すべての部門が利用可能な

アーカイブを表示することもできます。

システム設定表示

表 3-6 部門権限

説明権限

選択した部門内にのみ表示されるホットワードを追加

します。

ホットワードの追加

部門に既存の従業員を割り当てます。監視対象従業員追加

独自の自由形式コメントを入力することによってアイテ

ムにコメントを適用します。

独自レビューコメント追加

事前定義済みコメントセットから選択することによって

アイテムにコメントを適用します。この権限では、自由

形式のコメントを入力できません。

標準レビューコメント追加

評価機能による部門レビューアの作業の確認とマー

ク付けを行います。

評価状態適用

複数のアイテムに処理状態マークを一度に適用しま

す。

一括レビュー処理適用

複数のエスカレーションアイテムに処理状態マークを

一度に適用します。

エスカレーションメッセージ一括処理適用

エスカレーションアイテムにコメントを適用します。エスカレーションメッセージへのコメントの

適用
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説明権限

レビューセット内のアイテムに処理状態マークを適用

します。

レビュー処理適用

エスカレーションアイテムに処理状態マークを適用し

ます。

エスカレーションメッセージレビュー処理適

用

部門や部門内の特定のグループと従業員に監視ポリ

シーのサンプルサイズを割り当てます。

必要条件のレビュー割合の割り当て

エスカレーションアイテムをクローズして他のエスカレー

ションレビューアに再割り当てします。

エスカレーション状態変更

評価状態マークを適用したアイテムを部門レビュー

セットにコミットします。

評価済みフォルダメッセージコミット

リサーチフォルダから部門レビューセットにアイテムを

追加します。この権限には、アドホック検索実行権限

が必要です。

レビュー済みフォルダメッセージコミット

部門のプロパティの表示と修正を行います。部門プロパティ設定

現在の部門、それに関連付けされているすべてのオ

ブジェクト (部門指定検索、ユーザーフォルダ、ホット
ワードなど) の削除を行います。

部門の削除

ユーザーがアイテムを格納したリサーチフォルダを削

除します。

フォルダの削除

レビューを行うためにより高レベルの権限のレビュー

アにアイテムをエスカレーションします。

メッセージエスカレーション

部門レビューセットからアイテムをエクスポートします。メッセージエクスポート

エスカレーションアイテムをエクスポートします。エスカレーションメッセージエクスポート

部門内のユーザーにロールを割り当てます。ユーザーアクセス付与

例外従業員の作成、レビューアの例外従業員への割

り当てを行います。

例外管理

部門ホットワード一覧内のホットワードの変更と削除を

行います。

ホットワード修正と削除

完全リサーチ権限によるリサーチフォルダの作成、削

除、修正、アイテムの検索とレビューを行います。

アドホック検索実行

他のレビューアが詳細な監査を行うためにエスカレー

ションしたアイテムをレビューします。

エスカレーションメッセージレビュー
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説明権限

アイテム、処理状態、コメント履歴を表示します。メッセージのレビュー

特定の部門内のアイテムをキャプチャするためにカス

タム検索を定義します。

キャプチャメッセージ検索

アプリケーションのスタートのページに、レビューアの

アクティビティの概略を表示します。

ホームページのレビューア概略の表示

レポートの作成と表示を行います。レポートの範囲が

部門よりも広い場合、部門内でこの権限を持つ従業

員が表示できるのは独自のレポートのみです。

レポート表示

Compliance Accelerator ロールの作成
ユーザーに割り当てる権限が事前定義済みロールに含まれていない場合は、独自のロー

ルを作成できます。

ロールを作成するには、ロール管理権限が必要です。デフォルトでは、アプリケーション

のアプリケーションユーザー管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられま

す。
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ロールを作成する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［アプリケーション］タブをクリックし、次に
［ロール］タブをクリックします。

2 ウィンドウの先頭で［新規作成］をクリックします。

［ロールの詳細］ペインが表示されます。

3 右ペインで、重複しないロール名と、必要に応じて説明を入力します。

ロール名には最大 50 文字まで入力できます。説明には最大 250 文字まで入力で
きます。

4 ［範囲］フィールドで、ロールに関連付けされた権限をアプリケーション全体で有効

にするか、部門レベルでのみ有効にするかを選択します。フォルダレベルのロール

を作成できません。

アプリケーションロールを持つユーザーは、特定の部門で適切なロールが割り当て

られている場合にのみ、その部門でタスクを実行できます。1 つ以上の部門でタスク
を実行するには、アクセスする必要があるすべての部門の適切なロールを割り当て

る必要があります。

ここで選択した内容によって、利用可能な権限が決まります。
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5 ロールに関連付ける権限を選択します。

p.33 の 「Compliance Accelerator の権限について」 を参照してください。

6 ［保存］をクリックします。

Compliance Accelerator ロールのプロパティの編集
Compliance Accelerator ロールに関連付けられた権限を変更できます。 カスタムロー
ルを作成した場合は、その名前や説明を変更することもできます。 ただし、事前定義済
みロールの名前を変更することはできません。

ロールを編集するには、ロール管理権限が必要です。デフォルトでは、アプリケーション

のアプリケーションユーザー管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられま

す。

Compliance Accelerator ロールのプロパティを編集する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［アプリケーション］タブをクリックし、次に
［ロール］タブをクリックします。

2 左ペインで、編集するロールをクリックします。

3 右ペインで、必要に応じてロールの名前と説明を変更し、ロールに関連付ける権限

を選択します。

ロール名は一意である必要があり、50 文字まで含むことができます。説明には最大
250 文字まで入力できます。

4 ［保存］をクリックします。

従業員またはグループへの Compliance Accelerator ロールの割り当
て

従業員かグループにロールを割り当てるユーザーアクセス付与権限を持たなければなり

ません。デフォルトでは、アプリケーションのアプリケーションユーザー管理者ロールを持

つユーザーにこの権限が最優先で割り当てられます。2 番目に、ユーザー管理者の部
門ロールのユーザーに割り当てられます。

明示的に割り当てたロールを所有するほか、従業員は属するグループのロールを継承で

きます。

従業員またはグループにロールを割り当てる方法

1 次のいずれかの操作を行います。

■ アプリケーションロールを割り当てるためには、Compliance Accelerator クライ
アントの［アプリケーション］タブをクリックし、次に［ロールの割り当て］タブをクリッ

クします。
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■ 部門ロールを割り当てるには、［部門］タブをクリックし、次に左ペインで目的の部

門をクリックします。それから［ロールの割り当て］タブをクリックします。

2 ロールを割り当てるグループまたは従業員の名前をクリックします。

従業員かグループがリストに表示されなければ、ペインの先頭で［ユーザーを追加］

をクリックします。それからリストに追加するために従業員かグループを選択します。

3 右ペインで次のいずれかの操作をします。

■ 新しいロールを割り当てるために[ロールの追加]をクリックします。

■ 選択したロールを削除するために［削除］をクリックします。

4 ［保存］をクリックします。

Compliance Accelerator ロールの削除
ロールが不要になった場合、そのロールを削除できます。従業員に割り当てられている

ロールを削除しても、ロールに関連付けされた権限は保持されます。ロールを削除する

前にロールの割り当てがあるかどうかを調べ、解除します。

続行する前に次の点に注意してください。

■ 事前定義済みロールではないカスタムロールのみ削除できます。

■ ロールを削除するには、ロール管理権限が必要です。デフォルトでは、アプリケーショ

ンユーザー管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。
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ロールを削除する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［アプリケーション］タブをクリックし、次に
［ロール］タブをクリックします。

2 左ペインで、削除するロールをクリックします。

3 ［削除］をクリックします。

4 続行する場合は、再び［削除］をクリックします。
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部門を使った操作

この章では以下の項目について説明しています。

■ 部門について

■ 部門の作成

■ 監視対象の従業員とグループの部門への追加

■ 従業員とグループに対する監視ポリシーの編集

■ 従業員またはグループの部門間での移動

■ 部門の移動

■ 部門レビューア、コンプライアンススーパーバイザ、代行の割り当て

■ チャイニーズウォール型セキュリティの実装

■ 例外従業員の管理

■ パーティションへの部門のグループ化

■ 属性を使った部門の分類

部門について
Compliance Accelerator では、監視対象従業員を企業の構造を反映した部門に体系
化できます。たとえば、「Marketing」、「Sales」と「Engineering」と呼ばれる部門を作成で
きます。この場合、適切な部門に監視対象従業員を追加できます。

複数の部門を設定したら、それらを「パーティション」にグループ化できます。この機能に

より、検索範囲を同じパーティション内の部門の監視対象従業員が送受信したアイテム

に限定できます。パーティションを定義しなければ、1 つの部門で開始する検索に他の
部門の従業員のアイテムを含めることができます。

4



ランダムサンプリングの目的で、部門、その部門に関連付けられた従業員、監視ポリシー

に加えた変更は、次の 2 つのイベントのいずれかが起きた時点で反映されます。

■ Enterprise Vault ストレージサービスを手動で再起動する。

■ Enterprise Vault ストレージサーバーのコンプライアンスのサンプリング処理が
Compliance Accelerator カスタマーデータベースの設定データに自動同期する。
デフォルトでは 60 分ごとに自動同期しますが、［古い設定タイムアウト (分)］設定オ
プションを使って頻度を調整できます。

p.175 の 「ランダムキャプチャの設定オプション」 を参照してください。

部門の作成
Compliance Accelerator では、監視対象従業員を企業の構造を反映した部門に体系
化できます。新しいトップレベルの部門や入れ子の部門 (既存部門の子部門) を追加で
きます。

部門の作成に最小限必要な情報は、部門の名前と所有者です。システムに追加された

すべての従業員が所有者になることができますが、通常は、Compliance Accelerator
のメインシステム管理者を所有者にします。

新しい部門を追加するには、部門作成権限が必要です。デフォルトでは、アプリケーショ

ンのアプリケーションユーザー管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられ

ます。

部門を作成する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、次のいずれかの操作をします。

■ トップレベルの部門を作成するには、ウィンドウの先頭で［すべての部門］をクリッ

クし、次に[新規部門]をクリックします。

■ 既存の部門の子供である部門を作成するには、その部門をクリックし、次に［プ

ロパティ］タブをクリックします。それから、ウィンドウの先頭で［ここに新規部門を

挿入］をクリックします。

Compliance Accelerator によって大量の部門が一覧表示される場合は、ペイ
ンの上部のフィールドを使って一覧をフィルタ処理できます。部門を名前でフィ

ルタ処理することと同様、それらと関連付けされる例外従業員、フォルダ、レビュー

アを一覧表示するかどうかを選択できます。

［部門］ペインが表示されます。

43第 4 章 部門を使った操作
部門の作成



3 ［名前］のフィールドで、部門の重複しない名前を入力します。

名前にはスペースや非 ASCII 文字を使えます。

4 ［状態］のフィールドで、部門をオープンするかクローズするかを選択します。

［クローズ］を選択すれば、部門の従業員の監視は行われず、部門名はアプリケー

ションのスタートのページに表示されません。ただし、従業員が他の部門でも監視さ

れている場合、該当する部門での監視は引き続き行われます。

5 ［所有者］フィールドで、部門の主任管理者の表示名と Windows ユーザーアカウン
トを選択します。

各部門には所有者が存在します。所有者には Windows ログオンが必要ですが、
Windows や Compliance Accelerator の特別な権限は必要ありません。デフォル
トでは、Compliance Accelerator はユーザー管理者ロールに関連する権限を部門
の所有者に付与します。該当する権限は次のとおりです。

■ ユーザーアクセス付与
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■ 監視対象従業員追加

■ 部門プロパティ設定

■ レポート表示

6 既存の部門の子供である入れ子の部門を作成する場合は、［親部門］フィールドに

正しい部門が表示されていることを確認します。

7 1つ以上の部門属性を設定したら、［識別情報属性］セクションに必須属性の値を入
力します。

p.64 の 「属性を使った部門の分類」 を参照してください。

8 ［オプション］セクションの次のオプションを選択またはクリアします。

この部門の下で入れ子の部門を作成できるかどうか指定します。部門を含めることが可能

この部門に監視対象従業員を追加できるかどうか指定します。

トップレベルの部門には監視対象従業員が含まれていないが、

入れ子の部門には含まれている部門階層を設定する必要がある

場合は、このオプションをクリアすることもできます。

監視対象従業員を含める

ことが可能

9 ［エクスポートの詳細］セクションでは、オフラインレビューのためにアイテムをエクス

ポートするときに使うデフォルトオプションを指定します。 オプションは次のとおりで
す。

各アイテムのエクスポート番号の桁数を指定します。デフォルトは

6 です。
アイテム ID の桁数

各アイテムのエクスポート番号の接頭辞として使うテキストを指定

します。エクスポートを識別する文字は、法令または企業内命名

規則に従った設定が必要になる場合があります。

アイテム ID の接頭辞

完全な ID のプレビューを表示します。例を表示

エクスポートされたアイテムを格納する Compliance Accelerator
サーバー上のフォルダを指定します。

アイテムを別のコンピュータにエクスポートするには、共有フォル

ダの UNC パス
(&#165;&#165;my_computer&#165;exports など) を指
定します。ただし、個人用 (.pst) のファイルとしてアイテムをエ
クスポートする場合は NTFS のパス (たとえば、
Z:&#165;exports) を指定すること推奨します。Windows は
UNC パスでの .pst ファイルのエクスポートをサポートしません。

フォルダパスには最大 100 文字まで入力できます。

出力フォルダ
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10 ［検索の詳細情報］セクションでは、部門レビューセットに検索の結果を追加するとき

に Compliance Accelerator が従わなければならないポリシーを指定します。 オプ
ションは次のとおりです。

検索結果としてレビューセットに追加されるアイテムの最小割合

を指定します。検索の作成時に、従業員ごとのアイテムの最小数

を指定することにより、さらにこのオプションの範囲を制限するこ

とができます。

新規検索のデフォルトの

サンプル割合

部門管理者は新しい検索でのサンプルレートを変更できなくなり

ます。

ロック

部門での検索に利用可能なアーカイブがあるボルトストアを選択

できます。部門管理者は、必要な権限がある場合に、自分の部

門で検索に使えるアーカイブの一覧をカスタマイズできます。

検索可能なボルトストア

11 ［インテリジェントレビュー］セクションで、Compliance Accelerator の学習エンジン
のオプションを選択します。 このエンジンにより、Compliance Accelerator はレビュー
アが以前のアイテムに実行したアクションに基づいてアイテムのサンプリングと検索

をインテリジェントに行うことができます。 たとえば、レビューアがスパムメッセージま
たはオフィス不在の応答を関連なしのアイテムとしてマークを付けると、Compliance
Accelerator は同様の特性を持つアイテムを検出したときにそれらのアイテムを同じ
方法で処理できます。

Compliance Accelerator はアイテムの関連性を判別するためにアイテムのメタデー
タと送信者から受信者への経路を調べます。 ただし、Compliance Accelerator は
アイテムの内容を評価しません。
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このオプションを利用できるかどうかは、デフォルトのサンプリング

モードである保証されたサンプリングまたは統計サンプリングを使

うかに基づきます。

■ ［なし］。 Compliance Accelerator は、インテリジェントレビュー
を実装せずに、通常の方法でアイテムをサンプリングします。

■ ［サンプル抽出の割合と優先順位付け］（保証されたサンプリ

ング）または［サンプル統計の割合と優先順位付け］（統計サ

ンプリング） Compliance Accelerator は、関連ありと関連な
しの両方のアイテムをいずれかを優先することなくサンプリン

グします。 したがって、10% のアイテムをキャプチャして、レ
ビューすることを要求するポリシーを監視する場合は、

Compliance Accelerator は 10% をキャプチャしますが、相
当な数のアイテムが関連なしとなる可能性があります。 しか
し、このオプションを使うと、Compliance Accelerator はアイ
テムをレビューセットに追加するときにそのアイテムに対して

［未レビュー（関連なし）］または［未レビュー（関連あり）］のい

ずれかのステータスを付与します。 後で［レビュー］ペインで
アイテムをレビューするときに、［未レビュー］ステータスを使っ

てアイテムをフィルタリングして、関連ありと関連なしを区別で

きます。

サンプリングの学習動作

■ 現在のサンプルに加えて、関連するコンテンツのサンプル抽

出の割合（保証されたサンプリングのみ） Compliance
Accelerator は、要求された割合の関連ありのアイテムをキャ
プチャするまで、関連ありと関連なしの両方のアイテムをレ

ビューセットに追加します。 したがって、このオプションでは、
監視対象のポリシーが要求するよりも多くのアイテムが

Compliance Accelerator によってキャプチャされる場合があ
ります。 たとえば、10% のアイテムをレビューすることを要求
するポリシーがあるとします。 この要求数に達するには、半数
のみが関連ありのアイテムであるため、20% のアイテムをキャ
プチャしなければならない場合があります。
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■ ［利用可能な関連するコンテンツのサンプル抽出の割合］（保

証されたサンプリング）または［関連するコンテンツのみのサ

ンプル統計の割合］（統計サンプリング） Compliance
Accelerator は、関連なしと考慮されるすべての内容を破棄
して、要求された割合に達するまで関連ありの内容のみをサ

ンプリングします。 したがって、アイテムの 10% をキャプチャ
して、レビューすることを要求するポリシーを監視する場合は、

Compliance Accelerator は正確に 10% をキャプチャしま
す。

保証されたサンプリングのみの場合は、Compliance
Accelerator は監視対象のポリシーの要求を満たすには関
連ありのアイテムが少なすぎるときに関連なしのアイテムで補

充します。 たとえば、サンプリングに 100 のアイテムが利用
可能である場合に、監視対象のポリシーがそれらの 10% を
キャプチャすることを要求していると想定します。 7 個のアイ
テムのみが関連ありである場合は、Compliance Accelerator
は関連なしのアイテムを 3 個追加して、10 個のアイテムの要
求を満たします。 統計サンプリングモードでは、Compliance
Accelerator は関連なしのアイテムで関連ありのアイテムを補
充しません。
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Compliance Accelerator でアイテムを未レビュー (関連なし) の
状態にする前に予測精度に対して求められる信頼度のレベルを

指定します。スライダを右側に移動すればするほど、Compliance
Accelerator では予測精度に対してより高い信頼度が求められ
ます。

次のグラフは、スライダの位置とアイテムが達成する必要がある

適合のしきい値の関係を示しています。
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たとえば、アイテムが潜在的に関連性がないアイテムとして

Compliance Accelerator によって識別されたとします。 スライダ
を左端に移動すると、Compliance Accelerator はそのアイテム
を関連なしの状態にするために予測精度の信頼度が求められま

せん。その一方で、スライダを右端に移動すると、Compliance
Accelerator はこの状態にするために予測精度の信頼度が少な
くとも 60% 必要になります。

デフォルトのスライダ値は中間値をわずかに下回ります (赤い線)。
これは、Compliance Accelerator が関連なしの状態にするため
に 20% 以上の予測精度の信頼度が必要であることを意味しま
す。 このスコアに達することのできないアイテムは、［未レビュー
（関連あり）］のステータスが割り当てられます。

適合のしきい値

この部門の蓄積された学習動作をすべて破棄します。学習を消去

12 ［監視］タブで、各従業員のアイテムをランダムにサンプリングして毎日レビューセッ

トに追加する全般的なポリシーを設定します。
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オプションは次のとおりです。

部門の従業員すべての監視を停止するかどうかを指定します。

レビューアと部門管理者は引き続き部門にアクセスできます。従

業員が他の部門でも監視されている場合、該当する部門での監

視は引き続き行われます。

このオプションを選択する場合、［監視］タブの他のすべてのオプ

ションを無効にします。

この部門のすべての従業

員の監視を無効化

選択した場合はすべての種類のアイテムに同じ監視ポリシーを

設定します。 たとえば、すべての種類のアイテムから 75% キャ
プチャしてレビューする必要がある場合はこのオプションを 75 に
設定します。

以前に各種のアイテムに異なる監視ポリシーを設定した場合は、

このオプションを選択するとそれらすべてに最も高い割合を適用

します。

すべてのポリシーのレ

ビュー必要条件

選択した場合は各種のアイテムに異なる監視ポリシーを設定で

きます。

ポリシーごとのレビュー必

要条件
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Compliance Accelerator がキャプチャして部門のレビューセッ
トに追加するランダムサンプルアイテムの数に制限を設定できま

す。 各種類のアイテムに総数または制限数を設定できます。

上限の設定は、統計的サンプリングモードでキャプチャするラン

ダムサンプルアイテムにのみ適用されます。 次のアイテムには適
用されません。

■ 保証サンプリングモードでキャプチャするランダムサンプルア

イテム。

■ 検索を行なうと見つかるアイテム。

■ ポリシー管理ソフトウェアが「含める」にタグ付けしたレビュー

セットのアイテム。

規定上、各従業員のアイテムのうち一定の割合の数を監視する

必要がある場合は、部門の合計メッセージ数に上限を設定する

とこの必要条件を満たせない場合があります。

この部門のメッセージの総

数に上限を設定する

アイテムの種類ごとに、各従業員のアイテムのうちキャプチャして

レビューセットに追加する数量を割合で指定します。使わないア

イテムの種類に対しては、0 を入力します。

Microsoft Exchange、SMTP、Domino、Fax のアイテムには、
次の種類があります。

■ ［内部］。作成者とすべての受信者が組織内部の人間である

アイテムを選択します。

■ ［外部インバウンド］。作成者が組織外部の人間で、受信者の

うち少なくとも 1 人が組織内部の人間であるアイテムを選択
します。

■ ［外部アウトバウンド］。作成者が組織内部の人間で、受信者

のうち少なくとも 1 人が組織外部の人間であるアイテムを選
択します。

メッセージの種類、レ

ビューの必要条件、上限

設定

部門レベルのほか、従業員レベルとグループレベルで監視ポリシーを設定できま

す。したがって、ここに示されている値は何人かの従業員には適用されないことがあ

ります。その場合、Compliance Accelerator はアイテムの種類ごとに最も高い割合
を適用します。従業員レベルまたはグループレベルで値を設定するには、［監視対

象従業員］機能を使います。

p.52 の 「監視対象の従業員とグループの部門への追加」 を参照してください。

13 ［保存］をクリックします。
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監視対象の従業員とグループの部門への追加
Compliance Accelerator の重要なアクティビティは、従業員と従業員グループを監視対
象の部門に追加することです。従業員とグループのプロファイルを作成していない場合

は、部門に追加する前に作成する必要があります。

p.22 の 「従業員プロファイルの作成」 を参照してください。

従業員やグループを部門に追加するには、監視対象従業員追加権限とユーザーアクセ

ス付与権限が必要です。デフォルトでは、部門のユーザー管理者ロールを持つユーザー

にこの権限が割り当てられます。

監視対象の従業員とグループを部門に追加する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、次のいずれかの操作をします。

■ 従業員またはグループを追加する部門をクリックし、［監視対象従業員］タブをク

リックします。次に、ウィンドウの上部の［従業員の追加］をクリックします。

■ 何人かの従業員かグループを追加する部門を右クリックし、［監視対象従業員の

追加］をクリックします。

3 監視するグループと従業員を選択します。

Shift キーを押しながら範囲内の最初と最後の名前をクリックすると、隣接した複数
の名前を選択できます。隣接していない複数の名前を選択するには、Ctrl キーを押
しながら目的の名前をクリックします。

4 ［OK］をクリックします。

従業員とグループに対する監視ポリシーの編集
Compliance Accelerator が従業員ごとにキャプチャし、各日付のレビューセットに追加
するアイテムの割合を定義できます。Microsoft Exchange、Domino、インスタントメッセー
ジなどの異なる種類のアイテムを監視する場合は種類ごとに割合を設定できます。

Exchange や Domino などの一部のアイテムでは特定の方向 (内部、外部アウトバウン
ド、外部インバウンド) に送信するアイテムの割合も設定できます。

アイテムを分類するためにポリシー管理ソフトウェアを使っている場合、この方法によって

キャプチャするアイテムは、定義した監視ポリシークォータに影響します。これらのアイテ

ムが完全にはクォータを満たさない場合には、Compliance Accelerator はランダムにサ
ンプリングされたアイテムで不足分を埋め合せます。

従業員に対する監視ポリシーを編集するには、レビュー割合の割り当て権限が必要で

す。デフォルトでは、部門のルール管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当て

られます。
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従業員またはグループに対する監視ポリシーを編集する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、目的の部門をクリックします。

3 ［監視対象従業員］タブをクリックします。

［監視対象従業員］ペインが表示されます。

4 監視ポリシーを修正したい従業員かグループをクリックします。

5 右ののペインで必須の詳細を入力します。

すべての種類のアイテムに同じ監視ポリシーを設定する場合は、［すべてのポリシー

のレビュー必要条件］を選択します。たとえば、すべての種類のアイテムから 75%
キャプチャしてレビューする必要がある場合はこのオプションを 75 に設定します。
または、各種のアイテムに異なる監視ポリシーを設定する場合は、［ポリシーごとのレ

ビュー必要条件］を選択します。

Exchange、SMTP、Domino のアイテムの場合、アイテムの種類は次のとおりです。

■ ［内部］。作成者とすべての受信者が組織内部の人間であるアイテムを選択しま

す。

■ [インバウンド]。作成者が組織外部の人間で、受信者のうち少なくとも 1 人が組
織内部の人間であるアイテムを選択します。

■ [アウトバウンド]。作成者が組織内部の人間で、受信者のうち少なくとも 1 人が組
織外部の人間であるアイテムを選択します。

6 部門の上限を従業員またはグループに適用しない場合は、［部門の上限を無視］を

選択します。

上限の設定は、統計的サンプリングモードでキャプチャするランダムサンプルアイテ

ムにのみ適用されます。 次のアイテムには適用されません。
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■ 保証サンプリングモードでキャプチャするランダムサンプルアイテム。

■ 検索を行なうと見つかるアイテム。

■ ポリシー管理ソフトウェアが「含める」にタグ付けしたレビューセットのアイテム。

7 ［保存］をクリックします。

従業員またはグループの部門間での移動
従業員を部門間で移動するときは、それに合わせて Compliance Accelerator を更新す
ることを推奨します。監視対象の従業員と従業員グループを部門間で移動する場合は、

次の条件が適用されます。

■ 両方の部門での監視対象従業員追加権限が必要です。デフォルトでは、部門のユー

ザー管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

■ 移動先部門のプロパティで、［監視対象従業員を含めることが可能］オプションを選択

する必要があります。

新しい部門に従業員かグループを移動するとき、Compliance Accelerator は従業員か
グループにその部門の監視ポリシーを適用します。同様に、古い部門の部門レビューア

ではなく、新しい部門の部門レビューアが従業員かグループの監視を担当します。ただ

し、例外従業員はもとの例外レビューアの対象のままです。

従業員やグループを部門間で移動する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］ペインで、移動する従業員やグループが格納されている部門をクリック

します。

3 ［監視対象従業員］タブをクリックします。

4 ［監視対象従業員］リストから従業員やグループをドラッグし、［部門］ペインの目的の

部門にドロップします。

5 ［移動］をクリックして、従業員やグループを移動することを確定します。

部門の移動
部門階層の異なる場所に部門を移動すると、その子部門もともに移動します。部門の監

視対象従業員、例外従業員、レビューア、スーパーバイザも、階層の新しい位置でその

部門に同じように割り当てられます。

部門を移動するには、部門作成権限が必要です。デフォルトでは、アプリケーションユー

ザー管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。
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部門を移動する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、移動する部門をクリックします。

Compliance Accelerator によって大量の部門が一覧表示される場合は、ペインの
上部のフィールドを使って一覧をフィルタ処理できます。部門を名前でフィルタ処理

することと同様、それらと関連付けされる例外従業員、フォルダ、レビューアを一覧

表示するかどうかを選択できます。

3 移動する部門をドラッグし、新しい親部門にドロップします。

親部門をその子部門にドロップすることはできません。

4 ［移動］をクリックして、部門を移動することを確定します。

親部門のレビューアとスーパーバイザには、移動後の部門へのアクセス権が自動的

に付与されます。

部門レビューア、コンプライアンススーパーバイザ、代行
の割り当て

Compliance Accelerator は部門のユーザーに多数の主要なロールを割り当てることを
容易にします。

部門レビューアは部門のアイテムの見直しとマーク付け、オフラインレビューのためのア

イテムのエクスポート、レポートの生成と表示を行うことができます。これらのユーザーは、

後で調査できるようにアイテムをリサーチフォルダに格納することもできます。

コンプライアンススーパーバイザは部門レビューアの作業を評価し、部門の例外従業員

を管理できます。部門レビューアのように、コンプライアンススーパーバイザも後で検索で

きるようにアイテムを個人用フォルダに格納できます。

また他のレビューアかスーパーバイザの代行として従業員を割り当てることができます。

代行には、主レビューアまたは主スーパーバイザが担当するすべての部門と例外のレ

ビューセットへのレビューアアクセス権が自動的に付与されます。これらの部門と例外に

は、レビューアグループまたはスーパーバイザグループの権限または所属を継承した結

果としての部門や例外も含まれます。代行が主レビューアに代わって実行できる唯一の

タスクはアイテムを見直すことです。代行状態では他の利点は提供されません。
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表 4-1 部門レビューア、コンプライアンススーパーバイザ、代行を割り当て
るために必要な権限

この権限を提供するロール必要な権限アクティビティ

ユーザー管理者。ユーザーアクセス付与。部門への部門レビューアかコン

プライアンススーパーバイザの

割り当て。

コンプライアンススーパーバイ

ザ、ルール管理者、またはユー

ザー管理者。

例外管理。例外従業員へのレビューアの

割り当て。

アプリケーションユーザー管理

者。

代行管理。別のレビューアの代行レビュー

アとしての 1 人のユーザーの指
定。

部門レビューア、コンプライアンススーパーバイザ、代行を割り当てる方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［ユーザー］のペインで、ロールを割り当てるユーザーの名前をクリックします。

3 次の 1 つ以上の操作をします。

1 ［処理の選択］をクリックし、［レビューする

部門の割り当て］をクリックします。

2 ユーザーをレビューアにする 1 つ以上の
部門を選択します。

Compliance Accelerator はユーザーアク
セス付与権限があり、このユーザーにまだ

割り当てられていない部門をリストします。

3 ［OK］をクリックします。

ユーザーを部門レビューアにする方法。

1 ［処理の選択］をクリックし、［レビューする

例外の割り当て］をクリックします。

2 ユーザーを割り当てる一人以上の例外従

業員を選択します。

Compliance Accelerator は利用可能な
例外従業員をリストします。

3 ［OK］をクリックします。

ユーザーを例外従業員のレビューアにす

る方法。
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1 ［処理の選択］をクリックし、［管理する部門

の割り当て］をクリックします。

2 ユーザーをコンプライアンススーパーバイ

ザにする 1つ以上の部門を選択します。

Compliance Accelerator はユーザーアク
セス付与権限があり、このユーザーにまだ

割り当てられていない部門をリストします。

3 ［OK］をクリックします。

ユーザーを部門のコンプライアンススー

パーバイザにする方法。

1 ［処理の選択］をクリックし、［ユーザーを代

行に設定］をクリックします。

2 代行としてこのユーザーを割り当てる一人

以上の主レビューアを選択します。

レビューアやスーパーバイザには複数の代

行を割り当てることができます。ただし、グ

ループを代行として割り当てることはできま

せん。

3 ［OK］をクリックします。

ユーザーを別のレビューアの代行にする

方法。

1 ［処理の選択］をクリックし、［代行の割り当

て］をクリックします。

2 代行としてこのユーザーに割り当てる 1 人
以上のレビューアを選択します。

3 ［OK］をクリックします。

代行レビューアをユーザーに割り当てる方

法。

メモ: これらの処理を実行するもう 1 つの方法は左ペインからユーザーか部門をド
ラッグし、右のオプションにドロップすることです。

チャイニーズウォール型セキュリティの実装
チャイニーズウォールは、組織の部門間に設定される境界で、異なる部門間の通信を防

ぎます。たとえば、投資銀行では、チャイニーズウォールは、投資を決定する従業員と、

その決定に影響を与える可能性のある未公表の情報に通じている従業員を分離するた

めによく使われます。

Compliance Accelerator で同様の境界を構築すると、部門レビューアはすべての
Compliance Accelerator レビューアではなく一部の特定の部門レビューアとのみ検索
結果を共有できます。たとえば、株式調査部門と投資銀行部門を持つ銀行について考

えてみます。株式調査部門の Compliance Accelerator レビューアは、その部門内の他
のレビューアやコンプライアンススーパーバイザと情報を共有し、投資銀行部門のレビュー
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アとは情報を共有しないようにすることが適切と考えられます。チャイニーズウォールを実

装すると、これを実現することができます。

チャイニーズウォール型セキュリティの実装には 2 段階の処理があります。最初にチャイ
ニーズウォールを有効にし、次に部門ユーザーロールを部門内の選択したユーザーに

割り当てます。

チャイニーズウォールの有効化
チャイニーズウォール機能は省略可能な機能で、デフォルトでは無効になっています。

設定を変更するには、システム設定修正権限が必要です。デフォルトでは、コンプライア

ンスシステム管理者ロールを持つユーザーのみにこの権限が割り当てられます。

チャイニーズウォールを有効にする方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［設定値］タブ
をクリックします。

2 利用可能なオプションを表示するために［セキュリティ］セクションを展開します。

3 ［チャイニーズウォールを部門ユーザーに有効化］行の［値］列でこのオプションを選

択します。

4 ［保存］をクリックします。

5 Compliance Accelerator サーバーで Enterprise Vault Accelerator マネージャ
サービスを再起動して、変更を適用します。

部門ユーザーの管理
チャイニーズウォールを有効にしたら、部門の他のロールを割り当てるユーザーに、その

部門の部門ユーザーロールを割り当てる必要があります。新しい部門またはフォルダの

ロールを割り当てる際、利用可能なユーザーの一覧には部門ユーザーロールを割り当て

るユーザーのみが表示されます。部門ユーザーは部門ごとに定義され、入れ子になった

部門に継承されます。

次の表について考えてみます。この表には株式調査 (EQ) と投資銀行 (IB) の 2 つのトッ
プレベルの部門が表示されています。また、これらの各部門には入れ子になった部門

(EQ-EMEA と IB-EMEA) が存在します。EQ-EMEA 部門には、その部門自体の入れ子
になった部門 (EQ-EMEA-EUR) が存在します。

表 4-2 部門ユーザーの設定例

部門ユーザー部門

Adam Allen

Alex Ash

株式調査 (EQ)
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部門ユーザー部門

Bert Bayer株式調査 (EQ) > EQ-EMEA

Chloe Chaplin

Christina Cartman

株式調査 (EQ) > EQ-EMEA > EQ-EMEA-EUR

Edward Edwin投資銀行 (IB)

Frieda Fawkes投資銀行 (IB) > IB-EMEA

この例では、部門 EQ-EMEA の管理者は、新しいレビューアを追加するときに Adam
Allen、Alex Ash、Bert Bayer のユーザーからのみ選択することができます。他の部門
ユーザーは、管理者がレビューアを追加するときに選択することはできません。管理者が

チャイニーズウォールを有効にしていない場合、ユーザーが株式調査部門ではなく投資

銀行部門に属している場合でも、すべてのユーザーをレビューアとして追加することがで

きます。

部門ユーザーを管理する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、目的の部門をクリックします。

3 ［部門ユーザー］タブをクリックします。

4 ［部門ユーザーの追加］をクリックします。

5 部門ユーザーロールを割り当てる従業員またはグループの名前をクリックします。

Shift キーを押しながらブロックの最初と最後の名前をクリックすると、隣接した複数
の名前を選択できます。隣接していない複数の名前を選択するには、Ctrl キーを押
しながら目的の名前をクリックします。

6 ［OK］をクリックします。

例外従業員の管理
例外とは、部門内の他の従業員ではないレビューアによる監視が必要な従業員を表しま

す。たとえば、上級管理者の通信は機密性が高いため、さらに上級の人間によるレビュー

が必要な場合があります。このような状況に対処するには、例外状態を管理者に適用し、

適切なレビューアを割り当てます。Compliance Accelerator では、各例外従業員は部
門内の独立部門として処理されます。例外の作成と管理、例外の通信のレビューには、

特別な権限が必要です。
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メモ: デフォルトでは、送信者または受信者が例外従業員のアイテムは、指名された例外
レビューアのレビューセットに制限されません。これらは、部門レビューセットにも表示で

きます。例外従業員が部門でのレビューロールも持つ場合には、この状況により、例外従

業員が自分のアイテムにマーク付けることが可能になります。この動作は、設定オプショ

ン［自己レビューの禁止］を設定するとブロックできます。

p.177 の 「レビューの設定オプション」 を参照してください。

例外従業員の指定
例外従業員を設定するには、その部門での例外管理権限が必要です。デフォルトでは、

コンプライアンススーパーバイザ、ルール管理者、ユーザー管理者のいずれかのロール

を持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

従業員を例外従業員として指定するには

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］ペインで、1 人以上の従業員を例外従業員として指定する部門をクリッ
クします。

3 ［監視対象従業員］タブをクリックします。

4 例外として指定する従業員が［監視対象従業員］リストに表示されない場合は、［従

業員の追加］をクリックしてリストから従業員を選択します。

5 目的の従業員をクリックし、［例外の設定］をクリックします。

6 例外従業員に割り当てるために一人以上の例外レビューアを選択します。

Shift キーを押しながら範囲内の最初と最後の名前をクリックすると、隣接した複数
の名前を選択できます。隣接していない複数の名前を選択するには、Ctrl キーを押
しながら目的の名前をクリックします。

7 ［OK］をクリックします。

例外従業員へのより多くの例外レビューアの割り当て
従業員を例外従業員として指定する場合は、Compliance Accelerator は例外従業員に
1 人以上のレビューアを割り当てるように要求します。ただし、後でより多くの例外レビュー
アを割り当てることができます。

例外レビューアを割り当てるには、その部門での例外管理権限が必要です。デフォルト

では、コンプライアンススーパーバイザ、ルール管理者、ユーザー管理者のいずれかの

ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

例外従業員により多くの例外レビューアを割り当てる方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、例外従業員を含んでいる部門をクリックします。
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3 ［監視対象従業員］タブをクリックします。

4 次のいずれかの操作を行います。

■ 監視対象従業員のリストで、例外従業員をクリックし、［例外レビューアの追加］を

クリックします。一覧で 1 人以上の例外レビューアを選択し、［OK］をクリックしま
す。

Shift キーを押しながら範囲内の最初と最後の名前をクリックすると、隣接した複
数の名前を選択できます。隣接していない複数の名前を選択するには、Ctrl キー
を押しながら目的の名前をクリックします。

■ 左の［ユーザー］のリストから例外レビューアをドラッグし、監視対象従業員のリス

トの例外従業員にドロップします。［追加］をクリックします。

例外レビューアを例外従業員の唯一のレビューアとして割り当てる方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックし、次に［監視対象従
業員］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、例外従業員を含んでいる部門をクリックします。

3 左の［ユーザー］タブをクリックし、前部にそれを持って来ます。

4 監視対象従業員のリストから例外従業員をドラッグし、［ユーザー］のリストの目的の

レビューアにドロップします。

5 ［作成］をクリックして、選択したレビューアまたはグループを例外従業員の単独レ

ビューアにすることを確定します。

Compliance Accelerator は以前に例外従業員に割り当てた他のレビューアも削除
します。

例外従業員の別の部門への移動
例外従業員を部門間で移動するには、両方の部門で次の権限が必要です。

■ 監視対象従業員追加

■ 例外管理

■ ユーザーアクセス付与

デフォルトでは、部門のユーザー管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てら

れます。

例外従業員を別の部門に移動する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、例外従業員を含んでいる部門をクリックします。

3 ［監視対象従業員］タブをクリックします。
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4 監視対象従業員のリストから例外をドラッグし、左の［部門］のリストの移動先部門に

ドロップします。

5 例外の古い部門のレビューアがその部門のレビューセットにアクセスすることを許可

するかどうか選択します。レビューセットに例外のための未レビューのメッセージが含

まれれば、レビューアがレビューセットにアクセスすることを許可する場合もあります。

レビュー対象のメッセージが存在する場合、新しい部門では、例外従業員に対する

別のレビューセットのリンクが表示されます。

例外状態の解除
従業員を例外として監視する必要がなくなった場合は、例外状態を解除できます。これ

により、対象の従業員は通常の監視対象従業員となり、Compliance Accelerator はこれ
らの従業員の通信を通常の方式でキャプチャします。ただし、従業員が例外状態であっ

た期間に Compliance Accelerator がキャプチャしたアイテムは、例外レビューセットに
保持されます。

従業員の例外状態を解除するには、その部門での例外管理権限が必要です。デフォル

トでは、コンプライアンススーパーバイザ、ルール管理者、ユーザー管理者のいずれかの

ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

従業員の例外状態を解除する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、例外従業員を含んでいる部門をクリックします。

3 ［監視対象従業員］タブをクリックします。

4 例外従業員をクリックし、［例外状態の削除］をクリックします。

5 ［削除］をクリックして、従業員の例外状態と指定された例外レビューアを解除するこ

とを確定します。

6 未レビューの例外従業員のメッセージが存在する場合は、レビューアがそのレビュー

セットで作業を継続できるかどうかを選択します。

例外レビューアの割り当て解除
ロールをもう実行する必要がないとき従業員から例外レビューアのロールを解除できま

す。例外従業員に対して割り当てられているレビューアが 1 人のみの場合、例外状態が
アクティブである間はこのレビューアの割り当てを解除できません。レビューアを解除する

前に従業員から例外状態を解除します。

例外レビューアを解除するには、その部門での例外管理権限が必要です。デフォルトで

は、コンプライアンススーパーバイザ、ルール管理者、ユーザー管理者のいずれかのロー

ルを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。
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例外レビューアの割り当てを解除する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、例外従業員を含んでいる部門をクリックします。

3 ［監視対象従業員］タブをクリックします。

4 例外従業員の下で例外レビューアのリストを展開します。

5 解除するレビューアをクリックし、［削除］をクリックします。

6 ［削除］をクリックして、例外レビューアを解除することを確定します。

パーティションへの部門のグループ化
部門をパーティションにグループ化して、検索範囲を制限できます。たとえば、この機能

は、部門のアイテムのうち特定の他の部門との間で送受信されたアイテムのみを検索す

る場合などに便利です。

部門パーティションを定義しない場合は、ある部門で開始する検索に、他の部門の従業

員のアイテムを含めることができます。パーティションを定義した場合は、同じパーティショ

ン内の部門の監視対象従業員が送受信したアイテムしか検索できません。

また、XML 設定ファイルで詳細を指定することによって部門パーティションを作成できま
す。次に、Compliance Accelerator データベースにこのファイルをインポートできます。

p.195 の 「設定データのインポート」 を参照してください。

部門パーティションの作成
パーティションを作成するには、部門パーティション管理権限が必要です。デフォルトで

は、アプリケーションのアプリケーションユーザー管理者ロールを持つユーザーにこの権

限が割り当てられます。
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部門パーティションを作成する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの ［設定］ タブをクリックし、次に ［部門パー
ティション］ タブをクリックします。

2 ウィンドウの先頭で ［新規作成］ をクリックします。

［パーティションの詳細］ペインが表示されます。

3 パーティションの名前と説明を入力します。

4 ［追加］ をクリックし、パーティションに追加する部門を選択します。

5 ［保存］ をクリックします。

属性を使った部門の分類
Compliance Accelerator の部門のプロパティを定義する場合、必要に応じて追加の識
別情報属性を割り当てることができます。たとえば部門の半数がアメリカにあり、残り半数

がヨーロッパにあるとします。利用可能な属性の 1 つである Country を使うと、部門が存
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在する国を指定できます。部門のプロパティを定義するときにこの属性値を設定すること

によって、部門にコンテキストが提供され、その管理が若干容易になります。

また XML の設定ファイルで詳細を指定することによって部門属性と値を追加できます。
次に、Compliance Accelerator データベースにこのファイルをインポートできます。

部門属性の設定
標準の Compliance Accelerator システムでは、部門に適用できる国、市、部署の属性
が用意されています。これらの属性の名前を変更したり、属性を部門に割り当てる際に部

門管理者が選択可能な値を指定したりすることができます。

各属性のプロパティを表示するには、システム設定表示権限が必要です。また、各属性

のプロパティを変更するには、システム設定修正権限が必要です。デフォルトでは、アプ

リケーションのコンプライアンスシステム管理者ロールを持つユーザーにこれらの権限が

割り当てられます。
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部門属性を設定する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［部門属性］タ
ブをクリックします。

[部門属性]ペインが表示されます。

2 左ペインで、設定する属性の名前をクリックします。

3 右ペインで、属性の名前と、必要に応じて説明を入力します。

名前には次の文字を使えません。

* ? < > |

4 部門のプロパティを定義するときに属性を選択できるようにする場合は、［表示］を選

択します。

5 事前定義済みのリストから選択する代わりに属性にユーザーが直接値を入力できる

ようにする場合は、［任意のテキスト値の入力を許可］を選択します。
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6 部門が入れ子になっている場合、親部門に割り当てられた属性値を変更する場合

に子部門で必要な処理を選択します。オプションは次のとおりです。

関連付けされた子部門に割り当てられた値は変

更されません。

何もしない

属性の値が設定されていない子部門に対しての

み、同じ値が設定されます。

設定されていない場合は子部門に値をコ

ピー

属性の値にかかわらず、すべての子部門に対し

て同じ値が設定されます。

すべての子部門の値を上書き

7 部門プロパティのページの属性を設定したときユーザーが選択できる値を変更する

場合は、次をします。

■ 新しい値を追加するには、［新規作成］をクリックし、目的の名前と説明を入力し

ます。

■ 既存の値を編集するには、それをクリックし、［編集］をクリックします。Compliance
Accelerator によって、値を割り当てた部門のプロパティが自動的に更新されま
す。

■ 既存の値を削除するには、それをクリックし、［削除］をクリックします。Compliance
Accelerator によって、値を割り当てた部門のプロパティから自動的に値が削除
されます。

8 ［保存］をクリックします。

部門への属性の割り当て
部門のプロパティを設定する処理の一環として、最大で 3 つの属性を割り当てることがで
きます。

属性を部門に割り当てるには、部門プロパティ設定権限が必要です。デフォルトでは、部

門のユーザー管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

属性を部門に割り当てる方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］ペインで、1 つ以上の属性を割り当てたい部門をクリックします。

3 ［プロパティ］タブをクリックします。

4 プロパティペインの［全般］タブで、［識別情報属性］セクションの必須値を入力しま

す。

5 ［保存］をクリックします。
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アイテムの検索

この章では以下の項目について説明しています。

■ Compliance Accelerator を使った検索について

■ Compliance Accelerator 検索の作成と実行

■ 検索基準オプションについて

■ 効果的な検索の実行に関するガイドライン

■ Compliance Accelerator 検索の一時停止と再開

■ ［検索の監視］タブについて

■ 例外従業員のアイテムの検索

■ 検索対象のアーカイブの選択

■ Compliance Accelerator 検索スケジュールの作成

■ 検索するホットワードの定義

■ Compliance Accelerator の電子メールアドレス処理の設定

■ Compliance Accelerator を使ってアーカイブされた Skype for Business コンテン
ツの検索

Compliance Accelerator を使った検索について
アイテムのランダムサンプリングの代わりに、ある特定の基準を満たすアイテムを検索し、

レビューセットに追加できます。 Compliance Accelerator で単一の部門でのみ実行す
る検索または複数の部門で実行するアプリケーションレベルの検索を作成できます。 こ
の処理には次のものが含まれます。

5



■ 関連するボルトストアでの 1 回以上の検索実行による適した情報の検索。Compliance
Accelerator では、検索対象の単語とフレーズ、日付範囲、メッセージのサイズ、作成
者と受信者のアドレスなどの選択可能なさまざまな検索基準が用意されています。

■ 検索結果の適合性評価と、結果の受け入れまたは拒否。

■ 必要なすべての情報を収集するまで、検索の反復。

満足のいく検索結果が得られたら、検出したアイテムのレビューに進みます。

設定時刻に検索を実行したり、自動的に実行する反復検索を設定したりする場合には、

検索スケジュールを作成できます。また、Compliance Accelerator でアイテムを検索す
る Enterprise Vault アーカイブの一覧をカスタマイズできます。

従業員の通信で特定の単語のインスタンスの有無を検索する場合はホットワードとしてそ

れらを格納できます。次に検索のための基準を定義するとき、リストからホットワードを選

択できます。

特定の種類の Skype for Business コンテンツの検索の制限事項
Enterprise Vault 12.2 以降には、Skype for Business インスタントメッセージと会議の
通信をアーカイブする機能があります。Enterprise Vault はこの通信を個別の電子メー
ル (.eml) ファイルとしてアーカイブします。これは、Compliance Accelerator で Instant
Messaging メッセージタイプになります。

Skype for Business の通信には、ユーザーが会議中に共有するホワイトボードと投票を
含めることができます。この会議の 2 つの機能のコンテンツは、Enterprise Vault がイン
デックスを作成できない Microsoft 社独自の XML フォーマットで保存されます。したがっ
て、Enterprise Vault または Compliance Accelerator でこの機能を使ってこれらのアイ
テムのテキストコンテンツを検索できません。

Compliance Accelerator 検索の作成と実行
単一の部門でのみ実行する検索または複数の部門で実行するアプリケーションレベルの

検索を作成できます。設定時刻に検索を実行したり、反復検索を設定したりする場合に

は、検索スケジュールを作成できます。検索を作成する前にスケジュールを作成します。

単一の部門でのみ実行する検索を作成するには、キャプチャメッセージ検索権限が必要

です。アプリケーションレベルの検索を作成するには、アプリケーション検索権限が必要

です。デフォルトでは、部門のルール管理者ロールまたは例外レビューアロールを持つ

ユーザーに前者の権限が割り当てられます。アプリケーションのアプリケーションユーザー

管理者ロールを持つユーザーに後者の権限が割り当てられます。

Compliance Accelerator 検索を作成して実行する方法

1 次のいずれかの操作を行います。

69第 5 章 アイテムの検索
Compliance Accelerator 検索の作成と実行



■ 複数の部門で実行する検索を作成するには、Compliance Accelerator クライ
アントの［アプリケーション］タブをクリックします。

■ 単一の部門で実行する検索を作成するには、Compliance Accelerator クライ
アントの［部門］タブをクリックし、次に左ペインで目的の部門をクリックします。

■ リサーチフォルダで実行する検索を作成するには、Compliance Accelerator ク
ライアントの［リサーチ］タブをクリックし、次に左ペインで目的のフォルダをクリッ

クします。

Compliance Accelerator によって大量の部門やフォルダが一覧表示される場合
は、ペインの上部のフィールドを使って一覧をフィルタ処理できます。

2 ［検索］タブをクリックします。

3 ［新規検索］をクリックします。

検索のプロパティペインが表示されます。

4 リサーチフォルダで実行する検索を作成していて、左ペインで［すべてのリサーチ］

をクリックした場合、Compliance Accelerator は検索に関連付ける部門を選択する
ように要求します。選択し、［検索］をクリックします。

5 目的の検索基準を入力します。

p.71 の 「検索基準オプションについて」 を参照してください。
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6 ［保存］をクリックしてすぐに検索を開始するか、またはスケジュール設定済みの検索

をキューに登録して決められた時刻に自動的に開始します。

［検索の詳細］ペインは次の情報を提供します。

Compliance Accelerator によって検索されたアーカイブの名前を示
します。

アーカイブ

アーカイブを保持するボリュームの ID を表示します。ボリューム

アーカイブを含んでいるボルトストアの種類を示します。ボルトストア

各アーカイブの検索の現在の状態を示します。状態

各アーカイブを検索するために Compliance Accelerator がかけた時
間を示します。

期間

検索基準に一致する、各アーカイブのアイテム数を示します。ヒット

起きたエラーの詳細を提供します。情報

［表示］一覧のオプションを選択すると、アーカイブ一覧をフィルタ処理できます。た

とえば、ヒット数が上位 2000 のアーカイブ、または状態が［エラー］のすべてのアー
カイブを表示するようにアーカイブをフィルタ処理することができます。検索の詳細

をカンマ区切り値 (CSV) ファイルとしてダウンロードするには、［すべてのアーカイブ
の検索の詳細をダウンロードする］をクリックします。

7 検索が完了したときに、結果の受け入れまたは拒否を選択できます。次の点に注意

してください。

■ Compliance Accelerator では、検索結果が受け入れられるまでレビューセット
にキャプチャしたアイテムは追加されません。［検索結果を自動的に受け入れる］

を選択しなかった場合は、結果を手動で受け入れるか、または拒否する必要が

あります。

■ 検索結果を拒否すると、Compliance Accelerator によってその検索とデータ
ベースからの結果が削除されます。ただし、実際のアイテムはアーカイブに残り

ます。

■ 受け入れた検索は取り消すことができないため、検索結果は有効な結果である

ことが重要です。

検索基準オプションについて
Compliance Accelerator は検索基準オプションを次に示す複数のセクションにグルー
プ化します。セクションを展開するか、または省略するには、右の矢印のアイコンをクリッ

クします。
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複数のオプションを含む検索を構築する場合、検索のプロパティペインで各オプションが

他の検索オプションとどのように対話するかに注意してください。Compliance Accelerator
は選択したすべてのオプションを、OR ブール演算子ではなく AND ブール演算子でリン
クします。たとえば、条件に次のものが含まれている検索を構築するとします。

■ ［日付範囲］セクションの日付範囲

■ ［検索語］セクションの検索用語

■ ［添付ファイル］セクションのファイル拡張子

この検索結果には、すべての検索基準に一致するアイテムのみが含まれます。Compliance
Accelerator では、検索基準の一部のオプションに一致しても、他のオプションには一致
しないアイテムは無視されます。

［検索プロパティ］ペインには次のセクションがあります。

■ 「［検索］セクション」

■ 「［サンプリング］セクション」

■ 「［日付範囲］セクション」

■ 「［作成者と受信者］セクション」

■ 「［検索語］セクション」

■ 「［添付ファイル］セクション」

■ 「［その他］セクション」

■ 「［ポリシー］セクション」

■ 「［インテリジェントレビュー］セクション」

［検索］セクション

この［検索］セクションでは、検索の名前と実行時刻を指定します。

検索を実行する部門またはリサーチフォルダを指定します。アプ

リケーション全体の検索の場合、これは <すべての部門> です。
コンテキスト

検索の名前を指定します（「Daily Message Capture (London)」
など）。

名前

新しい検索のための基準を設定する基礎となる既存の検索を選

択することを許可します。

検索に基づく
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表示されている場合は、結果を保存する場所を選択できます。結

果を保存する新しいフォルダの詳細情報を指定する場合はドロッ

プダウンリストで［<コンテキスト> の新規フォルダ］を選択します。

このオプションは、部門にリンクされないフォルダの検索を作成す

る（左ペインで「マイリサーチ」を選択している）場合にのみ利用

可能です。

結果の保存先

検索をすぐに実行するか、スケジュール設定済みの時刻に実行

するかを指定します。［スケジュール設定済み］を選択すれば、検

索が動作する期間を指定できます。またいくつかの既存のスケ

ジュールの 1 つから選択できます。

p.87 の 「Compliance Accelerator 検索スケジュールの作成」
を参照してください。

また保証されたサンプル検索を行うことができます。各々の保証

されたサンプル検索は、選択されたサンプリング時刻（デフォルト

では午前 1 時）に動作します。検索が監視ポリシーの要求より少
数の結果を戻す場合、Compliance Accelerator は不足分を埋
め合せるためにランダムにサンプリングされたアイテムをレビュー

セットに追加します。したがって、事実上、まったくランダムにサン

プリングされたアイテムの代わりに、特定の検索結果の方に重み

付けされたより焦点が絞られたレビューセットを作成できます。

検索の種類

検索結果をレビューセットに自動的に追加するかどうかを指定し

ます。このオプションは過去に実行済みの検索を定期的に実行

する場合に便利です。［検索結果を自動的に受け入れる］を選択

した場合、結果を拒否したり、検索基準を変更したりすることはで

きません。検索で予想した検索結果が得られることを確認するま

で、［検索結果を自動的に受け入れる］をクリアしておくことをお

勧めします。

アーカイブからエラーが返された検索は、この設定にかかわらず、

自動的に受け入れられません。

検索結果を自動的に受け入れ

る

検索結果に、以前にキャプチャし、レビューセットに追加したアイ

テムを含めることができるかどうかを指定します。即時検索または

スケジュール設定済みの検索の場合、他の検索でレビュー中の

可能性があるアイテムが結果に含まれるように、このボックスを選

択することをお勧めします。

レビュー中の既存のアイテムを

含める

［サンプリング］セクション

［サンプリング］セクションでは、検索結果をサンプリングして、ランダムに選択したアイテ

ムをレビューセットに追加することができます。

Compliance Accelerator はランダムにサンプリングされたアイテムを重複排除しません。
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レビューセットに追加する検索結果の割合を指定します。「10.25」
などのように小数点以下の値を指定することもできます。

部門の所有者が部門プロパティのこの設定をロックするとサンプ

リング割合を変更できない場合があります。

サンプリングの割合

作成者 1 人あたりの、レビューセットに追加するアイテムの最小
件数を指定します。ある作成者のアイテムが検索結果にない場

合、サンプルには追加されません。選択した部門に属していない

作成者も対象となるため、予想よりも多くの検索結果が戻される

場合があります。

作成者ごとの最小値

レビューセットに追加する検索結果の総件数の上限を設定しま

す。このオプションは、［サンプルの割合］フィールドと［従業員ご

との最小値］フィールドの値に優先して適用されます。

絶対限度

［日付範囲］セクション

［日付範囲］セクションでは、アイテムが送受信された日時を基準にアイテムを検索できま

す。

選択した期間に送受信されたアイテムのみを検索します。日付

範囲は検索が行われる時点（即時検索の場合は当日）を基準に

した相対的な範囲です。

これらのオプションは、毎日、毎週、2 週間ごと、4 週間ごとに 1
回実行するようにスケジュール設定された反復検索を作成する

場合に便利です。たとえば、週に 1 回検索を実行する場合は、
［最新 7 日間］を選択すると、検索範囲は前回検索を実行した後
の日付に限定されます。

今日、昨日、最新 7 日間、最新
14 日間、最新 28 日間

他の日付範囲オプションで指定できる期間よりも長い期間または

より限定された期間に送受信されたアイテムを検索できます。日

付を入力するには、［開始日］フィールドと［終了日］フィールドの

右側にあるオプションをクリックし、次に目的の日付を選択します。

他の日付範囲フィールドとは異なり、［特定の日付範囲］では範

囲が固定されています。検索実行時を基準にした相対的な範囲

ではありません。

特定の日付範囲

スケジュール設定済みの検索でのみ、前回の検索実行より後に

送受信された新規アイテムを検索できます。このオプションは［今

日］や［昨日］などのオプションに類似しています。ただし、それは

検索を最初に実行する開始日を明示的に設定できます。

デフォルトでは、このオプションを選択すると、前回の検索が実行

された日付（初回の検索の場合は開始日）から現在の日付の 1
日前（昨日）までの範囲が検索対象となります。

検索の最終実行以降
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［作成者と受信者］セクション

［作成者と受信者］セクションでは、検索対象の部門と、検索対象のアイテム方向を指定

します。パーティションに整理した部門では、同じパーティションの部門で送受信したアイ

テムのみが検索されます。

検索するアイテムが送受信された方向を指定します。選択した部

門が送信先または送信元であるアイテムを検索できます。また、

選択した部門と他の部門との間で送受信されたアイテムを検索

できます。

利用可能なメッセージルートオプションは、指定した日付範囲と、

Compliance Accelerator がどのように設定されているかによっ
て異なる場合があります。

メッセージルート

選択した部門と従業員のいずれかまたはすべてに検索を適用す

るかどうかを指定します。

いずれか/すべて

アプリケーション全体の検索の場合のみ、選択した部門の子部

門に検索を適用するかどうかを指定できます。デフォルトでは、

他部門の子部門であるすべての新規部門は、親部門に適用され

ているすべてのアクティブな反復検索を自動的に継承します。ま

た、反復検索が適用されている部門の下位に既存の部門を移動

した場合も同様です。

継承を使って新しい部門を自動

的に含める

検索に含める部門と従業員を指定します。部門名の左側にある

矢印をクリックして展開し、入れ子になった部門と例外従業員を

表示します。

部門を選択しても、部門の例外従業員は自動的には検索対象と

はなりません。例外従業員を検索するには、例外従業員を 1 人
ずつ明示的に選択する必要があります。

部門ツリー

1 つ以上の電子メールアドレスとドメインを入力できます。1 行に
各アドレスまたはドメインを入力すると、［差出人］、［宛先］、［CC］、
［BCC］フィールドにそのアドレスまたはドメインのいずれかを含
むアイテムが検索されます。すべてのアドレスとドメインを 1 行で
入力すると、それらがすべて存在するアイテムが検索されます。

アドレスまたはドメインの前にマイナス記号 (-) を配置すると、検
索から除外されます。複数のアドレスまたはドメインを除外するに

は、それらをすべて 1 行で入力します。

メッセージルートによっては、このフィールドを利用できない場合

があります。

任意の形式の電子メールアドレ

ス/ドメイン

［検索語］セクション

［検索語］セクションでは、Compliance Accelerator がアイテムの件名と本文で検索する
単語またはフレーズを指定します。デフォルトでは、アイテムの件名と内容の両方で単語

75第 5 章 アイテムの検索
検索基準オプションについて



を検索するとき、Compliance Accelerator は 1 つの基準または両方の基準に一致する
アイテムを検索します。ただし、両方の基準に一致するアイテムのみを検索するように

Compliance Accelerator を設定できます。

指定した単語またはフレーズの一部または全部が、件名行また

は添付ファイルのファイル名に含まれているアイテムを検索しま

す。

件名

指定した単語またはフレーズの一部または全部がアイテム本文

や検索可能な添付ファイルに含まれているアイテムを検索しま

す。

内容

ここで指定した単語またはフレーズは、アイテムの検索結果の確認時にレビューペインで

ハイライトされます。

検索する単語とフレーズを入力する場合は、次のガイドラインに従ってください。

■ Compliance Accelerator の検索は、大文字と小文字を区別しません。

■ 正規表現は許可されません。

■ 同じ行に複数の単語を入力した場合、Compliance Accelerator ではフレーズとして
処理されます。

■ ［Any of］オプションまたは［All of］オプションを使用して検索基準を絞り込む場合は、
各単語をそれぞれ別の行に入力します。

次の例では、Compliance Accelerator によって 3 つの単語が OR 演算子で結合さ
れます (「server OR group OR cluster」)。これらの単語の 1 つ以上を含むすべて
のアイテムが検索基準と一致します。

Any Of: server

group

cluster

次の例では、Compliance Accelerator によって 3 つの単語が AND 演算子で結合
されます (「server AND group AND cluster」)。この 3 つの単語をすべて含むアイテ
ムのみが検索基準と一致します。

All Of: server

group

cluster

次の例では、Compliance Accelerator によって「server group」というフレーズと
「cluster」という単語が AND 演算子で結合されます (「'server group' AND cluster」)。
「server group」というフレーズと「cluster」という単語の両方を含むアイテムのみが検
索基準と一致します。
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All Of: server group

cluster

■ 検索では、アスタリスク（*）を使って 0 文字以上の文字を表すことができます。疑問符
（?）をワイルドカードとして使用する場合は、任意の 1 文字を表します。
ワイルドカードでの検索は、検索基準に一致し、Enterprise ボルト 10.0 以降でアー
カイブされたアイテムならば、常に検索されます。Enterprise Vault 9.0 以前でアー
カイブしたアイテムも検索結果に含まれるようにするには、ワイルドカードの前にワイ

ルドカードではない文字を 3 つ以上入力します。

■ 検索結果から次の単語またはフレーズを含んでいるすべてのアイテムを除外すること

を指定するには、行の先頭にマイナス記号を (-) を配置します。たとえば、次の検索
語では、「server」と「group」のいずれかを含むが、「cluster」は含まないアイテムが検
索されます（「(server AND NOT cluster) OR (group AND NOT cluster)」）。

Any Of: server

group

-cluster

検索語は、除外済みの語句のみで構成することができません。 このような単語または
フレーズを指定するときには、検索結果に表示する検索対象な語句も指定する必要

があります。

■ ホットワードとフレーズが作成されている場合は、［ホットワード］をクリックし、ホットワー

ドまたはフレーズを一覧から選択します。

p.90 の 「検索するホットワードの定義」 を参照してください。

■ Compliance Accelerator は、プラス記号、マイナス記号、疑問符など、特別な意味
がある場合を除いて、検索語の英数字以外の文字を無視します。

たとえば、US@100 という用語の検索は、US@100 だけではなく US 100 と US$100
のインスタンスも検索します。したがって、検索語に英数字以外の文字を含めると、予

想よりも多くの結果が戻される場合があります。

［添付ファイル］セクション

［添付ファイル］セクションでは、指定した数または種類の添付ファイルを含むアイテムを

検索できます。

対象となる添付ファイル数を指定します。デフォルトオプション［重

要ではない］の場合、0 を含む任意の数の添付ファイルを含むア
イテムが検索対象となります。その他のオプションを選択する場

合、対象となる添付ファイル数を指定する値を 1 つまたは 2 つ
入力する必要があります。

番号
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検索対象となる添付ファイルの種類を表す拡張子を指定します。

各拡張子はスペースで区切って入力します。たとえば、HTML
ファイルまたは Microsoft Excel ファイルが添付されているアイテ
ムを検索する場合は、次のように入力します。

.htm .xls

この検索オプションでは、ファイル名のみによって添付ファイルが

評価されます。ファイルの種類は確認されません。たとえば、.zip
ファイルの拡張子を .zap に変更し、名前を変更したファイルを
電子メールの添付ファイルとして送信するとします。Compliance
Accelerator は .zip 拡張子の付いた添付ファイルを含むアイ
テムのみを検索し、名前の変更された添付ファイルを含む電子

メールは検索しません。

ファイル拡張子

添付ファイルの内容によっては、Enterprise Vault でインデック
ス付けしていないために検索できない場合もあります。 特に、Fax
や音声のようなファイル形式には、インデックス付けできる内容が

ありません。

Enterprise Vault の一部のレジストリエントリでは、選択したファ
イルタイプの内容をインデックス付けできません。 たとえば、
ExcludedFileTypesFromConversion エントリの場合がそれに
該当します。 詳しくは『レジストリ値』ガイドを参照してください。

Compliance Accelerator でファイル名拡張子を指定した検索を
実行する方法について詳しくは、Veritas サポート Web サイトの
以下の記事を参照してください。

https://www.veritas.com/docs/100008537

［その他］セクション

［その他］セクションでは、特定のサイズまたは種類のアイテム、特定の保持カテゴリのア

イテムを検索できます。

メッセージストア（Exchange、Domino など）が報告するように、
検索する各アイテムのサイズを KB 単位で指定します。 アイテム
のサイズには添付ファイルのサイズも含まれます。

メッセージサイズ

選択した種類のアイテムを検索します。メッセージの種類

Enterprise Vault が選択済みの保持カテゴリを割り当てたアイテ
ムを検索します。

保持カテゴリ

［ポリシー］セクション

［ポリシー］セクションでは、任意のポリシー管理ソフトウェアが分類に使ったタグに従って

アイテムを検索できます。
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ある特定の分類のポリシーと一致するアイテムの有無を検索でき

ます。複数の種類のポリシーがあります。

■ ［含める］。ポリシー管理ソフトウェアでレビューセットに含まれ

るように分類され、最も深刻な非行（ののしり、人種差別、イン

サイダー取引など）である可能性のあるアイテムです。 通常、
これらの機能を示すアイテムがレビューセットに含まれるよう

にすると便利です。

■ ［除外］。スパムアイテムとニュースレターは、ポリシー管理ソ

フトウェアがレビューセットから除外するように分類することが

あるアイテムの典型的な例です。

■ ［分類］。ポリシー管理ソフトウェアは、スペイン語のテキストを

含むなど特定の性質を表わすアイテムをカテゴリに分類する

場合があります。この種類のポリシーは、アイテムをレビュー

セットに含めるか、またはレビューセットから除外するかの情

報を提供しません。

これらのポリシーの種類は相互に排他的ではありません。ポリシー

管理ソフトウェアは、同じアイテムに種類が異なる複数のポリシー

を適用する場合があります。ただし、含まれるポリシーが他の種

類のポリシーに常に優先します。

必須のポリシーの種類を選択し、検索するポリシーの名前を選択

します。または、ポリシーの種類として［カスタム］を選択し、1 つ
以上のポリシー名を入力します。次のように、複数のポリシー名

をカンマで区切ります。

CustomPolicy1,CustomPolicy2

複数のポリシーの検索を選択すると、検索結果にはいずれかの

ポリシーに一致するアイテムが含まれます。

ポリシー

リストから現在の部門で使用中ではないポリシーを省略できます。現在の部門によるフィルタポリ

シー

［インテリジェントレビュー］セクション

［インテリジェントレビュー］セクションで、Compliance Accelerator の学習エンジンのオ
プションを選択します。 このエンジンにより、Compliance Accelerator はレビューアが以
前のアイテムに実行したアクションに基づいてアイテムの検索をインテリジェントに行うこ

とができます。 たとえば、レビューアがスパムメッセージまたはオフィス不在の応答を関連
なしのアイテムとしてマークを付けると、Compliance Accelerator は同様の特性を持つ
アイテムを検出したときにそれらのアイテムを同じ方法で処理できます。

次の点に注意してください。

■ インテリジェントレビュー機能を使う検索では、それを使わない検索に比べ、完了する

までに少し長く時間がかかる場合があります。
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■ リサーチフォルダ内で実行する検索では、関連部門の学習データが使われます。

フォルダ検索には独自の学習データがないため、部門の学習データに貢献すること

はありません。

Compliance Accelerator はアイテムの関連性を判別するためにアイテムのメタデータと
送信者から受信者への経路を調べます。 ただし、Compliance Accelerator はアイテム
の内容を評価しません。

オプションは次のとおりです。

■ ［なし］。 Compliance Accelerator は、インテリジェントレビュー
を実装せずに、通常の方法でアイテムを検索します。 これが
デフォルトのオプションです。

■ 検索と優先順位付け Compliance Accelerator は、いずれ
かを優先することなく、関連ありと関連なしの両方のアイテム

を検索します。 したがって、10% のアイテムをキャプチャし、
レビューすることを要求する［サンプルの割合］値を選択する

と、Compliance Accelerator は 10% をキャプチャしますが、
相当な数のアイテムが関連なしとなる可能性があります。

しかし、このオプションを使うと、Compliance Accelerator は
アイテムをレビューセットに追加するときにそのアイテムに対

して［未レビュー（関連なし）］または［未レビュー（関連あり）］

のいずれかのステータスを付与します。 後で［レビュー］ペイ
ンでアイテムをレビューするときに、［未レビュー］ステータスを

使ってアイテムをフィルタリングして、関連ありと関連なしを区

別できます。

■ 検索して関連するコンテンツのみをサンプリングする

Compliance Accelerator は、アイテム全体を検索し、要求さ
れた割合をキャプチャするまで関連ありのアイテムのみをキャ

プチャします。 したがって、10% のアイテムをキャプチャし、
レビューすることを要求する［サンプルの割合］値を選択する

と、Compliance Accelerator は 10% （すべて関連ありのア
イテム）をキャプチャします。

選択したサンプルの割合を満たすには関連ありのアイテムが

少なすぎる場合、Compliance Accelerator は関連なしのア
イテムで補充します。 これは、このオプションと［部門プロパ
ティ］ペインのそれに相当するオプションである［関連するコン

テンツのみのサンプル抽出］との重要な違いです。

p.43 の 「部門の作成」 を参照してください。

学習動作

効果的な検索の実行に関するガイドライン
検索の実行時に最適な結果を得るには、次のガイドラインに従ってください。

■ 正確な検索を行います。たとえば、作成者または受信者の詳細を含めたり、日付範

囲を指定したりします。

80第 5 章 アイテムの検索
効果的な検索の実行に関するガイドライン



■ 部門のプロパティで、検索可能なボルトストアの数を制限します。

■ ワイルドカードはパフォーマンスに重大な影響を及ぼす可能性があるため、必要な場

合にのみ使います。

■ 検索語は使い過ぎないようにします。数千もの用語を使うと、検索が繰り返して実行さ

れる可能性があります。

■ スケジュール設定済みの検索がシステムバックアップと同時に実行されないことを確

認します。

■ データベースの空きがなくなったり速度が低下したりするのを回避するために、検索

は迅速に受け入れるか、拒否します。

■ リサーチフォルダで新しい検索をテストし、その後、必要に応じてフォルダを削除しま

す。

Compliance Accelerator 検索の一時停止と再開
必要な権限レベルがある場合、すべての Compliance Accelerator の検索の状態を監
視し、必要に応じて検索を一時停止または再開することができます。これは、検索が関連

付けされている部門に通常はアクセス権がない場合にも該当します。ただし、通常のアク

セス権限がなければ、検索基準または検索結果を表示できません。

検索を一時停止または再開するには、検索監視権限が必要です。デフォルトでは、コン

プライアンスシステム管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

検索を一時停止または再開する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［監視］タブをクリックします。

2 次の 1 つ以上の操作をします。

■ 検索の詳細な状態情報を表示するには、検索名をクリックします。

■ 1 つ以上の検索を一時停止または再送信するには、目的の検索を選択し、［一
時停止］または［再送信］をクリックします。

メモ: 広範囲の日付または大量のアーカイブに対して実行している検索を一時
停止する場合、Compliance Accelerator では検索を停止するまでに少々時間
がかかることがあります。
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［検索の監視］タブについて
［検索の監視］タブは、行った検索の状態を示します。まだ進行中の検索を停止、一時停

止できます。また、失敗した検索を再送信できます。表 5-1 に示すとおり、このタブにアク
セスする方法は複数あります。

表 5-1 ［検索の監視］タブにアクセスする方法

操作表示対象

Compliance Accelerator クライアントの［監視］タブをクリックし
ます。

すべての部門で実行されている

検索

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをク
リックします。

2 左ペインで目的の部門をクリックします。

3 ［検索］をクリックします。

1 つの部門でのみ実行されてい
る検索

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブを
クリックします。

2 左ペインで目的のリサーチフォルダをクリックするか、［す

べてのリサーチ］をクリックしてすべてのフォルダの検索の

状態を表示します。

3 ［検索］をクリックします。

1 つ以上のリサーチフォルダで実
行されている検索。

［検索の監視］タブは 3 つのペインに分けられます。

■ 先頭のフィルタペインは、名前、状態、日付と種類で検索をフィルタ処理することを可

能にします。必要なフィルタオプションを選択し、次に右の［フィルタの適用］ボタンを

クリックします。フィルタオプションをクリアするにはボタンを再びクリックします。

■ 中央のペインは、選択したフィルタオプションと一致する検索をリストします。このペイ

ンに表示される情報は、［検索の監視］タブに表示されている内容によって異なりま

す。

検索を表します。名前

表示されている場合は、検索が実行された部門またはフォルダ

を表します。

部門/フォルダ

検索を送信した人を識別します。提出者

検索が開始した日時を示します。実行日

検索基準に一致するアイテム数を示します。ヒット
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保証されたサンプル検索の場合のみ、Compliance Accelerator
が不足分を埋め合せるために検索結果に追加した、ランダムに

サンプリングされたアイテムの数を示します。これは、検索が監

視ポリシーの要求より少数の結果を戻す場合に必要です。

サンプリング対象

Compliance Accelerator のインテリジェントなレビュー機能で
関連があると識別されたアイテムの数を示します。

関連するサンプリング対象

Compliance Accelerator が重複として識別したアイテムの数
を示します。

重複

Compliance Accelerator が検索したアーカイブの数を示しま
す。

対象アーカイブ

検索の状態を示します。状態

検索の種類を示します。検索の種類

表示されている場合は、スケジュール設定済みの検索と保証さ

れたサンプル検索が現在有効になっていることを示します。検

索が有効になっていない場合、実行されません。

Enabled

■ 中央のペインで検索をクリックすると、下のペインは次の情報を提供します。

Compliance Accelerator によって検索されたアーカイブの名
前を示します。

アーカイブ

アーカイブを保持するボリュームの ID を表示します。インデックスボリューム ID

アーカイブを含んでいるボルトストアの種類を示します。ボルトストア

各アーカイブの検索の現在の状態を示します。状態

各アーカイブを検索するために Compliance Accelerator がか
けた時間を示します。

期間

検索基準に一致する、各アーカイブのアイテム数を示します。ヒット

起きたエラーの詳細を提供します。情報

［表示］一覧のオプションを選択すると、アーカイブ一覧をフィルタ処理できます。たと

えば、ヒット数が上位 2000 のアーカイブ、または状態が［エラー］のすべてのアーカ
イブを表示するようにアーカイブをフィルタ処理することができます。検索の詳細をカ

ンマ区切り値 (CSV) ファイルとしてダウンロードするには、［すべてのアーカイブの検
索の詳細をダウンロードする］をクリックします。
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例外従業員のアイテムの検索
複数の部門に対するアプリケーション検索を作成する場合、明示的に指示しなければ、

Compliance Accelerator はそれらの部門の例外従業員を検索しません。別の方法で例
外従業員のアイテムを検索する場合は、次の手順に従ってください。

例外従業員のアイテムを検索する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、フィルタのオプション［例外の表示］を選択します。

3 検索するアイテムがある例外従業員の名前をクリックします。

4 ［検索］タブをクリックします。

5 通常の方法で新しい検索を作成し、結果を受け入れます。

Compliance Accelerator によって、受け入れた結果が例外従業員のレビューセッ
ト内に格納されます。このレビューセットは、部門の残りの従業員のレビューセットと

は区別されています。このセットにアクセスできるのは、例外従業員に割り当てられ

た例外レビューアだけです。

メモ: デフォルトでは、送信者または受信者が例外従業員のアイテムは、指名された
例外レビューアのレビューセットに制限されません。これらは、部門レビューセットに

も表示できます。例外従業員が部門でのレビューロールも持つ場合には、この状況

により、例外従業員が自分のアイテムにマーク付けることが可能になります。この動

作は、設定オプション［自己レビューの禁止］を設定するとブロックできます。

p.177 の 「レビューの設定オプション」 を参照してください。

84第 5 章 アイテムの検索
例外従業員のアイテムの検索



検索対象のアーカイブの選択
Compliance Accelerator でアイテムを検索する Enterprise Vault アーカイブの一覧を
カスタマイズできます。 たとえば、すべての検索から無関係な要素を含むアーカイブを除
外すると効率的な場合があります。

任意の部門で行う検索で利用可能なデフォルトのグローバルなアーカイブの一覧を設定

するほかに、個々の部門の検索可能なアーカイブをカスタマイズできます。

グローバルなアーカイブの一覧を設定するには、アプリケーションのシステム設定修正権

限が必要です。また、部門レベルのアーカイブの一覧を設定するには、部門の部門プロ

パティ設定権限が必要です。デフォルトでは、アプリケーションのコンプライアンスシステ

ム管理者ロールを持つユーザーにシステム設定修正権限が割り当てられ、部門のユー

ザー管理者ロールを持つユーザーに部門プロパティ設定権限が割り当てられます。

検索対象のアーカイブを選択する方法

1 次のいずれかの操作を行います。

■ すべての部門で利用可能なデフォルトのアーカイブの一覧を設定するには、

Compliance Accelerator クライアントの［アプリケーション］タブをクリックし、次に
［アーカイブ］タブをクリックします。

■ 単一の部門でのみ検索するアーカイブの一覧を設定するには、［部門］タブをク

リックし、左ペインで目的の部門をクリックします。その後で［アーカイブ］タブをク

リックします。

Compliance Accelerator によって大量の部門が一覧表示される場合は、ペイ
ンの上部のフィールドを使って一覧をフィルタ処理できます。部門を名前でフィ

ルタ処理するだけでなく、それらと関連付けされるリサーチフォルダを一覧表示

するかどうかを選択できます。

2 検索を実行するアーカイブを選択します。

85第 5 章 アイテムの検索
検索対象のアーカイブの選択



メモ: 多くのアーカイブが現在の選択およびフィルタ基準と一致する場合、
Compliance Accelerator はそれらをすべてリストするのに時間をかけることがありま
す。このような状況では、Compliance Accelerator はリストするアーカイブの数を減
らすために基準の変更を求めるメッセージを表示することがあります。メッセージに

従って基準を変更するか、［すべてのアーカイブを表示］をクリックして、アーカイブ

をすべてリストすることができます。現在のセッション中、このペインに戻るたびにこの

メッセージが表示されないようにするには、［このセッションでは今後表示しない］を

選択してから［すべてのアーカイブを表示］をクリックします。

デフォルトでは、Compliance Accelerator は 50,000 以上のアーカイブが現在の
基準と一致するときこのメッセージを表示します。このしきい値を変更するには、［ロー

ドするアーカイブの数[この]しきい値を超えたらアーカイブペインに警告を表示する］
という設定オプションを設定してください。

p.166 の 「全般設定オプション」 を参照してください。

次の方法で、アーカイブの追加と除外を行います。

■ 単一の部門でのみ検索するアーカイブの一覧を設定するには、［この部門に対

して検索可能なアーカイブをカスタマイズします］を選択します。

■ 左側のボルトストアを選択するとアーカイブが検索に含まれ、クリアすると検索か

ら除外されます。
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■ 左側のボルトストアをクリックすると、関連付けられているアーカイブが右側に一

覧表示されます。次に、追加するアーカイブを選択し、除外するアーカイブをク

リアします。

［状態］列には、アーカイブ移動操作の一部として Enterprise Vault 管理者によ
る各アーカイブのコピー、移動、削除が行われたかどうかが表示されます。

Compliance Accelerator によって大量のアーカイブが一覧表示される場合は、
右ペインの上部のフィールドを使って一覧をフィルタ処理できます。

■ 右ペインの先頭の［アーカイブ名］ボックスを選択またはクリアして、すべての利

用可能なアーカイブを含めるか、または除外します。

3 ［保存］をクリックします。

Compliance Accelerator 検索スケジュールの作成
検索は、すぐに実行したり、スケジュール設定して後で実行したりすることができます。た

とえば、オフピーク期間に広範な検索を実行したり、同じ検索を繰り返して実行したりす

る必要がある場合には、この機能が便利です。スケジュール設定の検索を作成するには、

最初に検索スケジュールを定義し、検索基準の 1 つとして選択します。

メモ: SQL Server エージェントサービスが検索スケジュールの管理を担当するため、こ
のサービスが実行されていることを確認する必要があります。SQL Server エージェント
サービスの設定方法について詳しくは『インストールガイド』を参照してください。

新しい検索スケジュールの設定
新しい検索スケジュールを設定するには、スケジュール管理権限が必要です。デフォル

トでは、アプリケーションのアプリケーションルール管理者ロールを持つユーザーにこの

権限が割り当てられます。
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新しい検索スケジュールを設定する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［検索スケジュー
ル］タブをクリックします。

2 ［新規作成］をクリックします。

［スケジュールの詳細］ペインが表示されます。

3 スケジュールの名前と、必要に応じて説明を入力します。

4 ［有効化］を選択すると、新しい検索基準を定義するときスケジュールを選択できる

ようになります。

5 目的のスケジュールの種類を選択します。オプションは次のとおりです。

SQL Server エージェントサービスの起動直後に実行さ
れます。

SQL Server エージェントの起動
時に起動

システムがアイドル状態のときに実行されます。CPU アイ
ドルスケジュールについて詳しくは SQL Server
Management Studio のヘルプでジョブのスケジュール
設定に関する説明を参照してください。

CPU がアイドル状態のときに起動
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スケジュールに設定した時刻に 1 回のみ実行されます。
このオプションを選択すると、さらにいくつかのフィールド

が表示されます。［日付］フィールドをクリックして、目的の

日付を選択します。［時刻］フィールドに、24 時間式の時
刻を「hh:mm」という形式で入力します。

1 回

スケジュールに指定した間隔で自動的に実行されます。

■ ［実行］。日、週、月単位の間隔を定義します。

■ ［日単位の間隔］。指定した期間にスケジュール実行

する頻度を定義します。

■ ［期間］。指定した日の特定の期間に対するスケジュー

ルの制限を定義します。

反復

スケジュールタイプが［1 回］または［反復］の検索では、 指定する時間はクライアン
トコンピュータではなく、Compliance Accelerator サーバーの時間です。

6 ［保存］をクリックします。

検索の反復スケジュールの例
次のスケジュールを使う検索は、スケジュールに指定した間隔で自動的に実行されます。

現在から毎日午前 2 時に実行するスケジュールを作成する方法

1 ［日単位］を選択し、［間隔: n 日ごと］フィールドに 1 と入力します。

2 ［次の頻度で 1 回実行］を選択し、［(時刻)］フィールドに 02:00:00 と入力します。

3 ［終了日なし］を選択します。

3 月 1 日から 8 月 2 日までの期間に月曜日の午前 9 時から午後 6 時まで、3 時間お
きに実行するスケジュールを作成する方法

1 ［週単位］を選択し、［月］を選択します。

2 ［実行頻度］を選択し、3 と入力して、［時間］を選択します。

3 ［開始時刻］フィールドに 09:00 と入力し、［終了時刻］フィールドに 18:00 と入力し
ます。

4 ［開始日］に 3 月 1 日、［終了日］に 8 月 2 日を選択します。

現在から隔月の 1 日午後 9 時に実行するスケジュールを作成する方法

1 ［月単位］と［日］を選択し、［日］フィールドに 1、［カ月ごと］フィールドに 2 と入力し
ます。

2 ［次の頻度で 1 回実行］を選択し、［(時刻)］フィールドに 21:00 と入力します。

3 ［終了日なし］を選択します。
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検索するホットワードの定義
ホットワードとは、従業員のアイテムで検索できる事前定義済みの単語またはフレーズで

す。検索を作成する場合、検索対象となるホットワードはアイテムの件名と本文のいずれ

かまたは両方で選択できます。

ホットワードをホットワードセットにグループ化すると、ホットワードの管理が簡単になりま

す。たとえば、ホットワードセットを使うと、対応していない言語のアイテムを監視したり、職

業倫理に反するアイテムを監視したりすることができます。ホットワードやホットワードセッ

トをアプリケーション全体レベルで定義するとすべての部門に適用されます。部門レベル

で定義すると、その部門に対してのみ適用されます。

Compliance Accelerator には、いくつかの XML ファイルがあり、事前定義済みのホット
ワードとフレーズが収録されています。これらのファイルをグローバルなホットワードとフ

レーズとしてシステムにインポートし、必要に応じて修正できます。

ホットワードの追加
グローバルなホットワードを追加するには、アプリケーションのホットワード追加権限が必

要です。また、部門レベルのホットワードを追加するには、部門のホットワード追加権限が

必要です。デフォルトでは、アプリケーションのアプリケーションルール管理者ロールを持

つユーザーに前者の権限が割り当てられ、部門のルール管理者ロールを持つユーザー

に後者の権限が割り当てられます。

ホットワードを追加する方法

1 次のいずれかの操作を行います。

■ グローバルなホットワードを追加するには、Compliance Accelerator クライアン
トの［アプリケーション］タブをクリックし、次に［ホットワード］タブをクリックします。

■ 部門レベルのホットワードを追加するには、［部門］タブをクリックし、次に左ペイ

ンで目的の部門をクリックします。その後で［ホットワード］タブをクリックします。

2 新しいホットワードを追加するホットワードセットを選択するか、またはあらゆるセットと

関連付けされないホットワードを追加するために［すべてのホットワード］を選択しま

す。
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3 右の［ホットワード］フィールドで、［新規作成］をクリックします。

4 ホットワードとフレーズを入力します。入力する場合は、次のガイドラインに従ってく

ださい。

■ 各単語およびフレーズは 100 文字まで可能で、新しい行にする必要がありま
す。

■ フレーズは二重引用符で囲みます。 二重引用符で囲んだフレーズを Microsoft
Word などのプログラムからコピーして貼り付ける場合は、巻き引用符 (スマート
クォート) を直線の引用符に置き換えてください。Compliance Accelerator で
は、巻き引用符を二重引用符として認識しません。

■ 他の文字を表すには、単語またはフレーズの末尾にワイルドカード文字を付加

します。 アスタリスク (*) は 0 文字以上の文字を表し、疑問符 (?) は 1 文字を表
します。 たとえば、ホットワードの commodit* は、「commodity」と「commodities」
の両方に一致します。

ワイルドカード文字を追記する対象となる単語またはフレーズの最初の 3 文字
以上を入力する必要があります。

検索基準に追加するホットワードとフレーズに、ワイルドカード文字を必要以上

に使わないでください。 ワイルドカード文字を使いすぎると、検索が複雑になり
ます。 検索に時間がかかり、メモリが過度に消費される可能性があります。

■ Compliance Accelerator では、ホットワードまたはフレーズに含めるすべての句
読記号、または % や $ などの他の特殊文字は無視されます。 たとえば、
US@100 は US@100 だけでなく、US 100 と US$100 にも一致します。

■ 特定の単語またはフレーズを含むすべてのアイテムを検索結果から除外するよ

う指定するには、ホットワードまたはフレーズの先頭にマイナス記号を (-) を配置
します。 たとえば、次の場合を考えてみます。
buy -commodit*
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このフレーズに一致するのは、「buy」という単語を含み、「commodity」または
「commodities」という単語を含まないアイテムだけです。

終了したら、［OK］をクリックします。

5 ［保存］をクリックします。

既存のホットワードの編集
必要に応じて既存のホットワードまたはフレーズを変更できます。変更したホットワードが

受け入れ済みの検索に含まれている場合は、その検索基準でホットワードを表示すると

きに変更が反映されます。

グローバルなホットワードを編集するには、アプリケーションのホットワード修正と削除権

限が必要です。また、部門レベルのホットワードを編集するには、部門のホットワード修正

と削除権限が必要です。デフォルトでは、アプリケーションのアプリケーションルール管理

者ロールを持つユーザーに前者の権限が割り当てられ、部門のルール管理者ロールを

持つユーザーに後者の権限が割り当てられます。

既存のホットワードを編集する方法

1 次のいずれかの操作を行います。

■ グローバルなホットワードを編集するには、Compliance Accelerator クライアン
トの［アプリケーション］タブをクリックし、次に［ホットワード］タブをクリックします。

■ 部門レベルのホットワードを編集するには、［部門］タブをクリックし、次に左ペイ

ンで目的の部門をクリックします。その後で［ホットワード］タブをクリックします。

2 ［すべてのホットワード］をクリックします。

3 右の［ホットワード］フィールドで、ホットワードをクリックし、［編集］をクリックします。

4 必要に応じて単語またはフレーズを変更し、［OK］をクリックします。

5 ［保存］をクリックします。

ホットワードの削除
ホットワードが不要になった場合、そのホットワードを削除できます。ホットワードを削除す

ると、自動的にすべてのホットワードセットからも削除されます。

グローバルなホットワードを削除するには、アプリケーションのホットワード修正と削除権

限が必要です。また、部門レベルのホットワードを削除するには、部門のホットワード修正

と削除権限が必要です。デフォルトでは、アプリケーションのアプリケーションルール管理

者ロールを持つユーザーに前者の権限が割り当てられ、部門のルール管理者ロールを

持つユーザーに後者の権限が割り当てられます。

ホットワードを削除する方法

1 次のいずれかの操作を行います。
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■ グローバルなホットワードを削除するには、Compliance Accelerator クライアン
トの［アプリケーション］タブをクリックし、次に［ホットワード］タブをクリックします。

■ 部門レベルのホットワードを削除するには、［部門］タブをクリックし、次に左ペイ

ンで目的の部門をクリックします。その後で［ホットワード］タブをクリックします。

2 ［すべてのホットワード］をクリックします。

3 ［ホットワード］フィールドで、削除するホットワードをクリックします。

Shift キーを押しながら範囲の最初と最後のホットワードをクリックすると、隣接した複
数のホットワードを選択できます。隣接していない複数のホットワードを選択するに

は、Ctrl キーを押しながら目的のホットワードをクリックします。

4 ［削除］をクリックします。

5 ［保存］をクリックします。

ホットワードセットの追加
ホットワードと同様に、ホットワードセットをアプリケーション全体レベルで定義するとすべ

ての部門に適用されます。部門レベルで定義すると、その部門に対してのみ適用されま

す。

グローバルなホットワードセットを追加するには、アプリケーションのホットワード追加権限

が必要です。また、部門レベルのホットワードセットを追加するには、部門のホットワード

追加権限が必要です。デフォルトでは、アプリケーションのアプリケーションルール管理

者ロールを持つユーザーに前者の権限が割り当てられ、部門のルール管理者ロールを

持つユーザーに後者の権限が割り当てられます。

ホットワードセットを追加する方法

1 次のいずれかの操作を行います。

■ グローバルなホットワードセットを追加するには、Compliance Accelerator クラ
イアントの［アプリケーション］タブをクリックし、次に［ホットワード］タブをクリックし

ます。

■ 部門レベルのホットワードセットを追加するには、［部門］タブをクリックし、次に左

ペインで目的の部門をクリックします。その後で［ホットワード］タブをクリックしま

す。

2 ウィンドウの左上で［新規作成］をクリックします。

3 ホットワードセットの名前と省略可能な説明を入力します。

名前にはスペース文字を使えます。
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4 ホットワードをセットに含むように選択するためにホットワードフィールドの下部で［追

加］をクリックします。

Shift キーを押しながら範囲の最初と最後のホットワードをクリックすると、隣接した複
数のホットワードを選択できます。隣接していない複数のホットワードを選択するに

は、Ctrl キーを押しながら目的のホットワードをクリックします。終了したら、［OK］を
クリックします。

5 ［保存］をクリックします。

既存のホットワードセットの編集
ホットワードセットの名前と説明の変更、ホットワードセットへの単語の追加、既存の単語

の削除を行うことができます。

グローバルなホットワードセットを編集するには、アプリケーションのホットワード修正と削

除権限が必要です。また、部門レベルのホットワードセットを編集するには、部門のホット

ワード修正と削除権限が必要です。デフォルトでは、アプリケーションのアプリケーション

ルール管理者ロールを持つユーザーに前者の権限が割り当てられ、部門のルール管理

者ロールを持つユーザーに後者の権限が割り当てられます。

既存のホットワードセットを編集する方法

1 次のいずれかの操作を行います。

■ グローバルなホットワードセットを編集するには、Compliance Accelerator クラ
イアントの［アプリケーション］タブをクリックし、次に［ホットワード］タブをクリックし

ます。

■ 部門レベルのホットワードセットを編集するには、［部門］タブをクリックし、次に左

ペインで目的の部門をクリックします。その後で［ホットワード］タブをクリックしま

す。

2 編集するホットワードセットをクリックします。

3 次の 1 つ以上の操作をします。

■ 1 つ以上のホットワードを作成し、ホットワードセットに追加するには、ホットワード
フィールドの［新規作成］をクリックし、1 行に各ホットワードを入力します。

■ ホットワードセットに 1 つ以上の既存のホットワードを追加するには、ホットワード
フィールドの［追加］をクリックし、次に目的のホットワードを選択します。

■ セットから 1 つ以上のホットワードを削除するには、ホットワードフィールドでホッ
トワードを選択し、［削除］をクリックします。

4 ［保存］をクリックします。
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ホットワードセットの削除
ホットワードセットが不要になった場合、そのホットワードセットを削除できます。ホットワー

ドセットを削除してもそれに含まれるホットワードは削除されません。受け入れ済みの検索

で使われているホットワードセットを削除すると、削除したホットワードセットはその検索基

準では表示されなくなります。

グローバルなホットワードセットを削除するには、アプリケーションのホットワード修正と削

除権限が必要です。また、部門レベルのホットワードセットを削除するには、部門のホット

ワード修正と削除権限が必要です。デフォルトでは、アプリケーションのアプリケーション

ルール管理者ロールを持つユーザーに前者の権限が割り当てられ、部門のルール管理

者ロールを持つユーザーに後者の権限が割り当てられます。

ホットワードセットを削除する方法

1 次のいずれかの操作を行います。

■ グローバルなホットワードセットを削除するには、Compliance Accelerator クラ
イアントの［アプリケーション］タブをクリックし、次に［ホットワード］タブをクリックし

ます。

■ 部門レベルのホットワードセットを削除するには、［部門］タブをクリックし、次に左

ペインで目的の部門をクリックします。その後で［ホットワード］タブをクリックしま

す。

2 削除するホットワードセットを選択します。

3 ウィンドウの先頭で［削除］をクリックします。

4 続行する場合は、再び［削除］をクリックします。

事前定義済みホットワードのインポート
Compliance Accelerator には、いくつかの XML ファイルがあり、事前定義済みのホット
ワードとフレーズが収録されています。 Hotwords (English).xml と Hotphrases
(English).xml。これらのファイルを Compliance Accelerator にインポートすると、ホッ
トワードの編集や削除、新しいホットワードの追加を行うことができます。

パフォーマンスを上げるために、目的の単語のみを含むようにホットワード一覧を短くしま

す。事前定義済み一覧のすべての単語を検索すると、Compliance Accelerator の検索
速度が大幅に遅くなります。
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事前定義済みホットワードをインポートする方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［インポート設
定］タブをクリックします。

2 ［設定ファイル］フィールドで、インポートする XML ファイルへの絶対パスを入力す
るか、［参照］をクリックしてインポートするファイルを選択します。 パスには最大 250
文字まで入力できます。

通常、提供されるファイルはいずれも Compliance Accelerator サーバーの次の
フォルダにあります。

C:¥Program Files (x86)¥Enterprise Vault Business

Accelerator¥AcceleratorAdminWeb¥Installation

ファイルがリモートコンピュータに格納されている場合は、そのファイルへの UNC パ
スまたは NTFS パスを指定できます。 次に例を示します。

¥¥server2¥EVBA¥AcceleratorAdminWeb¥Installation¥Hotwords

(English).xml

3 続行する前に以前のインポートの情報を消去する場合は、［インポート前のログをク

リア］を選択します。

4 ［インポート］をクリックします。

Compliance Accelerator によってファイルの内容がグローバルなホットワードとフ
レーズとしてインポートされ、グローバルなホットワードセット (［Default Hotwords］と
［Default Hotphrases］) が作成されます。

Compliance Accelerator の電子メールアドレス処理
の設定

Enterprise Vault がメッセージをアーカイブする際は、いくつかの方法を使って送信者と
受信者の電子メールアドレスが企業の内部であるか外部であるかを判断します。Enterprise
Vault は、送受信の方向 (内部、インバウンド、またはアウトバウンド) に関する情報を使っ
てメッセージのメタデータプロパティをポピュレートします。Compliance Accelerator は、
その後にメッセージを取得する際に Enterprise Vault がメッセージに追加したメタデータ
情報からメッセージの送受信の方向を特定します。

各種の Enterprise Vault アーカイブタスクがアドレスが内部であ
るか外部であるかを特定する方法

Enterprise Vault ジャーナルタスクがアーカイブしたメッセージに対しては、設定されて
いる内容に基づいてタスクが電子メールアドレスを内部アドレスまたは外部アドレスとして

処理する方法が決まります。したがって、Exchange ジャーナルタスクの場合は、タスクが
Exchange サーバーにログオンしたときに使うシステムメールボックスを指定する必要が
あります。ジャーナルタスクは、ドメイン名がシステムメールボックスアカウントにリストされ
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ている SMTP ドメインに一致する電子メールアドレスを検出すると、そのアドレスを内部
アドレスと見なします。たとえば、システムメールボックスに次の SMTP アドレスがリストさ
れているとします。

■ VaultAdmin@ourcompanyplc.com

■ VaultAdmin@ourcompanyinc.com

次のすべてのアドレスは内部アドレスとして認識されます。

■ *@ourcompanyplc.com

■ *@[*.]ourcompanyplc.com

■ *@ourcompanyinc.com

■ *@[*.]ourcompanyinc.com

ここで、[*.] は、john.doe@sales.emea.ourcompanyplc.com のように、文字列が繰り返
してもよいことを示します。その他のアドレスは外部アドレスと見なされます。

SMTP アーカイブタスクでは異なります。このタスクでメッセージの方向を正しく設定する
には、Enterprise Vault が企業の内部であると見なす SMTP ドメインを指定する必要が
あります。

内部 SMTP ドメインを指定する方法
次のいずれかの方法を使って Enterprise Vault が内部として扱う SMTP ドメインを指定
します。これらの方法は、Exchange と Domino のジャーナルタスク、SMTP アーカイブ
タスクなどのすべての Enterprise Vault アーカイブタスクで使うことができます。

■ Enterprise Vault Administration Console では、Enterprise Vault サイトのプロパ
ティで、［内部 SMTP ドメインのリスト］と呼ばれる詳細 SMTP 設定を構成します。
内部ドメインを追加する場合に推奨される方法です。詳しくは、Enterprise Vault の
『管理者ガイド』を参照してください。

■ タスクに関連付けられているユーザーに必要なドメインに SMTP エイリアスアドレスを
追加します。これは、Active Directory、Exchange 管理者、または Domino LDAP
ディレクトリに必要に応じて行うことができます。

Compliance Accelerator を使ってアーカイブされた
Skype for Business コンテンツの検索

Compliance Accelerator は、Enterprise Vault がアーカイブした Skype for Business
の対話を検索できます。ただし、Compliance Accelerator はこれを実行するために
Skype for Business ユーザーのセッション開始プロトコル (SIP) のアドレスを必要としま
す。
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ユーザーの SIP アドレスが SMTP アドレスと異なる場合、または SIP アドレスしかない
場合、Active Directory からの SIP アドレスを取得するように Compliance Accelerator
を設定する必要があります。Compliance Accelerator はこのアドレスを通常の処理の一
部として取得して、ユーザーのプロファイルを対応する Active Directory アカウントと同
期できます。

メモ: SIP アドレスの同期を有効にすると処理が多少複雑になるので、Compliance
Accelerator の検索の一部のパフォーマンスに影響することがあります。Skype for
Business が有効になっているユーザーごとに、この検索で余分な電子メールアドレスを
処理する必要があります。

Active Directory から SIP アドレスを取得するように Compliance Accelerator を設
定する方法

1 Compliance Accelerator サーバーで Accelerator マネージャの Web サイトを開
きます (http://server_name/EVBAAdmin)。

2 ページの下部にある［システム設定］をクリックします。

3 ［グローバル設定］ページで、［設定］リストの［プロファイルの同期］を選択します。

4 ［Active Directory と同期するときに SIP アドレスを取得する］オプションを［オン］に
設定します。

SIP アドレスの同期が完了した後に、Compliance Accelerator ストレージサーバー
のコンプライアンスのサンプリング処理で SIP アドレスが考慮されるまで数分かかる
ことがあります。遅延時間は、この処理を Compliance Accelerator カスタマーデー
タベースからの設定データと同期する頻度によって決まります。更新間隔のデフォ

ルトは 60 分ごとですが、［ランダムキャプチャ］設定の［古い設定タイムアウト (分)］
で調整できます。
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手動によるアイテムのレ
ビュー

この章では以下の項目について説明しています。

■ Compliance Accelerator を使ったレビューについて

■ レビューペインについて

■ ［自己レビューの禁止］オプションで例外従業員のレビューアクティビティを制限する

方法

■ レビューペインのアイテムのフィルタ処理

■ アイテムへのレビューマークの割り当て

■ コメントのアイテムへの追加

■ アイテムの履歴の表示

■ アイテムの印刷可能バージョンの表示

■ 元のアイテムのダウンロード

■ クリップボードへのアイテムリストのコピー

■ レビューペインの概観の変更

■ レビューペインのユーザー設定の設定

■ アイテムのエスカレーション

■ 再利用するためのレビューコメントの格納
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Compliance Accelerator を使ったレビューについて
検索を実行して関連する可能性のあるアイテムを収集した後、選択された個人が検索結

果をレビューできます。アイテムを確認した後で、レビューアが適切な状態マークをアイテ

ムに割り当て、必要に応じてコメントを追加します。アイテムを複数回レビューしたり、他の

レビューアがコメントを追加したり、割り当てられたマークを変更したりできます。

部門にスーパーバイザを割り当てる場合は、レビューアが適用したマークとコメントをスー

パーバイザが評価し、評価マークとコメントを追加できます。

標準の Compliance Accelerator システムには、部門レビューア、エスカレーションレ
ビューア、例外レビューア、下級レビューアなど、多数の事前定義済みレビューロールが

付属しています。これらのロールには次の特徴があります。

■ 下級レビューアロール以外のすべてのロールではユーザーがアイテムにレビューマー

クを割り当てることができます。

■ 下級レビューアはアイテムとレビュー履歴を表示できますが、レビューマークの割り当

てと変更はできません。ただし、下級レビューアは他のユーザーがレビューしたアイテ

ムに評価マークを割り当てることができます。

■ 例外レビューアは割り当てられた例外従業員のアイテムのみを表示できます。

■ エスカレーションレビューアは部門内の他のレビューアがより詳細なレビューを行うた

めにより高レベルの権限のレビューアにエスカレーションしたことを通知するアイテム

を受信できます。

レビューペインにアクセスする方法

◆ Compliance Accelerator クライアントの［レビュー］タブをクリックします。

特定の種類の Skype for Business コンテンツのレビューの制限事項
Enterprise Vault 12.2 以降には、Skype for Business インスタントメッセージと会議の
通信をアーカイブする機能があります。Enterprise Vault はこの通信を個別の電子メー
ル (.eml) ファイルとしてアーカイブします。これは、Compliance Accelerator で Instant
Messaging メッセージタイプになります。

Skype for Business の通信には、ユーザーが会議中に共有するホワイトボードと投票を
含めることができます。この会議の 2 つの機能のコンテンツは、Enterprise Vault がイン
デックスを作成できない Microsoft 社独自の XML フォーマットで保存されます。これは、
ホワイトボードと投票が Compliance Accelerator の［レビュー］ペインに表示される方法
に次のように影響します。

■ アイテムのコンテンツが XML 添付ファイルとして格納されます。

■ ホワイトボードの印刷可能バージョンのプレビューまたは表示は行えません。投票の

質問は表示できますが、それらへの回答は表示できません。
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レビューペインについて
レビューペインはレビューセットのアイテムを見直し、マーク付けすることを可能にします。

ペインは次の領域に分かれています。

フィルタペイン ヘッダー領域

アイテム一覧 フッター領域 読み込みペイン

以下のセクションでは、レビューペインの各領域について説明します。

■ 「ヘッダー領域」

■ 「フィルタペイン」

■ 「アイテム一覧」

■ 「閲覧ペイン」

■ 「フッター領域」

ヘッダー領域

ヘッダー領域には、ビューをカスタマイズするオプションと別のアイテムを選択して表示す

るオプションが表示されます。
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Compliance Accelerator のウィンドウの上部のボタンバーを隠
すことによってレビューペインを最大化します。このボタンを再度

クリックすると、ボタンバーが復元されます。

詳細な調査を行うためにリサーチフォルダにコピーしたアイテム

を表示できます。

p.120 の 「リサーチフォルダについて」 を参照してください。

現在選択されているアイテムに基づく検索を実行できます。

レビューペインの環境設定を設定します。

p.114 の 「レビューペインのユーザー設定の設定」 を参照してく
ださい。

閲覧ペインを隠したり位置を変更したり、ペインに表示するテキス

トのサイズを設定したりすることができます。

表示

リストのうち、まだレビューしていないアイテム数を示します。未レビュー

ハイライトされたアイテムの Compliance Accelerator ID を表示
します。レビュー対象のアイテムの ID を知っていたら、それをこ
こに入力し、Enter キーを押してそのアイテムを表示します。

アイテム

日付、作成者、件名、ポリシー処理、または関連性によってリスト

のアイテムをグループ化します。

左の下矢印ボタンまたは上矢印ボタンのクリックによってグルー

プのアイテムを表示するか、または隠します。

グループ

アイテムをグループ化しないことを選択したリストでは日付、作成

者、件名、ポリシー処理、または関連性によってアイテムをソート

できます。

ソート

現在のアイテムを原型でダウンロードし、適切なアプリケーション

で開きます。またアイテムを右クリックして［元の表示］をクリックす

ることによってアイテムをダウンロードできます。

印刷のために現在のアイテムを送信します。

現在のアイテムに割り当て済みのマークを示します。マーク

現在のアイテムの状態を表示します。状態

フィルタペイン

フィルタペインはリストのアイテムをフィルタ処理できる多数の基準を提供します。フィルタ

の各オプションの隣の番号は、選択したフィルタを適用するとき Compliance Accelerator
がアイテムリストに追加する一致するアイテム数を示します。
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p.106 の 「レビューペインのアイテムのフィルタ処理」 を参照してください。

アイテム一覧

アイテム一覧は選択したフィルタのオプションと一致するレビューセット内のアイテムを示

します。リストの下部にあるコントロールを使用してアイテムのページをめくったり、ページ

ごとに表示するアイテムの最大数を指定します。未レビューアイテムは太字で表示されま

す。

色が青になっているアイテムはいずれも、部署に関連付けられているリサーチフォルダに

あります。関連性でアイテムをソートすることを選択すると、関連なしのアイテムがグレー

の背景付きで表示されます。

メモ: Compliance Accelerator はアイテムの日時の値を協定世界時 (UTC) として格納
します。ただし、アイテムリストと右の［プレビュー］ペインでは、コンピュータのローカルタ

イムゾーンの設定に従ってこれらの値を変換します。その結果、異なるタイムゾーンの 2
人の Compliance Accelerator レビューアに対して、同じアイテムに異なる日時が表示さ
れることがあります。

これは予測どおりの動作であり、Microsoft Outlook などのアプリケーションがアイテムの
日時を表示する方法と同じです。

閲覧ペイン

閲覧ペインの下部のタブには次の機能があります。

現在のアイテムの HTML のプレビューを表示します。プレビュー

現在のアイテムにレビューアが割り当てたコメントを示します。コメント

現在のアイテムのコメントと監査履歴を表示します。履歴

現在のアイテムの印刷可能バージョンを表示します。印刷可能

フッター領域

フッター領域には、あるアイテムから別のアイテムにナビゲートする機能とマークとコメント

をアイテムに適用する機能があります。

レビューするアイテムの最初のページを表示します。

レビューするアイテムの前のページを表示します。Alt+z キーを
押すと同じ機能を実行できます。
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現在表示されているページの番号とページの合計数を示します。

特定のページに移動するには、フィールドに番号を入力して

Enter キーを押します。

n (m)

レビューするアイテムの次のページを表示します。Alt+x キーを
押すと同じ機能を実行できます。

レビューするアイテムの最後のページを表示します。

コメントを入力して選択されたアイテムに追加できます。

アイテム一覧では、1 つ以上のコメントがアイテムに追加されると
［存在するコメント］列にコメントインジケータ記号が表示されます。

コメント

選択されたアイテムに必要なマークを付けます。

一括レビュー処理適用権限があれば複数のアイテムに一度に

マーク付けできます。

保留、問題あり、レビュー済み、

関連なしとレビュー済み、関連

ありとレビュー済み

表示されている場合は、1 人以上のエスカレーションレビューア
に選択アイテムを割り当て、さらに監査とレビューを行うことがで

きます。

表示されている場合、コンプライアンススーパーバイザはアイテム

を評価済みとしてマーク付けできます。

表示されている場合は、レビューセットから 1 つ以上のアイテム
を削除できます。

表示されている場合は、他のレビューアが参照できるように、リ

サーチフォルダの選択アイテムかすべてのアイテムをレビューセッ

トにコミットできます。

表示されている場合は、エスカレーションアイテムを別のエスカ

レーションレビューアに割り当てることができます。

表示されている場合は、作業が終わり次第エスカレーションアイ

テムをクローズすることができます。クローズしたアイテムは別の

エスカレーションレビューアに表示されますが、他のエスカレー

ションレビューアは、部門レビューアがアイテムを再エスカレーショ

ンしないと、処理を実行できません。

表示されている場合は、現在のレビューセットの選択アイテムま

たはすべてのアイテムのコピー先リサーチフォルダを選択できま

す。
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［自己レビューの禁止］オプションで例外従業員のレビュー
アクティビティを制限する方法

Compliance Accelerator の部門レビューアロールを持つユーザーを例外従業員として
も指定している場合、そのユーザー自身が送信または受信したアイテムをレビューできな

いようにすることができます。デフォルトでは、Compliance Accelerator は、そのような
ユーザーが自分のアイテムをレビューすることを許可します。この場合、例外従業員が非

例外従業員に送信したアイテムが、次のレビューセットの両方に表示される可能性があり

ます。

■ 例外レビューアのレビューセット (送信者が例外従業員であるため)。例外従業員はこ
のレビューセットにアクセスできません。

■ 部門レビューセット (受信者が例外従業員ではないため)。アイテムを送信した例外従
業員は、部門レビューアロールによってこのレビューセットにアクセスし、アイテムにレ

ビューマークを割り当てることができる可能性があります。

この動作は、設定オプション［自己レビューの禁止］を設定するとブロックできます。

p.177 の 「レビューの設定オプション」 を参照してください。

［自己レビューの禁止］オプションを設定すると、例外従業員として指定されている部門で

アイテムをレビューする Compliance Accelerator ユーザーに次のような制限がかけられ
ます。

■ これらのユーザーは、自分が送信または受信したアイテムに対するプレビュー、マー

ク付け、コメント追加を実行できません。たとえば、表示をブロックされているメッセー

ジのプレビューを試みたときに、次のメッセージが表示されます。

You are not authorized to review this item.

Contact your administrator for help.

また、これらのユーザーは、印刷可能バージョンでのアイテムの表示、アイテムの履

歴の表示、元の形式でのダウンロード、他のレビューアが追加したコメントの表示を実

行できません。

■ これらのユーザーが複数のアイテムを一度にマーク付けしたり、複数のアイテムに一

度にコメントを追加したりした場合、Compliance Accelerator では、そのユーザーが
レビューを許可されているアイテムのみが処理されます。そのユーザーに対して表示

がブロックされているアイテムは無視されます。これらの場合、一括レビューされたア

イテムを Compliance Accelerator で処理するのに通常より時間がかかります。

■ 部門レビューセット内のアイテムに対するマーク付けやコメント追加の制限は、リサー

チフォルダにも適用されます。ただし、例外従業員は、自分のアイテムをリサーチフォ

ルダから部門レビューセットにコミットしたり、リサーチフォルダからそれらのアイテムを

削除したり、別のリサーチフォルダにコピーしたりできる可能性があります。

［自己レビューの禁止］オプションで最良の結果を得るには、次の点に留意してください。
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■ ［自己レビューの禁止］オプションは、すべての Compliance Accelerator カスタマー
に適用される、アプリケーション全体を対象としたオプションです。

■ このオプションは、自分のアイテムの自己レビューを引き続き許可されるエスカレー

ションレビューアには適用されません。そのため、部門内で例外従業員にも指定され

ているユーザーには、エスカレーションレビューアのロールを割り当てないようにしま

す。ただし、ユーザーに 1 つの部門内でエスカレーションレビューアのロールを割り
当て、その従業員を別の部門で例外従業員に指定することは可能です。

■ 可能な場合は、例外従業員を他のレビューアまたはスーパーバイザの代行には指定

しないでください。例外従業員は、自分のアイテムのレビューをブロックされているた

めに、すべての代行責任を果たせない可能性があります。

■ レビューするアイテムを他の人に明示的に割り当てる場合は注意が必要です。例外

従業員が送信または受信したアイテムをその例外従業員に割り当てても、例外従業

員はそれらのアイテムをレビューできません。

■ 例外従業員に指定されている部門内でレビューロールも持つユーザーは、Compliance
Accelerator がメールボックスアーカイブからレビューセットに追加したアイテムを自
己レビューできます。ただし、Compliance Accelerator がジャーナルアーカイブから
レビューセットに追加したアイテムの場合は自己レビューできません。

レビューペインのアイテムのフィルタ処理
レビューペインの左側にあるオプションは、レビューを行うアイテムをフィルタ処理できる

多数の基準を提供します。

レビューペインのアイテムをフィルタ処理する方法

1 ［モード］ドロップダウンリストで、レビューセットのアイテムの標準レビューを実行する

か、またはエスカレーションメッセージのレビューを実行するかを選択します。

［エスカレーションメッセージのレビュー］モードはエスカレーションレビューアのみが

利用可能です。エスカレーションレビューアは、さらに評価するためにその他のレ

ビューアによってエスカレーションされたアイテムを表示、マーク付けできます。

2 フィルタペインの先頭の［部門］ドロップダウンリストで、レビューセットにアイテムを表

示する部門またはフォルダを選択します。
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3 ［アイテム］ドロップダウンリストで、レビューするアイテムのグループを選択します。オ

プションは次のとおりです。

このオプションでは、レビューセット内の特定の数のアイテ

ムを予約できます。作業が完了するまで、他のレビューアは

これらのアイテムを参照できません。

一時的な割り当て

このオプションでは、アイテムが他のレビューアに割り当て

られている場合でも、レビューセットのすべてのアイテムを

表示できます。

このオプションを使うと、他のレビューアの作業と重複するこ

とがあります。したがって、他のレビューアが同時に作業し

ていない場合、またはマーク付けせずにアイテムを参照す

る場合にのみこのオプションを選択することを推奨します。

すべてのアイテム

4 ［フィルタ］セクションでは、適用するファセット (アイテムの分類) を選択します。利用
可能な値を表示するには、ファセットの名前または名前の左側にある矢印をクリック

します。

次の表は利用可能なすべてのファセットをリストしたものです。

アイテムを送信した人の名前を基準にアイテムを選択しま

す。

Author

指定した期間に Compliance Accelerator がキャプチャし
たアイテムを選択します。

キャプチャ日

Compliance Accelerator がアイテムをキャプチャしてレ
ビューセットに追加した方法を基準にアイテムを選択します。

オプションは次のとおりです。

■ ［検索］。検索後にキャプチャされたアイテムを選択しま

す。

■ ［ランダムサンプリング］。指定した監視ポリシーに従っ

て、Compliance Accelerator がキャプチャしてレビュー
セットに追加したアイテムを選択します。

■ ［アドホック］。リサーチフォルダに追加されたアイテムを

選択します。

■ ［保証されたサンプル検索］。保証されたサンプル検索

の結果を選択します。

キャプチャ方法

レビューアがコメントを追加したアイテムを選択します。コメント

作成された日付を基準にアイテムを選択します。日付
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指定した方向に送受信されたアイテムを選択します。オプ

ションは次のとおりです。

■ ［内部］。作成者とすべての受信者が組織内部の人間で

あるアイテムを選択します。

■ ［外部インバウンド］。作成者が組織外部の人間で、受信

者のうち少なくとも 1 人が組織内部の人間であるアイテ
ムを選択します。

■ ［外部アウトバウンド］。作成者が組織内部の人間で、受

信者のうち少なくとも 1 人が組織外部の人間であるアイ
テムを選択します。

Direction

アイテムをエスカレーションレビューア宛てにエスカレーショ

ンしたユーザーを基準にアイテムを選択します。

エスカレーション実行者

アイテムを担当するエスカレーションレビューアを基準にア

イテムを選択します。

エスカレーションメッセー

ジ所有者

アイテムがエスカレーションレビューア宛てにエスカレーショ

ンされたかどうか、またはその後レビューアによってクローズ

されたかどうかを基準にアイテムを選択します。

エスカレーション状態

アイテムに最後にマークを割り当てたレビューアを基準にア

イテムを選択します。

マーク付けの最終実行

者

アイテムの添付ファイルの数を基準にアイテムを選択します。添付ファイルの数

ポリシー管理ソフトウェアがタグ付けに使ったポリシーによっ

てアイテムを選択します。

ポリシー

ポリシー管理ソフトウェアがタグ付けに使ったポリシーの処

理によってアイテムを選択します。この処理は次のいずれか

です。

■ ［含める］(レビューセットのキャプチャを要求または提案
する)。

■ ［除外］(レビューセットのキャプチャを除外するか、キャ
プチャしないことを推進する)。

ポリシーの処理

1 つ以上のスケジュール設定済みの検索によりキャプチャ
されたアイテムを選択します。

スケジュール設定済みの

検索

1 つ以上の検索によりキャプチャされたアイテムを選択しま
す。

検索

サイズ (KB) を基準にアイテムを選択します。サイズ (KB)

アイテムの状態（［保留］、［問題あり］など）を基準にアイテム

を選択します。

状態
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種類を基準にアイテムを選択します。種類

次の点に注意してください。

■ 各ファセット値にはハイパーリンクが設定されています。このハイパーリンクをク

リックすると、その値が選択され、それに応じてただちにアイテム一覧がフィルタ

処理されます。フィルタから削除するには、再びそのファセット値をクリックします。

同じファセット内で 1 つ以上の値がすでに選択されている場合は、別の値をク
リックすると他の値が選択解除されます。ただし、別のファセット内で選択されて

いる値は影響を受けません。

■ ファセット値の横にある数字は、一致するアイテムの数を示します。フィルタの適

用後、アイテム一覧に存在するアイテムの数を示す数字が Compliance
Accelerator によって更新されます。たとえば、最初の状態では、［作成者］ファ
セット値にレビューセット全体の一致するアイテムの数が表示されているとしま

す。その後、［状態］ファセット値を［未レビュー］に設定してからこのフィルタを適

用すると、［作成者］の値が更新され、各作成者の未レビューのアイテムの数の

みが表示されます。

ファセット値がイタリック体のフォントで表示される場合、一致するアイテムは現在

のアイテム一覧に存在しません。

■ 1 つのファセットに 2 つ以上の値を選択すると、Compliance Accelerator はい
ずれかの値に一致するアイテムを検索します。たとえば、［保留］と［問題あり］の

両方の値を選択することで、そのいずれかの状態にあるすべてのアイテムを表

示するように選択できます。

2 つ以上の異なるファセットに値を選択すると、Compliance Accelerator はす
べてのファセットに一致するアイテムを検索します。たとえば、［状態］の値に［保

留］、［種類］の値に［Exchange］を選択すると、状態が［保留］で、かつ種類が
［Exchange］であるアイテムのみが一致します。

■ ファセットに選択可能な値が多数ある場合は、Compliance Accelerator は最も
関連のある値の簡略一覧を表示します。一覧の最後にある青いハイパーリンク

をクリックすることによって、さらに値をリストに追加できます。

■ レビューペインのアイテムのフィルタ処理で同じファセット設定を頻繁に使う場合

は、［事前設定］フィールドの右にある［保存］ボタンをクリックすることによって、

その設定を事前設定として保存できます。その後、ドロップダウンリストから事前

設定を選択することによってこの設定を簡単に適用できます。

■ ファセット値を右クリックすることによって、アイテムにマークを適用できます。たと

えば、特定の作成者を基準にすべてのアイテムにマーク付けするには、一覧に

あるその作成者の名前を右クリックしてから［アイテムをすべてマーク付け］をク

リックします。

5 フィルタペインの先頭で［適用］をクリックします。
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アイテムへのレビューマークの割り当て
レビュー処理の一部として、レビューに問題がなかったこと、または問題があるため問い

合わせる必要があることを示す状態マークを各メッセージに割り当てます。

割り当てられた権限によって、一度に複数のメッセージに状態マークを割り当てることが

できるかどうかが決まります。一度に複数のメッセージにマーク付けするには、一括レビュー

処理適用権限が必要です。また、一度に 1 つのメッセージにマーク付けするには、レ
ビュー処理適用権限が必要です。デフォルトでは、コンプライアンススーパーバイザ、部

門レビューア、例外レビューアは両方の権限を所有します。

ヒント:

■ アイテムリストでは、未レビューアイテムのヘッダーは太字のフォントで表示されます。

■ 左ペインのオプションを右クリックして目的のマークを選択することによって、ある特定

のフィルタのオプションと一致するすべてのアイテムにすばやくマーク付けできます。

■ 一覧ビューのアイテムを右クリックすると、レビューセット内のアイテムに一括でマーク

付けする追加コマンドにアクセスできます。

レビューマークをアイテムに割り当てる方法

1 レビューペインで、マークを付けるアイテムを選択します。

複数の隣接したアイテムを選択するには、最初のアイテムをクリックし、Shift キーを
押しながら最後のアイテムをクリックします。隣接していないアイテムを選択するに

は、最初のアイテムをクリックし、Ctrl キーを押しながら追加のアイテムをクリックしま
す。すべてのアイテムを選択するには、Ctrl+A を押します。

2 ペインの右下にある目的のマークをクリックします。しばらくすると、Compliance
Accelerator によってアイテムの状態が変更されます。

コメントのアイテムへの追加
アイテムにレビューマークを割り当てるだけでなく、コメントを追加できます。

割り当てられた権限によって追加できるコメントの種類が決まります。独自レビューコメン

ト追加権限がある場合には、自分自身の言葉でコメントを追加できます。標準レビューコ

メント追加権限を持つ場合には、事前設定済みの一覧から追加するコメントを選択できま

す。デフォルトでは、コンプライアンススーパーバイザ、部門レビューア、例外レビューア

のロールを持つユーザーに両方の権限が割り当てられます。
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コメントをアイテムに追加するには

1 レビューペインで、コメントを追加する 1つ以上のアイテムを選択します。

2 権限レベルに応じて、ペインの下にある［コメント］フィールドに新しいコメントを入力

するか、事前定義済みコメントの一覧から選択します。

3 ［コメント］フィールドの右側にあるボタンをクリックします。

Compliance Accelerator はコメントを追加したことを示すためにアイテムリストの［存
在するコメント］列にコメントインジケータを表示します。

アイテムに割り当て済みのコメントを表示するために読み込みペインの下部で［コメ

ント］タブをクリックします。また、アイテムリストの列をカスタマイズしてアイテムのコメ

ントを表示する列を追加できます。

アイテムの履歴の表示
Compliance Accelerator では、選択アイテムにレビューアがマークやコメントを割り当て
た日時のような選択アイテムの履歴の情報に簡単にアクセスできます。

アイテムの履歴を表示するには

1 レビューペインで、履歴を表示するアイテムを選択します。

2 読み込みペインの下部で［履歴］タブをクリックします。

Compliance Accelerator は次の詳細を表示します。

■ 件名、日付、送信者と受信者の詳細

■ Microsoft Exchange、Bloomberg などのアイテムの種類、アイテムの方向 (内
部、外部インバウンドまたは外部アウトバウンド)

■ Compliance Accelerator でアイテムをキャプチャした部門

■ Compliance Accelerator でアイテムをキャプチャした日時と方法

■ Compliance Accelerator 内のアイテムの ID

■ アイテムのアーカイブ元の場所

■ アイテムの処理状態の履歴。この履歴は、アイテムのプレビューまたは印刷可能

バージョンを表示したレビューア、アイテムの元のバージョンをダウンロードした

レビューア、マーク付けしたレビューア、およびレビューアがそれらを行った日時

を識別します。レビューセットからリサーチフォルダにコピーしたアイテムの履歴

を表示している場合、状態履歴リストで青になっているイベントは、フォルダにア

イテムをコピーする前に実行されました。
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メモ: レビューアがアイテムのプレビューや印刷可能バージョンを表示したとき、
または元の形式でアイテムをダウンロードしたときにログに記録するには、［アイ

テム履歴でプレビュー処理をログ記録 ］設定オプションを設定する必要がありま
す。

p.177 の 「レビューの設定オプション」 を参照してください。

■ アイテムが評価またはエスカレーションされた日時に関する追加情報 (適切な権
限がある場合)

■ ポリシー管理ソフトウェアがアイテムのタグ付けに使ったポリシーとポリシー処理

■ SMTP アイテムの場合は、Enterprise Vault が X-header に追加した属性情報

アイテムの印刷可能バージョンの表示
印刷に適した形式でアイテムの内容を表示できます。

アイテムの印刷可能バージョンを表示する方法

1 レビューペインで、印刷するアイテムを選択します。

2 読み込みペインの下部で［印刷可能］タブをクリックします。

Compliance Accelerator はアイテムの印刷可能バージョンを表示します。

アーカイブからアイテムを削除した場合、Discovery Accelerator にそのメタデータ
が表示されますが、その内容は表示されません。

3 印刷のためにアイテムを送信するには閲覧ペインの先頭で［印刷］ボタンをクリックし

ます。

元のアイテムのダウンロード
アイテムから作成される HTML を表示するほかに、元の形式でコンピュータにアイテムを
ダウンロードできます。レビューアが割り当てたコメントなどの監査情報はダウンロードされ

たアイテムには含まれません。アイテムと監査情報の両方を取得する場合は、Compliance
Accelerator からアイテムをエクスポートする必要があります。

アイテムをダウンロードするには、メッセージレビュー権限が必要です。デフォルトでは、

すべてのレビューアとスーパーバイザにこの権限が割り当てられています。

アイテムの元のバージョンをダウンロードする方法

◆ レビューペインで次のいずれかの操作をします。

■ ダウンロードするアイテムをクリックし、次に読み込みペインの上の［元のアイテム

の表示］ボタンをクリックします。
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■ アイテムを右クリックして［元の表示］をクリックします。

Compliance Accelerator によってアイテムがコンピュータにダウンロードされ、適切
なアプリケーションを使って表示されます。

クリップボードへのアイテムリストのコピー
アイテムリストの 1 行またはすべての行を Windows のクリップボードにコピーして、
Microsoft Excel などの表計算アプリケーションに貼り付けることができます。コピー情報
には、各アイテムの Enterprise Vault 保存セット ID など、Compliance Accelerator のリ
ストには表示されない追加情報が含まれます。アイテムリストの一部の列を非表示に設定

したとしても、すべての情報がコピーされます。

クリップボードへアイテムリストをコピーする方法

1 レビューペインで次のいずれかの操作をします。

■ アイテムリストの単一行をコピーするには、行を右クリックして［アイテムの詳細を

クリップボードにコピーします］をクリックします。

■ すべての行をコピーするには、最初に Ctrl+A を押してすべての行を選択しま
す。それから右クリックして［アイテムの詳細をクリップボードにコピーします］をク

リックします。

2 情報を貼り付けるアプリケーションを開きます。

3 通常の方法で情報を貼り付けます。

レビューペインの概観の変更
作業方法に合うように、またアイテムをすばやく見つけるのに役立つように、レビューペイ

ンの外観をカスタマイズできます。

表 6-1 レビューペインをカスタマイズする方法

操作用途

アイテムリストの上の［レビュー画面の展開］ボタンをク

リックします。

利用可能空間を占有するためにレビュー

ペインを展開します。

次にアイテムリストの上の［表示］をクリックし、［読み込

みペインのレイアウト］をポイントし、目的の位置を選択

します。

メインウィンドウの下部か右側に読み込みペインを置

くか、またはそれをメインウィンドウから取り外し、新し

いウィンドウで内容を表示することができます。

読み込みペインの位置を変更します。
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操作用途

アイテムリストの上の［表示］をクリックし、［読み込みペ

インのテキストのサイズ］をポイントし、目的のサイズを

選択します。

読み込みペインのテキストのサイズを変更

します。

アイテムリストの列見出しを右クリックし、［列を選択］を

ポイントし、表示または非表示にする列を選択します。

それから［変更を適用］をクリックします。

アイテムリストの列を表示または非表示に

します。

列のエントリによってアイテムをソートするためにアイ

テムリストの列見出しをクリックします。

列見出しの矢印の方向はエントリがソートされるのは

昇順かまたは降順かを示します。

アイテムリストのアイテムをソートします。

アイテムリストの上の［グループ］フィールドで目的のオ

プションを選択します。

グループの左側にある矢印をクリックしてグループの

アイテムを表示または非表示にします。

日付、作成者、件名、またはポリシー処理

によってアイテムをグループ化します。

アイテムリストの下の［ページサイズ］フィールドで、対

象となるアイテムの数を選択します。

1 ページに表示するアイテムの最大数を指
定します。

レビューペインのユーザー設定の設定
Compliance Accelerator が提供する広範な機能を使って、レビューペインの外観と操
作をカスタマイズできます。

レビューペインのユーザー設定を設定する方法

1 レビューペインのヘッダー領域の［レビュー設定］ボタンをクリックします。

［レビュー設定］ダイアログボックスが表示されます。
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2 ［全般］タブで目的のオプションを選択します。オプションは次のとおりです。

選択すると、Compliance Accelerator を起動したときにレ
ビューペインに直接進むことができます。

アプリケーションの起動時にレ

ビュー画面を表示する

選択すると、アイテム一覧のアイテムにデフォルトのフィルタ

のオプションが適用されます。

アプリケーションの起動時にデ

フォルトの事前設定を適用する

選択すると、レビューペインのためのデフォルトオプションと

して現在のフィルタのオプションを保存します。

終了時に現在の事前設定をデ

フォルトとして保存

選択すると、アイテムにマーク付けするときに、Compliance
Accelerator によってリストの次のアイテムが自動的に表示
されます。

マーク付け後、次のアイテムに

移動

レビューペインで表示できるアイテム数の制限を設定しま

す。

表示するアイテムの最大数

3 ［表示］タブで目的のオプションを選択します。オプションは次のとおりです。

レビューペインのすべてのボタンとラベルで使うフォントを設

定します。

フォント

アイテム一覧で使うフォントを設定します。アイテム一覧のフォント

読み込みペインで使うフォントを設定します。読み込みペインのフォント
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Compliance Accelerator が単一行または複数行のどちら
のレイアウトで一覧にアイテムを表示するかを指定します。

複数行レイアウトでは、アイテム情報は 2 行以上で表示さ
れます。最初の行には送信者が表示され、2 行目にはアイ
テムのヘッダーの［件名］フィールドのテキストが表示されま

す。

［自動］を選択すると、単一行でヘッダーを表示するには画

面の領域が不足している場合に Compliance Accelerator
は自動的に複数行レイアウトに切り替えます。

アイテム一覧の表示の種類

検索語のハイライトを有効または無効にします。読み込みペインの検索語をハ

イライト

レビューペインのテキスト入力フィールド (［コメント］フィール
ドなど) に文字を入力するときの動作を指定します。このオ
プションを選択すると、文字を入力する際に別のポップアッ

プウィンドウにその文字が表示されます。これによって、新

しい文字の入力時にも前の文字は表示されたままになるた

め、一度にすべての文字を表示できます。

テキスト入力にポップアップを使

う

選択すると、プレビューペインの下にある処理ボタンのテキ

ストラベルは削除されます。

処理ボタンのテキストを表示し

ない

選択すると、現在のアイテムのアーカイブ元の場所に関す

る追加情報がプレビューペインの上に表示されます。

読み取りペインに元の場所を表

示する

4 ［OK］をクリックします。

アイテムのエスカレーション
Compliance Accelerator では、さらに評価するためにエスカレーションレビューアと呼ば
れる 1 つ以上レベルが高い権限のレビューアに、レビュー対象のアイテムをエスカレー
ションできます。アイテムをエスカレーションした後は、権限によって許可されるレビュー

処理を引き続き実行できます。たとえば、必要な権限があれば、レビューマークを割り当

てたり、エスカレーションされたアイテムにコメントを追加したりできます。ただし、エスカ

レーションレビューアがこのエスカレーションアイテムをオープンしている間はアイテムを

再びエスカレーションできません。

すべてのエスカレーションアイテムはすべてのエスカレーションレビューアに表示されま

す。

アイテムをエスカレーションするには、メッセージエスカレーション権限が必要です。デフォ

ルトでは、例外レビューアと部門レビューアにこの権限が割り当てられています。
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アイテムをエスカレーションする方法

1 レビューペインで、エスカレーションする 1つ以上のアイテムを選択します。

2 ペインの右下にある［エスカレーション］ボタンをクリックします。

3 アイテムを割り当てる一人以上のエスカレーションレビューアを選択します。［デフォ

ルト］オプションを選択すると、Compliance Accelerator は、部門内でデフォルトで
指定されているレビューアにエスカレーションアイテムを割り当てます。

4 ［OK］をクリックします。

エスカレーションアイテムの他のエスカレーションメッセージレビューアへ
の割り当て

エスカレーションメッセージレビューアは、別のエスカレーションメッセージレビューアがそ

のアイテムの所有権を持つように、自分宛てにエスカレーションされたアイテムを再割り当

てできます。他のエスカレーションメッセージレビューアは、エスカレーションアイテムの所

有権がなくてもアイテムを処理できます。ただし、Compliance Accelerator ではレビュー
セットのフィルタ処理ができるのはエスカレーションアイテムの所有者であるため、所有権

を再割り当てすることによって、重要でないアイテムを取り除くことができます。

エスカレーションアイテムを別のエスカレーションメッセージレビューアに割り当てる方法

1 レビューペインの左の ［モード］ ドロップダウンリストで、 ［エスカレーションメッセージ
のレビュー］ が選択されていることを確認します。

2 別のレビューアに割り当てる 1 つ以上のアイテムを選択します。

3 ペインの右下にある ［別のレビューアに割り当てます］ ボタンをクリックします。

4 アイテムを割り当てる一人以上のエスカレーションレビューアを選択します。［デフォ

ルト］オプションを選択すると、Compliance Accelerator は、部門内でデフォルトで
指定されているエスカレーションレビューアにアイテムを割り当てます。

5 ［OK］ をクリックします。

エスカレーションアイテムのクローズ
エスカレーションレビューアは、作業が終了したらエスカレーションアイテムをクローズす

ることができます。クローズしたアイテムは別のエスカレーションレビューアに表示されま

すが、他のエスカレーションレビューアは、部門レビューアがアイテムを再エスカレーショ

ンしないと、処理を実行できません。
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エスカレーションアイテムをクローズする方法

1 レビューペインの左の［モード］ドロップダウンリストで、［エスカレーションメッセージ

のレビュー］が選択されていることを確認します。

2 クローズする 1 つ以上のアイテムを選択します。

3 ペインの右下にある［クローズ］ボタンをクリックします。

再利用するためのレビューコメントの格納
複数のアイテムを処理する場合、同じコメントを何度も入力するのはレビューアにとって面

倒な作業です。レビューアが作業対象のアイテムに適用できる共通のコメントテキストを

格納すると、レビュー処理を高速化できます。これらのレビューアには、設定するコメント

を適用するための標準レビューコメント追加権限が必要であることに注意してください。

レビューコメントを設定するには、レビューコメント管理権限が必要です。デフォルトでは、

アプリケーションのアプリケーションルール管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割

り当てられます。

レビューコメントを格納する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの ［アプリケーション］ タブをクリックし、次に
［レビューコメント］ タブをクリックします。

2 ［新規コメント］ をクリックします。

［レビューコメントの詳細］ペインが表示されます。
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3 右側にあるペインで、100 文字まで含んでいるコメントの省略可能な概略を入力し
ます。

この概略はレビューペインの下部の ［コメント］ フィールドに表示されます。概略を入
力しない場合、Compliance Accelerator はコメントの内容を短縮して概略として表
示します。

4 レビューコメントフィールドにコメントの全文を入力します。これは 1024 文字まで含
むことができます。

5 ［保存］ をクリックします。
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リサーチフォルダを使った作
業

この章では以下の項目について説明しています。

■ リサーチフォルダについて

■ リサーチフォルダの作成

■ リサーチフォルダのプロパティの編集

■ アイテムのリサーチフォルダへのコピー

■ リサーチフォルダのアイテムのレビュー

■ リサーチフォルダからのアイテムのエクスポート

■ リサーチフォルダへのアクセス権の付与

■ 部門レビューセットへのリサーチフォルダ内アイテムのコミット

■ リサーチフォルダからのアイテムの削除

■ フォルダの削除

リサーチフォルダについて
1 つ以上のリサーチフォルダを作成すると、他のレビューアに追加の作業をさせることな
く、対象となるアイテムのみを作業できます。たとえば、インサイダー取引の疑いのある事

実を追跡しているとします。大量の検索結果を他のレビューアが参照できるレビューセッ

トに追加せずに、リサーチフォルダから検索を実行し、その結果をリサーチフォルダに格

納できます。そして、通常の方法でアイテムをレビューしてマーク付けしたり、オフライン

でレビューするためにそのアイテムをエクスポートしたりすることができます。

7



最終的にアイテムのレビューを完了したら、他のレビューアが参照できるように部門レ

ビューセットにアイテムをコミットできます。

必要に応じて、他のユーザーと一緒にレビューを行えるように、他のユーザーに自分のリ

サーチフォルダへのアクセス権を付与することもできます。ユーザーに付与された権限に

よって、フォルダからアイテムをエクスポートできるかどうか、アイテムを検索して追加でき

るかどうか、アイテムをレビューしてマーク付けできるかどうかが決まります。

リサーチフォルダの作成
Compliance Accelerator ではフォルダを作成するためのいくつかの方法を提供してい
ます。次に説明する方法の他にも、検索基準を定義するとき、検索結果を受け入れると

き、アイテムをレビューするときにも新しいフォルダを作成できます。

リサーチフォルダを作成するには

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、［すべてのリサーチ］をクリックします。

3 ウィンドウの先頭で［新規作成］をクリックします。

フォルダのプロパティペインが表示されます。
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4 ［名前］フィールドで、フォルダ名を入力します。

5 ［部門］フィールドで、フォルダを関連付けする部門を選択します。この部門でのアド

ホック検索実行権限が必要です。

6 フォルダからエクスポートするアイテムを格納する場所を指定します。

7 ［保存］をクリックします。

リサーチフォルダのプロパティの編集
フォルダのプロパティを変更する必要がある場合は、次の手順に従ってプロパティを変更

できます。他のユーザーのフォルダの名前を変更する場合は、そのフォルダの所有権が

必要です。

リサーチフォルダのプロパティを編集する方法

1 ［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、編集するフォルダをクリックします。

3 ［プロパティ］をクリックします。

4 必要に応じてフォルダを編集します。

5 ［保存］をクリックします。

アイテムのリサーチフォルダへのコピー
アイテムの詳細なリサーチを行うために、レビューセットから個人用フォルダにアイテムを

コピーできます。そのアイテムをレビューしてマーク付けし、オフラインでレビューするため

にアイテムをエクスポートしたり、コピーされたアイテムに関連するアイテムを検索したりす

ることができます。

アイテムをレビューセットから自分のフォルダにコピーするには、その部門のアドホック検

索実行権限が必要です。デフォルトでは、コンプライアンススーパーバイザ、部門レビュー

ア、例外レビューアにこの権限が割り当てられています。

アイテムをリサーチフォルダにコピーする方法

1 レビューペインで、フォルダにコピーする 1つ以上のアイテムを選択します。

複数の隣接したアイテムを選択するには、最初のアイテムをクリックし、Shift キーを
押しながら最後のアイテムをクリックします。隣接していないアイテムを選択するに

は、最初のアイテムをクリックし、Ctrl キーを押しながら追加のアイテムをクリックしま
す。すべてのアイテムを選択するには、Ctrl+A を押します。

2 プレビューペインで［処理］をクリックして、［コピー］をポイントします。

3 アイテムをコピーするコピー先フォルダを選択します。
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4 選択したアイテムのみをコピーするか、レビューセット内のすべてのアイテムをコピー

するかを選択します。

5 ［コピー］をクリックします。

リサーチフォルダのアイテムのレビュー
フォルダ内のアイテムは、レビューセット内のアイテムをレビューする方法とまったく同じ方

法でレビューできます。

いずれのケースも、アイテムにレビューマークとコメントを適用し、さらに評価するためにそ

のアイテムをエスカレーションレビューアにエスカレーションさせることができます。ただし、

フォルダ内のアイテムを評価済みとしてマーク付けすることはできません。

メモ: フォルダからエスカレーションするすべてのアイテムは、関連付けられている部署の
レビューセットに自動的にコミットされます (アイテムがそこに存在していない場合)。

フォルダのアイテムをレビューするには、そのフォルダのレビュー権限が必要です。デフォ

ルトでは、フォルダフルコントロールロールまたはフォルダレビューロールを持つユーザー

にこの権限が割り当てられます。

リサーチフォルダのアイテムをレビューする方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、レビューするアイテムのフォルダをクリックします。

3 ［プロパティ］タブをクリックします。

4 ［レビューに移動］をクリックします。

5 レビューペインで、通常の方法でアイテムをレビューします。

p.101 の 「レビューペインについて」 を参照してください。

リサーチフォルダからのアイテムのエクスポート
アイテムをオフラインでレビューしたり、第三者に証拠として提示する場合は、アイテムを

エクスポートする必要があります。アイテムは PST、Domino NSF データベース、HTML、
MSG、ZIP などのいくつかの形式でエクスポートできます。 HTML 形式でエクスポートす
ると、各アイテムのレビューマーク情報もエクスポートされます。

アイテムは、エクスポートしても状態が変わらないため、エクスポート後も処理を続けるこ

とができます。

フォルダからアイテムをエクスポートするには、そのフォルダのメッセージエクスポート権

限が必要です。デフォルトでは、フォルダフルコントロールロールまたはフォルダエクス

ポートロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。
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リサーチフォルダからアイテムをエクスポートするには

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、一部のアイテムをエクスポートするフォルダをクリックします。

3 ［エクスポート］タブをクリックします。

4 ［新規作成］をクリックします。

5 実行に必要な詳細情報とフィルタ情報を入力します。

メモ: エスカレーションしたアイテムをエクスポート用に選択するためにフィルタを使
うことはできません。エスカレーションしたアイテムは関連付けられている部署のレ

ビューセットにコピーされます (アイテムがそこに存在していない場合)。ただし、この
処理によって、リサーチフォルダの元のバージョンにエスカレーション済みのマーク

は付けられません。

Compliance Accelerator は、クライアントを実行するコンピュータのフォルダではな
く、Compliance Accelerator サーバーのフォルダにアイテムをエクスポートします。
同じ出力フォルダとエクスポート実行名を使って複数回実行すると、Compliance
Accelerator は実行するたびにレポート概略を上書きします。そのため、実行するご
とに異なる名前を設定することを推奨します。

出力フォルダパスには最大 100 文字まで入力できます。

6 ［適用］をクリックします。

7 特定の数のアイテムをエクスポートするために［OK］をクリックします。

8 処理が終了するのをしばらく待ってから、Compliance Accelerator サーバーの出
力フォルダを参照し、エクスポートされたアイテムを取り込みます。

リサーチフォルダへのアクセス権の付与
他のユーザーにロールを割り当てることによって、他のユーザーに自分のフォルダへの

アクセス権を付与できます。たとえば、フォルダのアイテムのレビューとマーク付けを行う

ユーザーは、そのフォルダのレビューロールを持っている必要があります。他のロールで

は、フォルダからアイテムをエクスポートすることと、新しいアイテムを検索してフォルダに

追加することができます。フルコントロールロールでは、これらのすべての権限が 1 つの
ロールに統合されます。

他のユーザーに自分のフォルダへのアクセス権を付与するには、そのフォルダのロール

の割り当て権限が必要です。デフォルトでは、フォルダフルコントロールロールを持つユー

ザーにこの権限が割り当てられます。
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リサーチフォルダへのアクセス権を他のユーザーに付与する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、アクセス権を付与するフォルダをクリックします。

3 ［ロールの割り当て］タブをクリックします。

4 ロールを割り当てるユーザーの名前をクリックします。

ユーザーがリストに表示されなければ、ペインの先頭で［追加］をクリックし、次にそ

れに追加するユーザーを選択します。

5 右ペインで次のいずれかの操作をします。

■ 新しいロールを割り当てるために［追加］をクリックします。

■ 選択したロールを削除するために［削除］をクリックします。

6 ［保存］をクリックします。

部門レビューセットへのリサーチフォルダ内アイテムのコ
ミット

リサーチフォルダでアイテムの作業を終えると、すべての部門レビューアが参照できるよ

うに、そのアイテムを部門レビューセットにコミットできます。Compliance Accelerator で
は、アイテム本体のほかに、アイテムに適用したすべてのレビューマーク、評価マーク、コ

メントがコミットされます。実際は、何らかの方法でマーク付けされたアイテムのみがコミッ

トできます。［未レビュー］状態のアイテムはコミットできません。

コミットするアイテムの種類に応じて、評価済みフォルダメッセージコミット権限またはレ

ビュー済みフォルダメッセージコミット権限が必要です。デフォルトでは、フルコントロール

ロールまたはメッセージコミットロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

部門レビューセットにリサーチフォルダ内のアイテムをコミットする方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、コミットするアイテムのフォルダをクリックします。

3 ［プロパティ］タブをクリックします。

4 ［レビューに移動］をクリックします。

5 レビューペインで、コミットする 1 つ以上のアイテムを選択します。

隣接した複数のアイテムを選択するには、Shift キーを押しながら範囲内の最初と最
後のアイテムをクリックします。隣接していない複数のアイテムを選択するには、Ctrl
キーを押しながら目的のアイテムをクリックします。

6 プレビューペインの下で［フォルダから部門にアイテムをコミットします］ボタンをクリッ

クします。
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7 アイテムのほかに、アイテムに適用されたすべてのレビューマーク、評価マーク、コ

メントをコミットするかどうか選択します。

また、選択アイテムのみをコミットするか部門のすべてのアイテムをコミットするか、部

門レビューセットにアイテムをコミットした後、フォルダからそれらを削除するかどうか

も選択できます。

8 ［コミット］をクリックします。

リサーチフォルダからのアイテムの削除
アイテムが不要になった場合、そのアイテムをリサーチフォルダから削除できます。

アイテムにレビューマークやコメントを適用している場合、Compliance Accelerator で
は、アイテムを削除する前にそのアイテムを部門レビューセットにコミットするオプションが

表示されます。

リサーチフォルダからアイテムを削除する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、削除するアイテムがあるフォルダをクリックします。

3 ［プロパティ］タブをクリックします。

4 ［レビューに移動］をクリックします。

5 レビューペインで、削除する 1 つ以上のアイテムを選択します。

隣接した複数のアイテムを選択するには、Shift キーを押しながら範囲内の最初と最
後のアイテムをクリックします。隣接していない複数のアイテムを選択するには、Ctrl
キーを押しながら目的のアイテムをクリックします。

6 プレビューペインの下にある［削除］ボタンをクリックします。

7 選択したアイテムのみを削除するか、フォルダ内のすべてのアイテムを削除するか

を選択します。

また、アイテムを削除する前に、部門レビューセットにレビューマーク、評価マーク、

コメントをコミットするかどうかも選択できます。

8 ［削除］をクリックします。

フォルダの削除
フォルダが不要になった場合、そのフォルダを削除できます。

フォルダを削除するには、フォルダ削除権限が必要です。
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フォルダを削除する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、［すべてのリサーチ］をクリックします。

3 削除する 1 つ以上のフォルダを選択します。

複数の隣接したフォルダを選択するには、最初のフォルダをクリックし、Shift キーを
押しながら最後のフォルダをクリックします。隣接していないフォルダを選択するに

は、最初のフォルダをクリックし、Ctrl キーを押しながら追加のフォルダをクリックしま
す。すべてのフォルダを選択するには、Ctrl+A を押します。

4 ［削除］をクリックします。

5 続行する場合は、［フォルダの削除］をクリックします。
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アイテムのエクスポート

この章では以下の項目について説明しています。

■ アイテムのエクスポートについて

■ エクスポート実行

■ 同時エクスポート実行数の制限について

■ エクスポート実行を最適化する方法

■ 例外従業員のレビューセットからのアイテムのエクスポート

■ エクスポート ID を Microsoft Outlook で表示

アイテムのエクスポートについて
アイテムをオフラインでレビューしたり、第三者に証拠として提示する場合は、アイテムを

Compliance Accelerator からエクスポートする必要があります。 Compliance Accelerator
は内容のエクスポート用に多数のファイル形式をサポートしています。すべての内容を、

元の形式で、または内容から作成される HTML としてエクスポートできます。

特定の種類のコンテンツのエクスポートの制限事項
特定の種類のコンテンツを HTML 形式でエクスポートする際には、次の制限事項に注
意します。

■ 電子メールメッセージに埋め込まれたイメージは、これらのメッセージの HTML エク
スポートでは正しく表示されない場合があります。最適な結果を得るために、埋め込

みイメージが含まれるメッセージを元の形式でエクスポートするか、単一の個人用フォ

ルダ (.pst) ファイルにカプセル化することをお勧めします。

■ Skype for Business の通信には、ユーザーが会議中に共有するホワイトボードと投
票を含めることができます。この会議の 2 つの機能のコンテンツは、Enterprise Vault
がインデックスを作成できない Microsoft 社独自の XML フォーマットで保存されま
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す。その結果、Compliance Accelerator レビューセットからホワイトボードの HTML
レンダリングをエクスポートすると、その内容は空白になります。同様に、投票の HTML
エクスポートにも、投票の質問に対する回答は含まれませんが、質問自体は含まれま

す。

エクスポート実行
アイテムをオフラインでレビューしたり、第三者に証拠として提示する場合は、アイテムを

Compliance Accelerator からエクスポートする必要があります。出力形式は PST、Domino
NSF データベース、HTML、MSG、ZIP などの複数の形式から選択できます。アイテム
自身およびその処理状態の履歴の両方をエクスポートする場合は HTML にエクスポー
トします。この履歴は、アイテムのプレビューまたは印刷可能バージョンを表示したレビュー

ア、アイテムの元のバージョンをダウンロードしたレビューア、マーク付けしたレビューア、

およびレビューアがそれらを行った日時を識別します。

選択アイテムをエクスポートすることに加えて、Compliance Accelerator はまた HTML
形式、平文形式と XML 形式のレポートを出力します。3 つのすべてのレポートには、エ
クスポートしたアイテムが一覧表示されます。さらに、HTML レポートではそれらのアイテ
ムへのハイパーリンクが提供されます。

部門からアイテムをエクスポートするには、メッセージエクスポート権限が必要です。デ

フォルトでは、部門内のすべてのレビューアとスーパーバイザにこの権限が割り当てられ

ています。ただし、エスカレーションアイテムをエクスポートするオプションは、エスカレー

ションメッセージエクスポート権限を持つユーザーのみが利用可能です。デフォルトでは、

エスカレーションレビューアロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

エクスポートを実行する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左ペインで、アイテムをエクスポートする部門をクリックします。

Compliance Accelerator によって大量の部門が一覧表示される場合は、ペインの
上部のフィールドを使って一覧をフィルタ処理できます。部門を名前でフィルタ処理

するだけでなく、それらと関連付けされるリサーチフォルダを一覧表示するかどうか

を選択できます。

3 ［エクスポート］タブをクリックします。

4 ウィンドウの先頭で［新規作成］をクリックします。

［エクスポートの詳細］ペインが表示されます。
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5 ［名前］フィールドで、実行の名前を入力します。

ここに指定する名前は Compliance Accelerator が実行からの出力を格納するサ
ブフォルダの名前になります。

6 ［出力フォルダ］フィールドで、実行からの出力を格納する Compliance Accelerator
サーバーのフォルダへのパスを入力します。

フォルダパスには最大 100 文字まで入力できます。

Compliance Accelerator は、指名したフォルダのサブフォルダの実行からの出力
を保存します。

7 ［アイテムの選択］フィールドで、エクスポートするアイテムを選択します。

オプションは次のとおりです。

エクスポートする各アイテムの ID を指定します。アイテムの
ID を指定するには、レビューペインのアイテムを表示しま
す。

アイテム ID

Microsoft Exchange または Domino のような種類によっ
てアイテムを選択します。

メッセージの種類
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特定の方向に送受信されているアイテムを選択します。メッセージの方向

キャプチャされ、監視ポリシーによりレビューセットに追加さ

れたアイテム（［ランダムサンプリング］）または検索結果とし

てキャプチャされたアイテム（［検索］）を選択します。

キャプチャ方法

ポリシー管理ソフトウェアがタグ付けに使ったポリシーの処

理によってアイテムを選択します。

この処理は次のいずれかです。［含める］（キャプチャを要

求または提案する）、［除外］（キャプチャを除外するか、キャ

プチャしないことを推進する）、［処理なし］（アイテムは通常

のランダムサンプリングの対象である）。

ポリシーの処理

指定した期間に Compliance Accelerator がキャプチャし
たアイテムを選択します。

キャプチャ日

特定の検索によりキャプチャされたアイテムを選択します。検索

アイテムの処理状態（［未レビュー］、［保留］、［問題あり］な

ど）を基準にアイテムを選択します。

現在の処理状態

アイテムに最後にレビューマークを割り当てたユーザーを

基準にアイテムを選択します。

現在の処理状態作成者

アイテムがエスカレーションレビューア宛てにエスカレーショ

ンされたかどうか、その後レビューアによってクローズされた

かどうかを基準にアイテムを選択します。

エスカレーション状態

アイテムを担当するエスカレーションレビューアを基準にア

イテムを選択します。

エスカレーションメッセージ所有

者

アイテムをエスカレーションレビューア宛てにエスカレーショ

ンしたユーザーを基準にアイテムを選択します。

エスカレーション実行者

スーパーバイザによる評価が行われたかどうかを基準にア

イテムを選択します。このオプションは、評価状態適用権限

を持つスーパーバイザに対してのみ表示されます。

現在の評価状態

アイテムに最後にマークを割り当てたスーパーバイザを基

準にアイテムを選択します。このオプションは、評価状態適

用権限を持つスーパーバイザに対してのみ表示されます。

現在の評価状態作成者

ポリシー管理ソフトウェアがタグ付けに使った特定のポリシー

によってアイテムを選択します。

ポリシー

8 Exchange または SMTP ジャーナルアイテムのジャーナルエンベロープ (P1) の受
信者情報をエクスポートレポートに含める場合は、［ジャーナル受信者をレポートに
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含める］を選択します。これには、受信者が［宛先］、［CC］、［BCC］のいずれのフィー
ルドで指定されているかに関係なく、各アイテムのすべての受信者がリストされます。

Compliance Accelerator では、 Domino ジャーナルアイテムの受信者情報は含ま
れません。

9 アイテムを元の形式でエクスポートするか、HTML としてエクスポートするか、ZIP
ファイルで収集するかを選択します。

■ ［元の種類］をクリックすると Microsoft Exchange アイテムは個別の MSG ファ
イルとして出力し、SMTP アイテムは個別の EML ファイルとして出力するか、ま
たは個人用の単一フォルダの（.pst）ファイルにすべてカプセル化できます。

［PST］をクリックすると、Compliance Accelerator にファイルのパスワードと最大
ロールオーバーサイズを設定できる追加オプションが複数表示されます。 パス
ワードは英数字のみを含むことができます。 各 PST ファイルのデフォルトサイズ
は 600 MB です。20 GB を超えることはできません。

■ ［HTML］をクリックすると、Compliance Accelerator にコメントや処理状態の履
歴を含めることを選択できる追加オプションが複数表示されます。この履歴は、

各アイテムのプレビューまたは印刷可能バージョンを表示したレビューア、アイ

テムの元のバージョンをダウンロードしたレビューア、マーク付けしたレビューア、

およびレビューアがそれらを行った日時を識別します。

メモ: レビューアがアイテムのプレビューや印刷可能バージョンを表示したとき、
または元の形式でアイテムをダウンロードしたときにログに記録するには、［アイ

テム履歴でプレビュー処理をログ記録 ］設定オプションを設定する必要がありま
す。

p.177 の 「レビューの設定オプション」 を参照してください。

■ ［Zip］をクリックすると、各 ZIP ファイルの最大ロールオーバーサイズを設定でき
ます。 デフォルトは 1024 MB （1 GB）です。
ZIP ファイルにすべての種類のアイテムをエクスポートできます。 ただし、Domino
アイテムをエクスポートする場合は最初に Compliance Accelerator でアイテム
を Domino NSF データベースに収集してから ZIP ファイルに追加します。

10 ［エクスポートするアイテムの数］フィールドでは、必要なアイテムの数を入力します。

Compliance Accelerator が最も古いアイテムをエクスポートすることに注意してくだ
さい。たとえば、100 のアイテムをエクスポートすることを選択した場合、Compliance
Accelerator は選択したオプションと一致する 100 の最も古いアイテムをエクスポー
トします。

11 ファイルシステムアイテムまたは Domino アイテムをエクスポートするときに、変更ま
たは誤って削除できないようにそれらのアイテムを読み取り専用にする場合は、［読

み取り専用］を選択します。
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12 ［適用］をクリックします。

13 エクスポートが終了したら、Compliance Accelerator サーバーの出力フォルダを開
いて、エクスポートされたアイテムを取り込みます。また、このフォルダはエクスポート

したアイテムをリストするレポートを含んでいます。

同時エクスポート実行数の制限について
デフォルトでは、4 つまでの実行を同時に行うことができます。追加の実行を行おうとした
場合、Compliance Accelerator はアクティブな実行のいくつかを完了するまでキューに
それらを保持します。それからそれらを開始した順序で追加の実行を行います。実行の

最大数がすでに進行中の間、優先度が高い実行を行う必要があれば、開始できるように

Compliance Accelerator の管理者にそれらの実行の 1 つを停止するように頼むことが
できます。

Compliance Accelerator 管理者は次の［エクスポート/提出物生成］設定オプションを設
定することによって行うことが可能である同時実行の最大数を変更できます。

■ 提出物生成実行ごとの提出物生成スレッドの数

■ カスタマーごとの提出物生成スレッドの総数

これらの設定オプションにアクセスするには、Compliance Accelerator クライアントの［設
定］タブをクリックし、次に［設定値］タブをクリックします。行うことができる同時実行の最大

数は［カスタマーごとの提出物生成スレッドの総数］を［提出物生成実行ごとの低提出物

生成スレッドの数］で割ったものです。

p.162 の 「エクスポートまたは提出物生成の設定オプション」 を参照してください。

エクスポート実行を最適化する方法
アイテムのエクスポート時に最善の結果を得るには、次のガイドラインに従ってください。

■ Compliance Accelerator サーバーにある高速ドライブにエクスポートします。

■ 一度に複数のエクスポートを実行しないようにします。これが回避できない場合は、異

なるドライブに各実行からの出力を格納します。

■ 可能な場合、元の形式で電子メールメッセージをエクスポートします。これは、メッセー

ジを 1 つの個人用フォルダの (.pst) ファイルにカプセル化するよりも非常に高速で
す。

HTML 形式でのアイテムのエクスポートは、必要な場合にのみ行います。

■ 何らかの理由でエクスポートが失敗した場合は、［再エクスポート］機能よりも［再試行］

機能を優先して使います。
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例外従業員のレビューセットからのアイテムのエクスポー
ト

例外従業員のレビューセットからアイテムをエクスポートする手順は、標準的なエクスポー

ト手順とは少し異なります。

例外従業員のレビューセットからアイテムをエクスポートするには

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、フィルタのオプション［例外の表示］を選択します。

3 エクスポートするアイテムがある例外従業員の名前をクリックします。

4 ［エクスポート］タブをクリックします。

5 通常の方法で新しいエクスポート実行を作成します。

6 エクスポートが終了したら、出力フォルダを参照し、エクスポートされたアイテムを取

り込みます。

エクスポート ID を Microsoft Outlook で表示
エクスポートされた個人用フォルダ (.pst) ファイルを Microsoft Outlook で表示する場
合に、Compliance Accelerator が各アイテムに割り当てたエクスポート ID が表示される
と便利な場合があります。Outlook の表示にカスタムの列を追加すると、この ID を表示
できます。

［PST の［エクスポート ID］列の名前］という設定オプションでは、カスタム列のラベルを設
定できます。デフォルトのラベルは通し番号です。（「通し番号」と表示されます。）

p.162 の 「エクスポートまたは提出物生成の設定オプション」 を参照してください。

エクスポート ID を Microsoft Outlook で表示する方法

1 Outlook でエクスポートされた .pst ファイルを開きます。

2 Outlook の列見出しを右クリックし、［フィールドの選択］をクリックします。

3 ［新規作成］をクリックします。

4 ［新しいフィールド］ダイアログボックスの［名前］フィールドに「通し番号」を入力して、

［OK］をクリックします。

5 ［フィールドの選択］ダイアログボックスを閉じます。

6 Outlook の列見出しを右クリックし、［現在のビューの編集］をクリックします。
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7 ［フィールド］をクリックして、［対象となるフィールドグループ］の一覧を選択し、［ユー

ザー定義フィールド］を選択します。

8 表示されたフィールドの一覧に通し番号を追加し、［OK］を 2 回クリックしてダイアロ
グボックスを閉じます。
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レポートの作成と表示

この章では以下の項目について説明しています。

■ Compliance Accelerator レポートについて

■ Compliance Accelerator レポートの作成

■ 利用可能な Compliance Accelerator のレポート

■ 既存のレポートの表示

■ レポートの削除

■ OData Web サービスを使った Compliance Accelerator データセットの表示につい
て

Compliance Accelerator レポートについて
Compliance Accelerator では、Compliance Accelerator ユーザーのロールと担当、レ
ビューアとスーパーバイザの進捗状況に関する広範なレポート機能が提供されます。

レポートを印刷するほかに、XML、カンマ区切り値（CSV）、Acrobat（PDF）、Web アー
カイブ（MHTML）、Excel、TIFF を含む多数の形式でレポートをエクスポートできます。

Compliance Accelerator レポートの作成
新しいレポートを生成するには、レポート表示権限が必要です。デフォルトで、部門ロー

ルのほとんどのユーザーにこの権限があります。

Compliance Accelerator レポートを作成する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［レポート］タブをクリックします。

2 ウィンドウの左上で［新規作成］をクリックします。
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3 ［種類］フィールドで、作成するレポートの種類を選択します。

p.137 の 「利用可能な Compliance Accelerator のレポート」 を参照してください。

場合によっては、レポートの種類を選択すると、追加のフィールドが表示され、レポー

トの範囲を定義できます。

4 ［名前］フィールドで、50 文字までを含む重複しない名前を入力します。

5 必要であれば、250 文字までを含む省略可能な説明を入力します。

6 残りのレポートのパラメータを設定し、［適用］をクリックします。

7 Compliance Accelerator がレポートを生成したら、それを表示するために左ペイン
のレポート名をダブルクリックします。

利用可能な Compliance Accelerator のレポート
表 9-1 では、Compliance Accelerator に用意されているレポートについて説明します。

表 9-1 利用可能な Compliance Accelerator のレポート

表示内容レポート名

各コンプライアンススーパーバイザが担当する部門。レポートに

は、これらの各部門のレビューアも一覧表示されます。

p.139 の 「［コンプライアンススーパーバイザの担当］レポート」 を
参照してください。

［コンプライアンススーパーバイ

ザの担当］レポート

選択した各部門に対するレビュー設定とロールの割り当てに関

する情報。

p.139 の 「［部門ロールの詳細］レポート」 を参照してください。

［部門ロールの詳細］レポート

選択した各部門に対するレビュー設定の概略。

p.140 の 「［部門ロールの概略］レポート」 を参照してください。

［部門ロールの概略］レポート

選択したサンプリング期間における、選択した部門の監視対象従

業員のサンプリングアクティビティに関する情報。

p.141 の 「［部門ごとの差分サンプリングの概略］レポート」 を参照
してください。

［部門ごとの差分サンプリングの

概略］レポート

選択したユーザーにロールが割り当てられているすべての部門

および割り当てられているロール。

p.142 の 「［ユーザーごとの実効ロール］レポート」 を参照してくだ
さい。

［ユーザーごとの実効ロール］レ

ポート
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表示内容レポート名

選択した部門または従業員について、必要な数と割合のランダ

ムにサンプリングされたアイテムがキャプチャされ、レビューされ

たという証拠。

p.142 の 「［部門/従業員ごとの message type レビューの証拠］
レポート」 を参照してください。

［部門/従業員ごとのレビューの
証拠］レポート

選択した部門について、未レビューまたはレビュー保留のいずれ

かであるアイテムの数。

p.143 の 「［部門ごとのアイテムの経過時間］レポート」 を参照して
ください。

［部門ごとのアイテムの経過時

間］レポート

選択した各部門および例外従業員について、サンプリングされた

アイテムの合計数とアイテムの種類ごとの詳細。

p.143 の 「［メッセージの統計の概略］レポート」 を参照してくださ
い。

［メッセージの統計の概略］レ

ポート

各部門でレビュー用に Compliance Accelerator でキャプチャし
たアイテムの数と、種類ごとの詳細。

p.144 の 「［メッセージの概略］レポート」 を参照してください。

［メッセージの概略］レポート

各監視対象従業員について、レビューのためにキャプチャされ

たアイテムの数。

p.144 の 「［部門ごとの監視対象 ID］レポート」 を参照してくださ
い。

［部門ごとの監視対象 ID］レ
ポート

各部門について、問題があるアイテム (レビューアが［問題あり］
とマーク付けしたアイテム) の概略。

p.145 の 「［部門ごとの問題があるアイテム］レポート」 を参照して
ください。

［部門ごとの問題があるアイテ

ム］レポート

各部門について、所有者、監視対象従業員、部門レビューア、

エスカレーションレビューア、コンプライアンススーパーバイザ。

p.145 の 「［部門ごとの担当］レポート」 を参照してください。

［部門ごとの担当］レポート

各レビューアについて、そのレビューアがアイテムをレビューする

部門、およびその部門の他のレビューア。

p.146 の 「［レビューアごとの担当］レポート」 を参照してください。

［レビューアごとの担当］レポー

ト

選択したレポート期間に Compliance Accelerator がキャプチャ
した各種類のアイテムの合計数。

p.146 の 「［部門ごとのレビューアクティビティの概略］レポート」 を
参照してください。

［部門ごとのレビューアクティビ

ティの概略］レポート
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表示内容レポート名

各部門について、エスカレーション済み、問題あり、レビュー済

み、未レビューのアイテム数など、レビューセットのアイテムの状

態。

p.147 の 「［部門ごとのレビューアのアクティビティ］レポート」 を参
照してください。

［部門ごとのレビューアのアク

ティビティ］レポート

各部門について、各レビューアのレビューセットのアイテムの状

態。

p.147 の 「［レビューアのアクティビティの詳細］レポート」 を参照
してください。

［レビューアのアクティビティの

詳細］レポート

レビューアがレビューを行う各部門のレビューの必要条件および

監視対象従業員。

p.148 の 「［レビューアのマップ］レポート」 を参照してください。

［レビューアのマップ］レポート

部門レビューアが割り当てられていない部門。

p.149 の 「［未レビューの部門］レポート」 を参照してください。

［未レビューの部門］レポート

コンプライアンススーパーバイザが割り当てられていない部門。

p.149 の 「［未管理の部門］レポート」 を参照してください。

［未管理の部門］レポート

［コンプライアンススーパーバイザの担当］レポート
［コンプライアンススーパーバイザの担当］レポートには、各コンプライアンススーパーバイ

ザが担当する部門が一覧表示されます。レポートには、これらの各部門のレビューアも一

覧表示されます。

このレポートは、選択した各コンプライアンススーパーバイザに次の情報を提供します。

表 9-2 ［コンプライアンススーパーバイザの担当］レポートのフィールド

表示内容フィールド

ユーザーがコンプライアンススーパーバイザである部門。部門

各部門のレビューア。レビューア

必要に応じて、各レビューアが代行となる主レビューア。この代理として

［部門ロールの詳細］レポート
選択した各部門について、［部門ロールの詳細］レポートはレビュー設定とロールの割り

当てに関する情報を提供します。
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このレポートは、選択した各部門について次の情報を提供します。

表 9-3 ［部門ロールの詳細］レポートのフィールド

表示内容フィールド

部門の設定

Compliance Accelerator が部門レビューセットに追加することが
あるアイテムの種類。 Exchange、Fax、Domino、SMTP の場合
は、レポートには 3 つのアイテムの種類が表示されます。

■ 内部: 作成者とすべての受信者が組織内部の人間であるア
イテム。

■ 外部インバウンド: 作成者が組織外部の人間で、受信者のう
ち少なくとも 1 人が組織内部の人間であるアイテム。

■ 外部アウトバウンド: 作成者が組織内部の人間で、受信者の
うち少なくとも 1 人が組織外部の人間であるアイテム。

メッセージの種類

キャプチャされ、レビューセットに追加される各従業員のアイテム

の割合。

レビューの必要条件

キャプチャしてレビューセットに追加する各従業員のアイテム数

に制限を設定したかどうか。

メッセージの上限

部門内のすべての従業員の監視を有効にしているか、無効にし

ているか (監視)、レビューセットの合計アイテム数に制限を設定
しているかどうか (上限設定)、およびレビューセットのアイテム数
を制限している場合はその制限値 ([メッセージの総数の上限])。

すべてのメッセージの種類につ

いて

この部門のロールが割り当てられているユーザー/グループ

部門のロールを担当するユーザーまたはグループ。ユーザー/グループ

ユーザーまたはグループが担当するロール。ロール

ユーザーがロールをどのように取得したか。 明示的な割り当て、
親部門からの継承、またはグループのメンバー所属。

ロールの割り当ての詳細

［部門ロールの概略］レポート
選択した各部門について、［部門ロールの概略］レポートはレビュー設定の概略を提供し

ます。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。
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表 9-4 ［部門ロールの概略］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator が部門レビューセットに追加することが
あるアイテムの種類。 Exchange、Fax、Domino、SMTP の場合
は、レポートには 3 つのアイテムの種類が表示されます。

■ 内部: 作成者とすべての受信者が組織内部の人間であるア
イテム。

■ 外部インバウンド: 作成者が組織外部の人間で、受信者のう
ち少なくとも 1 人が組織内部の人間であるアイテム。

■ 外部アウトバウンド: 作成者が組織内部の人間で、受信者の
うち少なくとも 1 人が組織外部の人間であるアイテム。

メッセージの種類

キャプチャされ、レビューセットに追加される各従業員のアイテム

の割合。

レビューの必要条件

キャプチャしてレビューセットに追加する各従業員のアイテム数

に制限を設定したかどうか。

メッセージの上限

部門内のすべての従業員の監視を有効にしているか、無効にし

ているか (監視)、レビューセットの合計アイテム数に制限を設定
しているかどうか (上限設定)、およびレビューセットのアイテム数
を制限している場合はその制限値 ([メッセージの総数の上限])。

すべてのメッセージの種類につ

いて

［部門ごとの差分サンプリングの概略］レポート
選択したサンプリング期間について、［部門ごとの差分サンプリングの概略］レポートは、

選択した部門の監視対象従業員のサンプリングアクティビティの概略を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-5 ［部門ごとの差分サンプリングの概略］レポートのフィールド

表示内容フィールド

監視対象従業員の名前。監視対象従業員

監視対象従業員が送受信したアイテムの合計数。メッセージの総数

ポリシー管理ソフトウェアが「含める」にタグ付けしたレビューセッ

ト内のアイテムの数と割合。

ポリシーサンプリング

保証されたサンプル検索がサンプリングしたアイテムの数と割合。検索サンプリング

Compliance Accelerator がランダムにサンプリングしたアイテム
の数と割合。

ランダムサンプリング
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表示内容フィールド

サンプリングされたアイテムの合計数と割合。サンプリングの合計

［ユーザーごとの実効ロール］レポート
［ユーザーごとの実効ロール］レポートは、選択したユーザーにロールが割り当てられて

いるすべての部門および割り当てられているロールの一覧を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-6 ［ユーザーごとの実効ロール］レポートのフィールド

表示内容フィールド

ユーザーがロールを割り当てられている部門の名前。部門

ユーザーが担当する部門のロール。ロール

ユーザーがロールをどのように取得したか。明示的な割り当て、

親部門からの継承、またはグループのメンバー所属。

詳細

［部門/従業員ごとの message type レビューの証拠］レポート
選択した部門または従業員について、［レビューの証拠］レポートは、必要な数と割合の

選択された種類のアイテムがキャプチャされ、レビューされたという証拠を提供します。こ

れらのレポートはランダムにサンプリングされたアイテムのみを含んでいます。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-7 ［部門/従業員ごとのレビューの証拠］レポートのフィールド

表示内容フィールド

監視対象従業員の名前。監視対象従業員

監視対象従業員が送受信した、指定した種類のアイテムの合計

数。

メッセージの総数

Compliance Acceleratorで収集された従業員のアイテムの数と
割合。

キャプチャ済み

未レビューアイテムの数。未レビュー

保留中の状態であるアイテムの数。保留

問題ありの状態であるアイテムの数。問題あり

レビュー済みの状態であるアイテムの数。レビュー済み
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表示内容フィールド

レビュー済みのアイテムの割合。レビュー割合

［部門ごとのアイテムの経過時間］レポート
選択した部門について、［部門ごとのアイテムの経過時間］レポートは、未レビューまたは

レビュー保留のいずれかであるアイテムの数を示します。このレポートは、各アイテムが最

初にキャプチャされてからレビューを待機した期間も示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-8 ［アイテムの経過時間］レポートのフィールド

表示内容フィールド

未レビューまたはレビュー保留のいずれかであるアイテムを含ん

でいる部門の名前。

合計 - 部門名

30 日間の各期間について、最初にキャプチャされたときから未
レビューまたはレビュー保留のいずれかであるアイテムの数。合

計には、90 日以上未レビューまたはレビュー保留であったアイ
テムは含まれていません。

キャプチャ経過時間の範囲内

にあるメッセージの数

［メッセージの統計の概略］レポート
選択した各部門および例外従業員について、［メッセージの統計の概略］レポートは、サ

ンプリングされたアイテムの合計数とアイテムの種類ごとの詳細を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-9 ［メッセージの統計の概略］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator での部門の名前。 レビューセットのサ
ンプリングされたアイテムのリストを表示する部門名をクリックしま

す。

部門名
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表示内容フィールド

Compliance Accelerator が部門レビューセットに追加することが
あるアイテムの種類。 Exchange、Fax、Domino、SMTP の場合
は、レポートには 3 つのアイテムの種類が表示されます。

■ 内部: 作成者とすべての受信者が組織内部の人間であるア
イテム。

■ 外部インバウンド: 作成者が組織外部の人間で、受信者のう
ち少なくとも 1 人が組織内部の人間であるアイテム。

■ 外部アウトバウンド: 作成者が組織内部の人間で、受信者の
うち少なくとも 1 人が組織外部の人間であるアイテム。

メッセージの種類 (Exchange
内部など)

すべての種類のサンプリングされたアイテムの合計数。サンプリングの合計

［メッセージの概略］レポート
［メッセージの概略］レポートは、各部門でレビュー用に Compliance Accelerator でキャ
プチャしたアイテムの数と、種類ごとの詳細に関する情報を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-10 ［メッセージの概略］レポートのフィールド

表示内容フィールド

アイテムの数を示す部門の名前。部門名をクリックすると、レビュー

セット内のアイテムの詳細情報が表示されます。

部門: 部門名

Compliance Accelerator がレビューのためにキャプチャしたア
イテムの種類と数。アイテムの種類またはアイテムの数をクリック

すると、該当するアイテムの一覧が表示されます。

メッセージの種類/メッセージ

［部門ごとの監視対象 ID］レポート
各監視対象従業員について、［部門ごとの監視対象 ID］レポートは、レビューのために
キャプチャされたアイテムの数を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-11 ［監視対象 ID］レポートのフィールド

表示内容フィールド

わかっている場合は、従業員の社内 ID。企業 ID
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表示内容フィールド

Compliance Accelerator がレビューのためにキャプチャした従
業員のアイテムの合計数。合計には、ランダムにサンプリングさ

れたアイテム、ポリシーでキャプチャされたアイテム、保証された

サンプル検索でキャプチャされたアイテムが含まれます。

合計

従業員のレビュー待ちのアイテムの数。未レビュー

従業員のレビュー済みのアイテムの数。レビュー済み

［部門ごとの問題があるアイテム］レポート
各部門について、［部門ごとの問題があるアイテム］レポートは、問題があるアイテム (レ
ビューアが［問題あり］とマーク付けしたアイテム) の概略を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-12 ［問題があるアイテム］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator がアイテムに割り当てた識別番号。アイテム ID

アイテムが送信された日時。送信日

Compliance Accelerator レビューアがアイテムに追加した最後
のコメント。

コメント

アイテムを送信した人。送信者

アイテムの受信者。Compliance Accelerator は、可能であれば
受信者すべてをリストしますが、受信者の数が多いときにはリスト

が切り捨てられる場合があります。

受信者

［部門ごとの担当］レポート
各部門について、［部門ごとの担当］レポートは、所有者、監視対象従業員、部門レビュー

アなどを一覧表示します。レビューアのいない部門は「(未レビュー)」として表示されます。
代行レビューアについては［reviewer_name の代理として］というタグが表示されます。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。
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表 9-13 ［部門ごとの担当］レポートのフィールド

表示内容フィールド

部門の所有者 (通常、Compliance Accelerator のメインシステ
ム管理者)。

所有者

Compliance Accelerator が監視している部門の従業員。監視対象従業員

部門でレビューとアイテムのマーク付けを実行できる Compliance
Accelerator ユーザー。

部門レビューア

部門レビューアがさらに評価するためにアイテムをエスカレーショ

ンできる Compliance Accelerator のユーザー。
エスカレーションレビューア

部門レビューアの作業を評価し、部門の例外従業員を管理でき

る Compliance Accelerator ユーザー。
コンプライアンススーパーバイ

ザ

［レビューアごとの担当］レポート
各 Compliance Accelerator レビューアについて、［レビューアごとの担当］レポートは、
レビューアがアイテムをレビューできる部門、およびその部門の他のレビューアを一覧表

示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-14 ［レビューアごとの担当］レポートのフィールド

表示内容フィールド

ユーザーがレビューアのロールを割り当てられている部門。部門

部門の他のレビューアの名前。追加のレビューア

必要に応じて、各レビューアが代行として作業している主レビュー

アまたはスーパーバイザ。

この代理として

［部門ごとのレビューアクティビティの概略］レポート
［部門ごとのレビューアクティビティの概略］レポートは、選択したレポート期間に

Compliance Accelerator がキャプチャした各種類のアイテムの合計数を示します。また、
このレポートはこれらのアイテムのレビューの状態も示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。
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表 9-15 ［レビューアクティビティの概略］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator がレポート期間内にキャプチャした、
指定された種類のアイテムの合計数。

Total

未レビューアイテムの数。未レビュー

レビューアが［レビュー済み (関連あり)］のマークを付けたアイテ
ムの数。

Reviewed (関連あり)

レビューアが［保留］としてマーク付けしたアイテムの数。Pending

レビューアが［問題あり］としてマーク付けしたアイテムの数。Questioned

［部門ごとのレビューアのアクティビティ］レポート
各部門について、［部門ごとのレビューアのアクティビティ］レポートは、エスカレーション

済み、問題あり、レビュー済み、未レビューのアイテム数など、レビューセットのアイテムの

状態を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-16 ［部門ごとのレビューアのアクティビティ］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator がレビューのためにキャプチャしたア
イテムの状態と数。アイテムの状態またはアイテムの数をクリック

すると、該当するアイテムの一覧が表示されます。

レビュー状態/メッセージ

［レビューアのアクティビティの詳細］レポート
各部門について、［レビューアのアクティビティの詳細］レポートは、各レビューアのレビュー

セットのアイテムの状態を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-17 ［レビューアのアクティビティの詳細］レポートのフィールド

表示内容フィールド

レビューアの名前。またはレビュー待ちのアイテムの場合は「レ

ビューアなし」。

レビューア
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表示内容フィールド

マーク付けの状態（［問題あり］、［関連ありとレビュー済み］、［関

連なしとレビュー済み］）とエスカレーションの状態（［エスカレー

ション済み］）。

メッセージの状態

指定した状態のアイテムの数、およびこのレビューアがマーク付

けまたはエスカレーションしたアイテムの合計数。

メッセージ

必要に応じて、各レビューアが代行として作業している主レビュー

アまたはスーパーバイザ。

委任の詳細

すべての部門レビューアがマーク付けしたレビューセットのアイテ

ムの合計数。

マーク付けアクティビティの合

計: 部門名

すべての部門レビューアが、さらに評価するために上位の権限

を持つレビューアにエスカレーションしたレビューセットのアイテ

ムの合計数。

エスカレーションアクティビティ

の合計: 部門名

［レビューアのマップ］レポート
［レビューアのマップ］レポートは、レビューアがレビューを行う各部門のレビューの必要

条件および監視対象従業員を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-18 ［レビューアのマップ］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator が部門レビューセットに追加することが
あるアイテムの種類。 Exchange、Fax、Domino、SMTP の場合
は、レポートには 3 つのアイテムの種類が表示されます。

■ 内部: 作成者とすべての受信者が組織内部の人間であるア
イテム。

■ 外部インバウンド: 作成者が組織外部の人間で、受信者のう
ち少なくとも 1 人が組織内部の人間であるアイテム。

■ 外部アウトバウンド: 作成者が組織内部の人間で、受信者の
うち少なくとも 1 人が組織外部の人間であるアイテム。

メッセージの種類

キャプチャされ、レビューセットに追加される各従業員のアイテム

の割合。

レビューの必要条件

キャプチャしてレビューセットに追加する各従業員のアイテム数

に制限を設定したかどうか。

メッセージの上限
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表示内容フィールド

部門内のすべての従業員の監視を有効にしているか、無効にし

ているか (監視)、レビューセットの合計アイテム数に制限を設定
しているかどうか (上限設定)、およびレビューセットのアイテム数
を制限している場合はその制限値 ([メッセージの総数の上限])。

すべてのメッセージの種類につ

いて

各監視対象従業員について、キャプチャされ、レビューセットに

追加される従業員のアイテムの割合。レポートのこの領域には、

次の情報も表示されます。

■ 必要に応じて、従業員に割り当てた例外レビューアの名前。

■ 従業員の監視が中断されたかどうか。Compliance
Accelerator は、従業員の監視を一時的に停止したとしても、
中断された従業員はまだ追加した部署に属していると見なし

ます。

■ 従業員を含む部門に適用している上限から従業員が除外さ

れるかどうか。

部門名の監視対象従業員

［未レビューの部門］レポート
［未レビューの部門］レポートは、部門レビューアが割り当てられていない部門を一覧表

示します。一覧表示されるのはユーザーがレポート表示権限を持っている部門のみです。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 9-19 ［未レビューの部門］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator での部門の名前。レビューセットのサ
ンプリングされたアイテムのリストを表示する部門名をクリックしま

す。

部門名

部門の所有者 (通常、Compliance Accelerator のメインシステ
ム管理者)。

所有者

［未管理の部門］レポート
［未管理の部門］レポートは、コンプライアンススーパーバイザが割り当てられていない部

門を一覧表示します。一覧表示されるのはユーザーがレポート表示権限を持っている部

門のみです。
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既存のレポートの表示
Compliance Accelerator は レポートの内容を表示し、印刷し、Excel、Acrobat (PDF)、
XML、カンマ区切り値 (CSV) のような形式でエクスポートすることを容易にします。 レポー
トは、その作成時点におけるデータのスナップショットです。 レポートを後で表示してもレ
ポート内のデータは更新されないので、最新のデータを表示する場合は新しいレポート

を作成する必要があります。

既存のレポートを表示するには、レポート表示権限が必要です。デフォルトで、部門ロー

ルのほとんどのユーザーにこの権限があります。

既存のレポートを表示するには

1 Compliance Accelerator クライアントの［レポート］タブをクリックします。

2 中央のペインで、表示するレポートをクリックします。Compliance Accelerator は右
側にある［詳細］タブで選択したレポートの情報を提供します。

左ペインのオプションを選択することによって、レポートのリストをフィルタ処理できま

す。代わりに、中央のペインの先頭の［レポートの検索］フィールドで、レポートの名

前や説明で検索するキーワードを入力します。

3 レポートの内容を表示するために［プレビュー］タブをクリックします。

4 次の 1 つ以上の操作をします。

■ レポート内で、特定のページに移動するか、特定の語を見つけるか、または拡大

のレベルを調整するには、プレビューペインの先頭でナビゲーションコントロー

ルをクリックします。

■ レポートをエクスポートするには、対象となる形式を選択し、［エクスポート］をク

リックします。Compliance Accelerator はレポートファイルのための場所を選択
するためにプロンプトを表示します。

■ レポートのコンテンツを更新するには、［更新］をクリックします。

■ レポートを印刷するには、［印刷］をクリックし、次に印刷のオプションを選択しま

す。

レポートの削除
レポートが不要になった場合、そのレポートを Compliance Accelerator から削除できま
す。

レポートを削除するには、レポート表示権限が必要です。デフォルトで、部門ロールのほ

とんどのユーザーにこの権限があります。

注意: 誤って削除したレポートをリカバリできません。
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レポートを削除する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［レポート］タブをクリックします。

2 左ペインで、削除するレポートをクリックします。

3 ウィンドウの左上で［レポートの削除］をクリックします。

4 ［はい］をクリックして、レポートを削除することを確定します。

OData Web サービスを使った Compliance
Accelerator データセットの表示について

Compliance Accelerator クライアントでレポートを作成したり表示したりするだけでなく、
OData (Open Data) Web サービスで Compliance Accelerator の設定情報やカスタ
マーデータベースを開示できます。必要に応じて、OData と互換性のあるレポートツー
ルでこの情報を使ってレポートを作成できます。 このようなレポートツールには
Excel/PowerQuery や SSRS（Microsoft SQL Server Reporting Services）などがあり
ます。

この機能について詳しくは、『Best Practices for Enhanced Accelerator Reporting』の
ホワイトペーパーを参照してください。

利用可能な Compliance Accelerator データセット
表 9-20 には、OData Web サービスを使って表示できる Compliance Accelerator デー
タセットが示されています。

表 9-20 利用可能な Compliance Accelerator データセット

表示内容データセット

レビューアが 1 つ以上の部署のアイテムで実行した処理の
履歴。

ActionStatusDetail

Compliance Accelerator が部署の詳細、ユーザーサー
バーロール、検索結果などを格納する SQL Server データ
ベースに関する情報。

Customers

指定したカスタマーと関連付けられた 1 つ以上の部署の情
報。

Departments

選択した部署の監視対象従業員のサンプリングアクティビ

ティ。

DifferentialSampling
SummaryByDepartment

特定のアイテムのエスカレーション履歴。EscalationHistory
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表示内容データセット

Enterprise Vault によって Compliance Accelerator に送
信済みの保証されたサンプリング統計データに関する情

報。

GuaranteedSamplingSummary

未レビューまたはレビュー保留のいずれかであるアイテム

の数。

ItemAgingByDepartment

疑わしいアイテム（レビューアが［問題あり］とマーク付けした

アイテム）の概略。

QuestionedItems
ByDepartment

選択したレポート期間に Compliance Accelerator がキャ
プチャした各種類のアイテムの合計数。 また、このレポート
はこれらのアイテムのレビューの状態も示します。

ReviewActivitySummary

エスカレーション済み、問題あり、レビュー済み、未レビュー

のアイテム数など、レビューセットのアイテムの状態。

ReviewerActivity
ByDepartment

状態、方向、メッセージの種類、作成者などのレビューセッ

トアイテムの詳細。

ReviewerActivityBy
DepartmentDetailed

各レビューアのレビューセットアイテムの状態とレビューアに

関する情報。

ReviewerActivityByReviewer

1 つ以上の部署における各レビューアのレビューセットアイ
テムの状態。

ReviewerActivityDetail

レビューセットを操作したレビューアの情報と各メッセージの

詳細。

ReviewerActivityItemDetailed

指定した部署のレビューセットのアイテムにレビューアが割

り当てたメモの情報。

ReviewerNotes

Enterprise Vault によって Compliance Accelerator に送
信されたサンプリング統計データに関する情報。

SamplingSummary

Enterprise Vault によって Compliance Accelerator に送
信された統計サンプリングデータに関する情報。

StatisticalSamplingSummary
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Compliance Accelerator データベースへのアクセス
Web ブラウザのアドレスバーに以下のアドレスをタイプするとデータセットにアクセスでき
ます。 いずれの場合も、server_name は Compliance Accelerator サーバーソフトウェ
アをインストールしたサーバーの名前です。

■ 利用可能なすべてのデータセットの一覧にアクセスするには、次のようにタイプしま

す。

http://server_name/CAReporting/OData

■ 各データセットに含まれるすべてのフィールドと利用可能なすべてのデータセットの

一覧にアクセスするには、次のようにタイプします。

http://server_name/CAReporting/OData/$metadata

■ 特定のデータセットにアクセスするには、次のようにタイプします。

http://server_name/CAReporting/OData/dataset_name

Microsoft Excel での OData サービスの使用
以下の指示は Microsoft Excel 2010 と 2013 を対象としています。 Microsoft Power
Query for Excel アドインがインストールされていることを確認してください。 このアドイン
は Microsoft 社の Web サイトの次のページからダウンロードできます。

https://www.microsoft.com/download/details.aspx?id=39379

Microsoft Excel で OData サービスを使うには

1 Microsoft Excel を開きます。

2 新しい空白のワークブックを作成します。

3 ［Power クエリー］タブで、［外部データを入手］ グループの［他のソースから］をクリッ
クして、［OData データフィード］をクリックします。

4 ［OData フィード］ダイアログボックスページの［URL］ボックスで、次のようにデータ
フィードの Web サイトアドレスを指定します。

http://server_name/CAReporting/OData/dataset_name(parameter=value)

次に例を示します。

http://ca.mycompany.com/CAReporting/OData/ActionStatusDetail
(customerID=2,departmentID=8,itemID=32)

メモ: データセットを表示するために必要な必須パラメータを指定する場合は注意し
てください。 Customers データセットを除いて、すべてのデータセットに必須パラ
メータがあります。 これらについては、各データセットのオンラインヘルプを参照して
ください。
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5 資格情報を求められたら、入力してログインします。 クエリーエディタが開きます。

6 クエリーエディタで、データセットで利用できるレコードを表示します。 必要に応じて
クエリーを編集します。

7 ［クローズとロード］をクリックして、Excel のデータセット情報を表形式でインポートし
ます。

Microsoft SQL Server Reporting Services （SSRS）での OData サー
ビスの使用

以下の指示は SSRS (Microsoft SQL Server Reporting Services) を対象としていま
す。

Microsoft SQL Server Reporting Services （SSRS）で OData サービスを使う方法

1 レポートビルダを開きます。

2 XML 接続タイプとして新規データソースを追加します。

3 ［接続文字列］ボックスに、次のようにデータフィードの URL を指定します。

http://server_name/CAReporting/OData/dataset_name(parameter=value)
?$format=application/atom+xml

次に例を示します。

http://ca.mycompany.com/CAReporting/OData/Customers(customerID=1)
?$format=application/atom+xml

4 資格情報を入力して、データソースに接続します。

5 ［OK］をクリックします。

6 上記のデータソースを使ってデータセットを追加します。

7 ［レポートに埋め込まれたデータセットを使う］を選択します。

8 リストからデータセットを選択します。

9 クエリーを次のように設定します。

<Query>

<ElementPath IgnoreNamespaces="true">

feed{}/entry{}/content{}/properties

</ElementPath>

</Query>

10 ［フィールドの更新］をクリックします。

11 SSRS レポートのレポートデータとして新規データセットを使います。
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Compliance Accelerator の
カスタマイズ

この付録では以下の項目について説明しています。

■ 従業員の詳細の同期に使う Windows ドメインの指定

■ レビュー処理の状態のカスタマイズ

■ Compliance Accelerator システム設定オプションの設定

■ レビューペインの列のカスタマイズ

従業員の詳細の同期に使う Windows ドメインの指定
Compliance Accelerator が従業員と従業員グループの詳細を同期するときに使う複数
の Windows ドメインを指定できます。新しい従業員を追加し、対応する Windows アカ
ウントを参照するとき、ドメインは選択可能なリストにも表示されます。

Windows ドメインを指定するには、システム設定修正権限が必要です。デフォルトでは、
アプリケーションのコンプライアンスシステム管理者ロールを持つユーザーにこの権限が

割り当てられます。

A



従業員の詳細の同期に使う Windows ドメインを指定する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［アカウント情
報］タブをクリックします。

2 ウィンドウの先頭で［新規作成］をクリックします。

［ドメイン情報］ペインが表示されます。

3 ［ドメイン名 (NetBIOS)］フィールドで、Active Directory ドメインの NetBIOS 名を入
力します。

4 ［完全修飾ドメイン名を入力してください］フィールドで、NetBIOS 名にマップする
DNS の完全修飾ドメイン名を入力します。

5 ドメインに接続するとき特定のアカウントを使う場合は、［アカウント情報］領域でアカ

ウントの名前そしてパスワードを入力します。

デフォルトでは、Active Directory と同期すると、Compliance Accelerator は
Accelerator マネージャサービスが動作しているサービスアカウントを使います。
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6 グローバルカタログを自動検索するのではなく、特定のサーバーを使うように

Compliance Accelerator を設定するには、［次のグローバルカタログサーバーを使
う］を選択し、次に必要なサーバーを指定します。

7 ［保存］をクリックします。

レビュー処理の状態のカスタマイズ
Compliance Accelerator の［レビュー］ペインで、アイテムの状態を表示するときに使う
状態名をカスタマイズできます。

表 A-1 デフォルトの状態名とアクセスキー

エスカレーション状態評価状態処理状態

未エスカレーション未評価未レビュー

エスカレーション済み (Alt+E)評価済み (Alt+A)保留 (Alt+P)

クローズ (Alt+C)問題あり (Alt+Q)

関連ありとレビュー済み (Alt+R)

関連なしとレビュー済み (Alt+I)

これらの状態名と説明は変更できます。ほとんどの場合、異なるアクセスキーを割り当て

ることができます。Alt キーと組み合わせてアクセスキーを押すと、レビューアは特定の状
態マークをレビューペインのアイテムに割り当てることができます。たとえば、Alt+R のキー
の組合せは通常保留のマークをアイテムに割り当てます。 このペインで、レビューアが次
のアイテムまたは前のアイテムを選択するときに使うナビゲーションキーも変更できます。

レビュー状態を設定するには、システム設定修正権限が必要です。デフォルトでは、コン

プライアンスシステム管理者ロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

レビュー処理の状態をカスタマイズする方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［レビュー状
態］タブをクリックします。

2 左ペインで、変更する状態マークやナビゲーションキーの名前をクリックします。

メッセージに［未レビュー］、［未評価］、［未エスカレーション］のマークは付けられな

いので、［レビュー］ペインにはこれらの状態のアクセスキーやボタンはありません。

3 新しい詳細情報を入力します。

［レビュー］ペインの状態マークボタンには名前が表示されます。 そのため、ページ
が正常に表示されるように短い名前を設定することを推奨します。

4 ［保存］をクリックします。
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Compliance Accelerator システム設定オプションの
設定

Compliance Accelerator では、アプリケーションの外観とパフォーマンスをカスタマイズ
する何百もの設定オプションが提供されます。これらの設定オプションは、表 A-2 に示す
ように、カテゴリに分類されます。

表 A-2 カテゴリごとの設定

機能カテゴリ

ユーザーが自身のリサーチフォルダから開始できる検索を設定します。アドホック検索

Compliance Accelerator トラブルシューティング機能を有効または無効に
します。

診断

Compliance Accelerator がレビューペインのプレビューウィンドウでアイテ
ムを開くことができない場合にレビューペインに表示するエラーメッセージを

カスタマイズします。

文書の変換

オフラインでレビューするために Compliance Accelerator からアイテムを
エクスポートまたは提出物を生成するときの出力を設定します。

エクスポート/提出物
生成

Compliance Accelerator の一般オプションを設定します。全般

Compliance Accelerator のホームページの外観を制御します。ホームページ

Compliance Accelerator プリフェッチキャッシュ機構の主な設定を行いま
す。この機構はレビューペインのアイテムのレンダリング速度を上げることを

目的としています。

アイテムのプリフェッ

チキャッシュ

プリフェッチキャッシュ機構の詳細な設定を行います。アイテムのプリフェッ

チキャッシュ（詳細）

Compliance Accelerator をポリシー管理ソフトウェアと統合し、フラグアイテ
ムをレビューセットに含める、またはレビューセットから除外するかを調整しま

す。

ポリシーの統合

ユーザープロファイルとそれに対応する Active Directory アカウントまたは
Domino ディレクトリアカウントの Compliance Accelerator による同期方法
を制御します。

プロファイルの同期

メッセージのランダムサンプリングを設定します。ランダムキャプチャ

レビューペインの外観や機能をカスタマイズします。レビュー

Compliance Accelerator の検索機能を最適化します。検索
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機能カテゴリ

Compliance Accelerator でユーザーがアクセス可能な対象に対するチャ
イニーズウォール型セキュリティ制限を実装します。Compliance Accelerator
検索スケジュールの作成者と所有者に SQL Server の sysadmin としてロ
グオンさせるかどうかも選択できます。

セキュリティ

Enterprise Vault をインストールしてデータのアーカイブを開始した日付な
どを記録します。

システム

Compliance Accelerator と Enterprise Vault アーカイブの同期間隔を設
定します。

ボルトディレクトリの

同期

設定を変更するには、システム設定修正権限が必要です。デフォルトでは、コンプライア

ンスシステム管理者ロールを持つユーザーのみにこの権限が割り当てられます。

Compliance Accelerator のシステム設定オプションを設定する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［設定値］タブ
をクリックします。

2 関連付けされた設定を一覧表示するためにセクション名の左のプラス記号をクリック

します。

または、ウィンドウの先頭にあるフィルタフィールドに文字を入力し、それらの文字を

含んでいる設定オプションの有無を検索します。たとえば Colour と入力し、名前に
この単語を含むすべてのオプションを検索します。

3 設定の値を変更するには、次の順序で操作します。

■ ［値］列の値をクリックします。

■ 目的の値を設定します。

■ ［値］列の外をクリックします。

4 すべての目的のオプションを設定したら、［保存］をクリックします。

5 ［再起動が必要］列でチェックマークが付いている設定を変更したら、変更を適用す

るために Compliance Accelerator サーバーの Enterprise Vault Accelerator マ
ネージャサービスを再起動します。

アドホック検索の設定オプション
次の設定を使って、ユーザーが作成したリサーチフォルダから検索を開始するように設

定できます。

ユーザーがレビューセットに保存するアドホック検索

の名前に追加する接頭辞を指定します。

アドホック検索の接頭辞
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レビューセットに検索を受け入れる前にユーザーが

フォルダ検索からアイテムを削除できるかどうかを指

定します。デフォルトで、Compliance Accelerator は
ユーザーがアイテムを削除することを可能にします。

アドホック検索結果からのヒットの削除を許

可

アイテムに関連付けされたレビューマークとコメントを

コミットせずに、レビューアがアイテムをリサーチフォル

ダからレビューセットにコミットできるかどうかを指定し

ます。このオプションは［アイテムのコミット中にすべて

の監査履歴をコミット］を選択した場合にのみ使われ

ます。デフォルトでは、レビューセットにアイテムをコミッ

トするとき、Compliance Accelerator はユーザーがと
コメントとマークをコミットすると予想します。

監査履歴をコミットせずにアイテムをコミット

することをユーザーに許可

レビューアが個人用フォルダからレビューセットにアイ

テムをコミットするとき完全な監査履歴をコミットしなけ

ればならないかどうかを指定します。デフォルトでは、

Compliance Accelerator ではコミットする要素をユー
ザーが任意で選択できます。

アイテムのコミット中にすべての監査履歴

をコミット

フォルダ内のエクスポート機能を、関連付けされてい

る部門でエクスポートの権限を持つユーザーに限定

するかどうかを指定します。デフォルトでは、

Compliance Accelerator がユーザーにこの権限を要
求することはありません。

フォルダのエクスポート権限用に部門のエ

クスポート権限を要求

フォルダ内のレビュー機能を、関連付けされている部

門でレビュー権限を持つユーザーに限定するかどう

かを指定します。デフォルトでは、Compliance
Accelerator がユーザーにこの権限を要求することは
ありません。

フォルダのレビュー権限用に部門のレ

ビュー権限を要求

フォルダ内の検索機能を、関連付けされている部門

で検索権限を持つユーザーに限定するかどうかを指

定します。デフォルトでは、Compliance Accelerator
がユーザーにこの権限を要求することはありません。

フォルダの検索権限用に部門の検索権限

を要求

主レビューアがアクセス権を持つフォルダに代行レ

ビューアがアクセスできる範囲を制御します。デフォル

トでは、主レビューアが所有するすべてのフォルダに

ついて、代行レビューアは自動的に利用可能になりま

す。ただし、主レビューアがアクセス権を持つその他

のフォルダは利用できません。代行レビューアにこれ

らの共有フォルダへのアクセス権を付与するには、こ

の設定を変更します。

代行に共有フォルダを表示
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診断の設定オプション
次の設定を使って、Compliance Accelerator トラブルシューティング機能を有効または
無効にします。

Compliance Accelerator パフォーマンスデータを報
告するかどうかを指定します。このデータは、Windows
のパフォーマンスモニタユーティリティで参照できま

す。

パフォーマンスモニターの有効化

すべてのサーバー処理をイベントログに記録するかど

うかを指定します。Compliance Accelerator によって
すべてのエラーメッセージと警告メッセージがログに

常に記録されるため、イベントログへのトレースは情報

イベントのみに適用されます。

トレースの有効化

Compliance Accelerator サーバーの Compliance
Accelerator プログラムフォルダの
DeduplicationInfo サブフォルダ（通常、
C:¥Program Files (x86)¥Enterprise
Vault Business
Accelerator¥DeduplicationInfo）に重複排
除情報ファイルを生成するかどうかを指定します。これ

らの重複排除情報ファイル (平文および XML 形式)
は、Veritasのサポートチームが重複排除関連の問題
を処理するときに役立ちます。この設定はデフォルト

でクリアされ、Compliance Accelerator はこのファイ
ルを作成しません。

重複排除情報の保存

Compliance Accelerator サーバーの Compliance
Accelerator プログラムフォルダの
SearchCriterias サブフォルダに検索基準ファイ
ルを生成するかどうかを指定します。平文と XML 形
式のこれらのファイルは、ベリタスのサポートチームが

検索関連の問題を処理するときに役立ちます。 デフォ
ルトでは、Compliance Accelerator はこのファイルを
作成しません。

p.203 の 「Compliance Accelerator の検索で予期し
ない結果が返される」 を参照してください。

検索基準を保存

アイテムの XML ファイルを保存して、サーバーのサ
ブフォルダの下のデータベースにコミットするかどうか

を指定します。デフォルトでは、Compliance
Accelerator は XML ファイルを保存しません。

XML 検索アイテムを保存してコミット
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Compliance Accelerator サーバーの Compliance
Accelerator プログラムフォルダの SearchResults
サブフォルダに検索結果ファイル (検索対象の各
Enterprise Vault アーカイブにつき 1 つ) を生成する
かどうかを指定します。デフォルトでは、Compliance
Accelerator はこのファイルを作成しません。

XML 検索結果を保存

文書の変換の設定オプション
Compliance Accelerator 次の設定を使って、クライアントのレビューペインに表示される
エラーメッセージをカスタマイズします。

Compliance Accelerator がレビューペインのプレ
ビューウィンドウにアイテムを表示できない場合に、エ

ラーメッセージを表示するように指定します。各メッセー

ジには最大 200 文字まで入力できます。

変換エラー

エクスポートまたは提出物生成の設定オプション
次の設定を使って、ユーザーがオフラインでレビューするために Compliance Accelerator
からアイテムをエクスポートするときの出力を設定します。

Enterprise Vault がファイルシステムアーカイブ (FSA)
によってアーカイブした、エクスポートされた各アイテ

ムのファイル名に、アイテムを識別する通し番号を追

加するかどうかを指定します。

オプションは次のとおりです。

■ 0. 通し番号を省略します。
■ 1. ファイル名の先頭に通し番号を追加します。こ
のオプションはデフォルトのオプションです。

■ 2. ファイル名の末尾に通し番号を追加します。

エクスポートされたファイルシステムアイテ

ムに通し番号を追加

Enterprise Vault がファイルシステムアーカイブ (FSA)
によってアーカイブした、エクスポートされた各アイテ

ムのファイル名に、最終変更日のスタンプを追加する

かどうかを指定します。 デフォルトでは、Compliance
Accelerator は日付スタンプを追加します。

エクスポートされたファイルシステムアイテ

ムに常に日付スタンプを追加

何らかの理由で失敗したエクスポート実行を

Compliance Accelerator が繰り返す試行の最大数
を指定します。値を 0 (ゼロ) に設定すると、
Compliance Accelerator は再実行を停止します。

自動再試行: 最大再試行回数
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失敗したエクスポート実行または提出物生成実行を

自動再試行する最小間隔を分単位で指定します。デ

フォルトでは、Compliance Accelerator は 5 分間隔
で再試行します。

Compliance Accelerator は、この値に再試行の回数
を掛けることに注意します。したがって、この値が 5 の
場合、最初の再試行は、5 分後に行われ、その後の
再試行は、10 分後、15 分後、といったように増加して
いきます。

自動再試行: 再試行までの最小時間 (分)

Compliance Accelerator の外部で表示するために
アイテムをエクスポートする場合に作成するファイル名

の拡張子を指定します。たとえば、Microsoft Excel
形式のエクスポートファイルの拡張子には .xls を指
定します。

カスタム変換拡張子

ファイルをカスタム形式でエクスポートするときに使う

テンプレートファイル名を指定します。たとえば、アイ

テムを Microsoft Excel 形式でエクスポートするため
のテンプレートファイルを作成している場合、ファイル

名として ExcelReport.xslt と入力できます。

カスタム変換ファイル

エクスポートされたアイテムに使う Compliance
Accelerator サーバーのデフォルトフォルダを指定し
ます。デフォルトのエクスポートフォルダを指定しない

場合、Compliance Accelerator は c:¥Compliance
Accelerator Export¥customer_name フォル
ダを使用します。

フォルダパスには最大 100 文字まで入力できます。

デフォルトのエクスポートフォルダ

エクスポート実行時にデフォルトの現在の状態として

設定する状態を指定します。

次のいずれかの値を入力します。

■ 0. 該当なし。
■ 1. 保留
■ 2. レビュー済み
■ 3. 問題あり

デフォルトの提出物生成状態

PST ファイルと MSG ファイルを Unicode (Outlook
2003 以降) と ANSI (Outlook 97 から 2002) のどち
らの形式でエクスポートするかを指定します。デフォル

トでは、Compliance Accelerator はアイテムを
Unicode 形式でエクスポートします。

PST と MSG に Unicode をデフォルトで
使用
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ファイルを Notes Database Template (NTF) ファイ
ルにエクスポートするときにテンプレートとして使うファ

イルの名前を指定します。デフォルトのファイル名は

accelexp.ntf です。

Domino エクスポートテンプレート

ファイルを NTF ファイルにエクスポートするときにロー
カルの Domino 認証で使う .id ファイルの名前を指
定します。デフォルトのファイル名は

Accelerator.id です。

Domino ID ファイル

ファイルを NTF ファイルにエクスポートするときにロー
カルの Domino 認証で使うパスワードを指定します。

Domino パスワード

すべてのエクスポート機能と提出物生成機能を有効

と無効のどちらにするかを指定します。デフォルトで

は、Compliance Accelerator はこの機能を有効にし
ます。

提出物生成スレッドの有効化

XSL スタイルシートをダウンロード、編集、アップロー
ドできます。このスタイルシートは、Compliance
Accelerator が HTML 形式で生成するすべてのエク
スポートレポートのテンプレートとして使われます。

HTML 変換ファイル

Compliance Accelerator がテープドライブなどのオ
フラインデバイスからアイテムを取り込む試行回数を

指定します。1 から 1000 までの値を入力します。デ
フォルト値は 120 です。

処理速度の遅いデバイスに格納されたア

イテムの提出物生成の最大再試行回数

オフラインデバイスからのアイテムの取り込みを試行

する場合、Compliance Accelerator が何分間隔で再
試行するかを指定します。1 から 300 までの値を入力
します。デフォルト値は 5 です。

処理速度の遅いデバイスに格納されたア

イテムを再試行する最小間隔 (分)

Compliance Accelerator がエクスポート実行のレポー
トの生成に割り当てるスレッドの番号を指定します。デ

フォルトは 5 です。

提出物生成レポートのスレッド数
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Compliance Accelerator によって各エクスポート実
行または提出物生成実行に割り当てられている SQL
接続プール内のスレッド数を指定します。1 から 25
の範囲で値を入力します。デフォルト値は 25 です。

［カスタマーごとの提出物生成スレッドの総数］設定も

参照してください。

同時に行なうことができるエクスポート実行または提出

物生成実行の最大数を判断するには、［カスタマーご

との提出物生成スレッドの総数］を［提出物生成実行

ごとの提出物生成スレッドの数］で割ります。たとえば、

前者の設定に 100 を指定し、後者の設定に 25 を指
定した場合、最大で 4 つのエクスポート実行か提出
物生成実行を同時に行なうことができます。それ以上

のエクスポート実行または提出物生成実行を行なおう

とした場合、Compliance Accelerator は必要な数の
スレッドが利用可能になるまでキューにそれらを保持

します。

提出物生成実行ごとの提出物生成スレッ

ドの数

エクスポート実行の基準を設定するときに Compliance
Accelerator がリストする検索の順序を設定します。名
前順または実行日順で検索をソートできます。デフォ

ルトでは、Compliance Accelerator は名前順でソー
トします。

RunDate による提出物生成の検索順序

Microsoft Outlook で、Compliance Accelerator エ
クスポート ID を表示する列のラベルを指定します。デ
フォルトのラベルは「通し番号」です。 個人用フォルダ
(.pst) のファイルとして Compliance Accelerator か
らアイテムをエクスポートして、このファイルを Outlook
にインポートすると、アイテムのエクスポート ID がこの
列に表示されます。

p.134 の 「エクスポート ID を Microsoft Outlook で表
示」 を参照してください。

PST の［エクスポート ID］列の名前

Compliance Accelerator からエクスポートした個人
用フォルダ (.pst) ファイルをインポートした後でアイ
テムを配置する Outlook フォルダを指定します。

PST フォルダ名

各レポートファイルに一覧表示するエクスポートされた

アイテム数を指定します。デフォルトは 25000 です。
レポートのチャンクサイズ
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エクスポート実行を行う際に、Compliance Accelerator
がユーザーに PST バージョン (Outlook 97 - 2002
(ANSI) または Outlook 2003 (Unicode)) を選択する
ように要求するメッセージを表示するかどうかを指定し

ます。デフォルトでは、Compliance Accelerator は
メッセージを表示しません。

エクスポート実行時に PST バージョンのオ
プションを表示

XSL スタイルシートをダウンロード、編集、アップロー
ドできます。このスタイルシートは、Compliance
Accelerator がタブ区切り形式で生成するすべてのエ
クスポートレポートのテンプレートとして使われます。

TAB 変換ファイル

エクスポート実行または提出物生成実行を行なうとき

に Compliance Accelerator が割り当てる、カスタマー
あたりのスレッドの最大数を指定します。50 から 1000
までの値を入力します。デフォルト値は 100 です。

［提出物生成実行ごとの提出物生成スレッドの数］設

定も参照してください。

カスタマーごとの提出物生成スレッドの総

数

全般設定オプション
次の設定を使って、Compliance Accelerator の全般オプションを設定します。

Compliance Accelerator が［ユーザーの選択］ダイ
アログボックスを更新する頻度を秒単位で指定します。

このダイアログボックスは Compliance Accelerator
に追加するユーザーアカウントを選択することを可能

にします。このダイアログボックスは、従業員のプロパ

ティのページの［参照］をクリックすると表示されます。

1 から 300 の範囲で値を指定し、デフォルト値は 10
です。

［ユーザーの追加］ページの更新間隔

Compliance Accelerator クライアントの［検索するアー
カイブ］ペインにロードするアーカイブの数に対してし

きい値の数を指定します。アーカイブの数が現在の選

択と一致し、フィルタ基準がこのしきい値を超える場

合、基準を変更してアーカイブの数を減らす警告メッ

セージが表示されます。50,000 から 200,000 の範囲
で値を指定します。デフォルト値は 50,000 です。

ロードするアーカイブの数が [この] しきい
値を超えたらアーカイブペインに警告を表

示する

検索結果のアイテムを重複排除するかどうかを指定し

ます。この設定はデフォルトで選択され、Compliance
Accelerator はアイテムを重複排除します。
Compliance Accelerator はランダムにサンプリングさ
れたアイテムを重複排除しないことに注意してくださ

い。

検索での重複排除の有効化
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Active Directory アカウントを選択する Compliance
Accelerator の領域で、名前が文字 $ で終了するア
カウントを表示するかどうかを指定します。デフォルト

では、Compliance Accelerator はこのアカウントを表
示します。

アカウントセレクタ内の「$」で終わる Active
Directory アカウントを非表示

検索によってアイテムをフィルタ処理するとき、アイテ

ムを取得できなかった検索をリストから省くかどうかを

指定します。デフォルトでは、Compliance Accelerator
はこの検索を表示します。

サンプリングヒットなしでフィルタに検索を

一覧表示

従業員の姓と名を表示する順序を指定します。デフォ

ルトでは、名は姓の前に表示されます。名前が通常反

対になる日本のような国で作業する場合は、このオプ

ションをクリアすることもできます。

名の後に姓を表示

レビューペインのような Compliance Accelerator の
領域で、リストにある各検索の名前にサンプルサイズ

を追記するかどうかを指定します。したがって検索で

200 のヒットがあり、監視ポリシーでキャプチャされた
アイテムの 10 % をレビューセットに追加する必要が
ある場合、Compliance Accelerator は［My Search
[20]］のように検索を表示します。

デフォルトでは、Compliance Accelerator はサンプ
ルサイズを表示します。

フィルタに検索サンプル数を表示

ホームページの設定オプション
次の設定を使って、Compliance Accelerator のホームページの外観を制御します。

Compliance Accelerator のホームページに個々の
例外の一覧を表示と非表示のどちらにするかを指定

します。デフォルトでは、Compliance Accelerator は
例外を一覧表示します。

ホームページの［例外］を一覧表示

Compliance Accelerator がアプリケーションのホー
ムページに一覧表示できるエクスポート実行数の制限

を設定します。デフォルトは 30 です。

ホームページに表示するエクスポートの最

大数

Compliance Accelerator がアプリケーションのホー
ムページに一覧表示できる検索数の制限を設定しま

す。デフォルトは 30 です。

ホームページに表示する検索の最大数

Compliance Accelerator がアプリケーションのホー
ムページに表示できる、タスク用のデータの最大経過

時間を指定します。デフォルトは 30 日です。

ホームページに表示するタスクの最大経過

時間 (日数)
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Compliance Accelerator のホームページの［メッセー
ジのレビュー］列の最上部に［すべての部門］リンクを

表示するかどうかを指定します。デフォルトでは、

Compliance Accelerator はこのリンクを表示します。

［全コンテナ］の［レビュー］リンクを表示

Compliance Accelerator のホームページの［エスカ
レーションメッセージ］列の最上部に［すべての部門］

リンクを表示するかどうかを指定します。デフォルトで

は、Compliance Accelerator はこのリンクを表示しま
す。

［エスカレーション］の［全コンテナ］の［レ

ビュー］リンクを表示

Compliance Accelerator のホームページの個々のリ
サーチフォルダを一覧表示するかどうかを指定します。

デフォルトでは、Compliance Accelerator はフォルダ
を一覧表示します。

ホームページにフォルダを表示

アプリケーションのホームページで、レビューアが他の

レビューアの統計を参照できるかどうかを指定します。

デフォルトでは、すべてのレビューアが統計を参照で

きます。

レビューアの統計をレビューアに表示

アイテムのプリフェッチキャッシュの設定オプション
次の設定を使って、Compliance Accelerator プリフェッチキャッシュ機構を設定します。
このしくみは、ユーザーがレビューするように選択した時間に各アイテムを取り込むかわ

りに、毎晩スケジュールされた時間帯にボルトストアからアイテムを取り込み、キャッシュし

ます。そのため、キャッシュによってレビューペインのアイテムのレンダリング速度を上げ

ることができます。キャッシュのサイズ、場所、その他の特性を指定できます。

非常に集中的にアイテムをレビューする環境でパフォーマンスを最適化するために、次

のことを推奨します。

■ 利用可能な中で最速のストレージを使い、パーティションに空きがないものは除外し

て I/O の競合がないようにします。

■ パーティションサイズに一致するキャッシュ内での最大サイズを設定します。

■ キャッシュの有効期限を 365 日間に設定します。

■ HTML と MSG でアイテムを完全に取り込むようにキャッシュを設定します。アイテム
をエクスポートする必要がない場合は、HTML だけでアイテムを取り込むように選択
できます。

［アイテムのプリフェッチキャッシュ］オプションは一般的に使われるキャッシュのオプショ

ンです。また［アイテムのプリフェッチキャッシュ (詳細)］も設定できます。
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プリフェッチキャッシュを有効と無効のどちらにするか

を指定します。デフォルトでは、Compliance
Accelerator はキャッシュを無効にします。したがって、
プリフェッチは実行されず、キャッシュにアイテムがあっ

ても、キャッシュはアイテムの取り込みに使われませ

ん。アイテムを有効にレビューする、または遅いスト

レージに接続してエクスポートを実行する Compliance
Accelerator データベースのキャッシュを有効にする
だけです。

キャッシュはデータベース全体で有効または無効のど

ちらかであることに注意します。

キャッシュの有効化

キャッシュを格納するフォルダのローカルパスまたは

ネットワーク共有パスを指定します。Compliance
Accelerator は、このフォルダ内で
AcceleratorPrefetch_CustomerId というサ
ブフォルダにプリフェッチされたファイルを格納します。

次の点に注意してください。

■ 可能な場合、ローカルパスを指定することが推奨

されます。ネットワーク共有パスを指定する必要が

ある場合は、マップしたドライブではなく、常に

UNC パスを使います。
■ フォルダはすでに存在している必要があります。

Compliance Accelerator はフォルダを作成しま
せん。

■ ホスティング環境では、複数のカスタマーが同じ

フォルダを共有することはできません。

キャッシュの場所

アイテムが Compliance Accelerator によって自動的
にキャッシュから削除されるまでキャッシュに残る日数

を指定します。アイテムの経過日数は、キャッシュ内の

ファイルの作成時刻に基づき、Compliance
Accelerator がアイテムをキャプチャした時刻や、アイ
テムが最初に送信された時刻は関係ありません。デ

フォルトの経過日数は 5 日間です。

キャッシュに空きがなくなった場合、Compliance
Accelerator はアイテムの最大経過日数よりも前に
キャッシュからアイテムを削除することがあります。

キャッシュアイテムの最大経過日数 (日)

キャッシュの最大サイズ (MB) を指定します。デフォル
トは 1000 MB です。［キャッシュアイテムの最大経過
日数 (日)］設定の値が大きいほど、より多くのアイテム
を収容できるようにキャッシュの最大サイズの値を大き

くする必要があります。

キャッシュの最大サイズ (MB)
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Compliance Accelerator がアイテムのプリフェッチを
停止する時刻を指定します。デフォルトは 05:00 で
す。プリフェッチがアクティブになる時間帯を決定する

には、この設定を［プリフェッチの開始時刻］とともに選

択します。キャッシュ作成を行わない期間を設定する

と、この期間に Enterprise Vault のバックアップなど
他の保守活動を行うことができます。

プリフェッチを常にアクティブにするには、このオプショ

ンと［プリフェッチの開始時刻］に同じ時刻を設定しま

す。

プリフェッチの終了時刻 (サーバーのロー
カル時間)

Compliance Accelerator がアイテムのプリフェッチを
開始する時刻を指定します。デフォルトは 20:00 で
す。プリフェッチがアクティブになる時間帯を決定する

には、この設定を［プリフェッチの終了時刻］とともに使

います。キャッシュ作成を行わない期間を設定すると、

この期間に Enterprise Vault のバックアップなど他の
保守活動を行うことができます。

プリフェッチを常にアクティブにするには、このオプショ

ンと［プリフェッチの終了時刻］に同じ時刻を設定しま

す。

プリフェッチの開始時刻 (サーバーのロー
カル時間)

アイテムのプリフェッチキャッシュ (詳細) の設定オプション
これらの設定では、Compliance Accelerator プリフェッチキャッシュ機能の設定用の追
加詳細オプションが表示されます。この設定は、［アイテムのプリフェッチキャッシュ］オプ

ションとともに使います。

ファイルをキャッシュに格納する前に暗号化するかど

うかを指定します。デフォルトでは、Compliance
Accelerator はキャッシュを暗号化しません。

キャッシュの暗号化

Compliance Accelerator がキャッシュのハウスキー
ピング (主に古いアイテムの削除) を実行する時刻を
指定します。デフォルトの時刻は午後 7 時です。

キャッシュのパージ時刻 (サーバーのロー
カル時間)

キャプチャされたアイテムのうち、指定された日数より

も古いアイテムをキャッシュから除外します。デフォル

トは 3 日です。この設定は、プリフェッチが最初に有
効になるとき、または一定期間無効だった後に再度有

効になる場合にだけ影響します。

キャプチャの最大経過日数 (日)

Compliance Accelerator がアイテムのプリフェッチを
試行する最大回数を指定します。デフォルトは 10 で
す。

アイテムのフェッチの最大試行回数
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Compliance Accelerator がプリフェッチ可能なアイ
テムのサイズとアイテムの一部に対して限度を設定し

ます。1 アイテムまたはアイテムの一部がこの限度を
超えると、そのアイテムは無視されます。デフォルトは

10 MB です。たとえば、サイズが 10 MB 以下の複数
のファイルが添付され、合計のサイズが限度の 10 MB
をはるかに超えるアイテムであっても、Compliance
Accelerator はプリフェッチします。

キャッシュに格納するアイテムの最大サイ

ズ (バイト)

Compliance Accelerator がアイテムのプリフェッチを
試行する間隔を分単位で指定します。デフォルトは

30 分です。失敗したフェッチの再試行を設定する場
合は、［アイテムのフェッチの最大試行回数］とともに

この設定を使います。

アイテムのフェッチを再試行するまでの最

小時間 (分)

アイテムの添付ファイルをプリフェッチするかどうかを

指定します。デフォルトでは、Compliance Accelerator
は添付ファイルをプリフェッチします。入れ子になって

いるアイテムの添付ファイルはプリフェッチされません。

添付ファイルのプリフェッチ

添付ファイルをプリフェッチするときに HTML としてレ
ンダリングするかどうかを指定します。デフォルトでは、

Compliance Accelerator は添付ファイルを HTML と
してプリフェッチします。

添付ファイルを HTML としてプリフェッチ

保証されたサンプル検索の結果がプリフェッチの対象

になるかどうかを指定します。デフォルトでは、対象に

なります。

保証されたサンプルの検索アイテムのプリ

フェッチ

ユーザーがスケジュール設定していない即時検索で

キャプチャしたアイテムをプリフェッチするかどうかを指

定します。デフォルトでは、Compliance Accelerator
はこれらのアイテムをプリフェッチしません。

即時検索アイテムのプリフェッチ

アイテムを元のネーティブ形式でプリフェッチするかど

うかを指定します。デフォルトで、Compliance
Accelerator はアイテムをネーティブ形式でプリフェッ
チしません。ただし、ポリシーがアイテムを元の形式で

レビューするようになっている場合は、この機能を有効

にする必要があります。

ネーティブ形式でのプリフェッチ

ランダムサンプリングによって取得したアイテムがプリ

フェッチの対象になるかどうかを指定します。デフォル

トでは、対象になります。最良の結果を導くには、夜間

のランダムサンプリングのタスクが完了した後にプリ

フェッチが適切な期間アクティブであることを確認しま

す。

ランダムサンプリングアイテムのプリフェッ

チ
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ユーザーがアドホック検索で個人用フォルダに配置し

ているアイテムをプリフェッチするかどうかを指定しま

す。デフォルトでは、Compliance Accelerator はこれ
らのアイテムをプリフェッチします。

リサーチアイテムのプリフェッチ

ユーザーがスケジュール設定済みの検索でキャプチャ

したアイテムをプリフェッチするかどうかを指定します。

デフォルトでは、Compliance Accelerator はこれらの
アイテムをプリフェッチします。

アイテムは検索が受け入れられた場合にのみプリフェッ

チされるため、このオプションはスケジュール設定済

みの検索が自動的に受け入れられるように設定され

ている場合に最適に機能します。

スケジュール設定済みの検索アイテムのプ

リフェッチ

ユーザーが検索でキャプチャしたアイテムをプリフェッ

チするかどうかを指定します。この機能を［即時検索ア

イテムのプリフェッチ］オプションと［スケジュール設定

済みの検索アイテムのプリフェッチ］オプションとともに

使うと、さらに詳細に制御できます。デフォルトでは、

Compliance Accelerator はこれらのアイテムをプリ
フェッチします。

検索アイテムのプリフェッチ

アイテムの XML 構造をプリフェッチするかどうかを指
定します。この構造はアイテムの一部を定義し、添付

ファイルの一覧が含まれます (ただし添付ファイル自
体は含まれません)。XML 構造はレビューペインのプ
レビューペインに使われます。XSL Transform は
HTML に変換するために XML に適用されます。デ
フォルトでは、Compliance Accelerator は XML 構
造をプリフェッチします。

XML 構造のプリフェッチ

HTML 形式でレビューするために、アイテムをプリ
フェッチするかどうかを指定します。デフォルトでは、

Compliance Accelerator はアイテムをこの形式でプ
リフェッチします。

アイテムをプリフェッチすると、Compliance
Accelerator はレビュー時に XML から HTML へのレ
ンダリングを実行する必要がないため、レビューのパ

フォーマンスが改善されます。このことは、多数のレ

ビューアが同時に作業しているシステムで最も有益で

す。

メッセージレビュー用に HTML でレンダリ
ング
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アイテムの印刷可能バージョンを HTML 形式でプリ
フェッチするかどうかを指定します。デフォルトで、

Compliance Accelerator はアイテムを HTML 形式
でプリフェッチしません。ただし、印刷可能な表示機能

を定期的に使うことが予想できる場合は、この設定を

変更することを推奨します。

印字可能な HTML でレンダリング

Compliance Accelerator がアイテムのプリフェッチを
繰り返し試行して失敗した記録を保持する期間を指

定します。デフォルトは 30 日です。

再試行記録の保持期間 (日)

ポリシーの統合の設定オプション
これらの設定を使って、Compliance Accelerator をポリシー管理ソフトウェアと統合し、
フラグアイテムをレビューセットに含める、またはレビューセットから除外するかを調整しま

す。

レビューペインに関連付けされたポリシーがないアイ

テムをプレビューするとき、アイテムの上のポリシーの

フィールドを示すかどうか指定します。デフォルトでは、

関連するポリシーがない場合、Compliance
Accelerator はこのフィールドを非表示にします。

常にレビューグリッドのポリシー表示を表示

レビューペインに存在するアイテムをプレビューした場

合、アイテム上部にあるバナーに関連するポリシーを

一覧表示する順序を指定します。次のいずれかの値

を入力します。

■ 0. ポリシーはソートされません。
■ 1 (デフォルト)。ポリシーは、ポリシーの種類 (含ま
れる、除外、カテゴリ) でグループ化されてから、種
類ごとにアルファベット順でソートされます。

■ 2. ポリシーは、ポリシーの種類に関係なく、アル
ファベット順でソートされます。

ソート順を変更しても、Accelerator データベースにす
でに存在するアイテムはソートされません。新たに追

加したアイテムのみがソートされます。

種類でポリシーをソート

プロファイルの同期の設定オプション
次の設定を使って、従業員プロファイルとそれに対応する Active Directory アカウントま
たは Domino ディレクトリアカウントの Compliance Accelerator による同期方法を制御
します。
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Compliance Accelerator が、対応する Active
Directory アカウントまたは Domino ディレクトリアカウ
ントを見つけることができない従業員プロファイルを自

動的に非アクティブにするかどうかを指定します。プロ

ファイルを非アクティブ化すると、すべてのパーミッショ

ン、グループおよび部署の所属がそこから削除されま

す。

削除されたプロファイルを自動的に検出し、

非アクティブとして記録

従業員を Domino アカウントに同期させるときにユー
ザー名に自動的に追加するドメインを指定します。

プロファイル作成時のデフォルトの Domino
ドメイン

Compliance Accelerator システムに追加する新しい
ユーザーを参照するときに使うデフォルトの Domino
LDAP サーバーの名前を指定します。

ユーザーの参照時のデフォルトの Domino
サーバー

Compliance Accelerator システムに新しいユーザー
を参照するときにデフォルトサーバー以外の Domino
LDAP サーバーを選択できないようにします。デフォ
ルトでは、Compliance Accelerator で、すべての
Domino サーバーを指定できます。

ユーザーの参照時にデフォルトの Domino
サーバーを使うように強制

Compliance Accelerator が、一致する Active
Directory アカウントまたは Domino ディレクトリアカウ
ントを見つけることができない従業員プロファイルを自

動的に非アクティブにするまでの日数を指定します。

プロファイルが非アクティブになるまで待機

する最小日数

Compliance Accelerator が、対応する Active
Directory アカウントまたは Domino ディレクトリアカウ
ントと従業員プロファイルの同期に失敗できる回数を

指定します。この回数を超えるとプロファイルは非アク

ティブになります。

プロファイルが非アクティブとなる失敗した

同期の最小数

従業員プロファイルを対応する Active Directory アカ
ウントまたは Domino ディレクトリアカウントに同期させ
るときに Compliance Accelerator が使うスレッド数を
指定します。1 から 5 の範囲で値を入力します。デ
フォルト値は 1 です。

同期スレッドの数
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Active Directory か Domino ディレクトリにプロファイ
ルを同期する前に Compliance Accelerator が従業
員プロファイルの電子メールアドレスを削除するかどう

かを指定します。デフォルトでは、Compliance
Accelerator はこのアドレスを削除しません。これは、
古い電子メールアドレスを使って検索を実行したり、

手動で追加の電子メールアドレスを入力したりしてい

る場合があるためです。

Compliance Accelerator は、同期が何らかの理由で
失敗すればプロファイルの電子メールアドレスを削除

しません。

Domino または Active Directory に存在
しないアドレスを削除

Compliance Accelerator が従業員のプロファイルを
対応する Active Directory アカウントまたは Domino
ディレクトリアカウントに同期させる間隔を時間単位で

指定します。1 から 24 の範囲で値を入力します。デ
フォルトは 8 時間ごとと Accelerator マネージャサー
ビスの起動時です。

同期間隔 (時間)

Compliance Accelerator が従業員とグループを、対
応する Active Directory アカウントまたは Domino
ディレクトリアカウントに同期させるかどうかを指定しま

す。デフォルトでは、同期が試行されます。

プロファイルの同期

Accelerator マネージャサービスの起動後、Active
Directory か Domino ディレクトリに従業員とグループ
を同期するまで待機する時間を分単位で指定します。

0 から 720 の範囲で値を入力します。デフォルトで
は、サービスは待機せずに同期を行います。

サービスの起動時に同期するまで待機 (分)

ランダムキャプチャの設定オプション
これらの設定を使用して、アイテムのランダムサンプリングを設定します。

［キャッシュの安全モード］が有効になっている場合

に、キャッシュフォルダの場所を指定します。パフォー

マンス上の理由からローカルパスを入力することをお

勧めしますが、ネットワーク共有のパスも入力できま

す。Enterprise Vault Accelerator マネージャサービ
スを実行しているアカウントには、このフォルダへのフ

ルアクセス権が必要です。フォルダが存在せず、サー

ビスが適切な権限を持つ場合は、フォルダが作成され

ます。

キャッシュのバックアップの場所
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主要なサンプリングの時間に達する前にサンプリング

の一部をサーバーに解決させることにより、サンプル

時のトランザクションの解決に伴う負荷を軽減します。

この時点で、キャプチャされるアイテムのトランザクショ

ンは解決されます。デフォルトの時刻は午後 8 時で
す。

この設定は以前のバージョンの Compliance
Accelerator が取得し、処理やサンプリングの必要が
あるアイテムにのみ適用されます。 Compliance
Accelerator 11.0.1 以降、トランザクションの解決は
行われません。Compliance Accelerator は既にポ
ピュレートされた保存セット ID (SSID) を持つデータ
ベースにアイテムを追加します。

サンプリング時刻 (サーバーのローカル時
間)

Compliance Accelerator が、まだレビューセットに移
動していないサンプルアイテムを一時的なストレージ

から削除するまでの時間を時間単位で指定します。1
から 672 の範囲で値を入力します。デフォルト値は
96 です。この設定は［最大解決試行回数］とともに使
われます。両方の条件が満たされると削除されます。

未解決アイテムの最大経過期間 (時間)

アイテムを削除する前に、Compliance Accelerator
がアイテムをレビューセットに移動するまでの最大試

行回数を指定します。1 から 500 の範囲で値を入力
します。デフォルト値は 5 です。この設定は［未解決
アイテムの最大経過期間］とともに使われます。両方

の条件が満たされると削除されます。

最大解決試行回数

Compliance Accelerator はレビューの証拠レポート
で使う追加データを収集するようになります。

Compliance Accelerator が保持している
tblMessageAddress データベーステーブルの余分
なデータが結果に応じて大きくなる場合があります。

レビューレポートの証拠として追加の統計

を記録
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アイテムの「保証」と「統計」のどちらのサンプリングを

使うかを指定します。

保証サンプリング（デフォルトで 1）では、Compliance
Accelerator は常にすべての監視対象従業員のすべ
てのアイテムをキャプチャします。午前 0 時後、それ
は各従業員のアイテムからランダムサンプルを選び、

レビューセットにそれらを追加します。保証サンプリン

グを選択すると、Compliance Accelerator がレビュー
セットに追加するアイテム数に上限を設定できません。

統計サンプリング（0）では、Compliance Accelerator
は 24 時間以内にキャプチャされたアイテムのランダ
ムサンプルを抽出し、レビューセットに追加します。つ

まり、従業員によっては、まったく同じ監視割合を持つ

他の従業員よりもキャプチャされるアイテム数が少な

い場合もあります。

サンプリングモード

Compliance Accelerator が 24 時間以内にサンプリ
ングされたアイテムをレビューセットに入れる時刻を指

定します。 デフォルトの時刻は 01:00 です。この場
合、24 時間以内にサンプリングされたアイテムは、処
理完了後、ローカル時間の午前 1 時以降にレビュー
セットに表示されます。

最初に実行されるサンプリング時刻 (サー
バーのローカル時間)

Enterprise Vault ストレージサーバーのコンプライア
ンスのサンプリング処理を Compliance Accelerator
カスタマーデータベースの設定データと同期する頻度

を指定します。 1 から 300 の範囲で値を入力します。
デフォルト値は 60 です。

古い設定タイムアウト (分)

Compliance Accelerator カスタマーデータベースの
設定データとの同期に失敗した後に Enterprise Vault
ストレージサーバーのコンプライアンスのサンプリング

処理でアイテムのサンプリングを続ける期間を指定し

ます。 同期の試行が失敗した後、サンプリングはキャッ
シュに保存された顧客の構成データに基づいて行わ

れます。 0 から 168 の範囲で値を入力します。デフォ
ルト値は 6 です。

古い設定の使用期間 (時間)

レビューの設定オプション
次の設定を使って、レビューペインを設定します。

レビューペインに表示するアイテムのデフォルト数を

指定します。1 から 1000 の範囲で値を入力します。
デフォルト値は 100 です。

デフォルトのページサイズ
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レビューペインで (ページの下部のクリック可能なオプ
ションまたはドロップダウンリストとして) 利用可能なマー
クの表示方法を指定します。デフォルトで、

Compliance Accelerator は、マークをドロップダウン
リストのオプションとしてではなくクリック可能なオプショ

ンとして表示します。

マーク付けの一覧を表示

Enterprise Vault Content Management API を使っ
て取り込んだアイテムを一時的に格納するフォルダの

パスを指定します。デフォルトでは、Compliance
Accelerator は Windows の %TEMP% フォルダを使
います。

次の点に注意してください。

■ 可能な場合、ローカルパスを指定することが推奨

されます。ネットワーク共有パスを指定する必要が

ある場合は、マップしたドライブではなく、常に

UNC パスを使います。
■ フォルダはすでに存在している必要があります。

Compliance Accelerator はフォルダを作成しま
せん。

■ ホスティング環境では、複数のカスタマーが同じ

フォルダを共有することはできません。

ECM 一時ストレージ領域

古いデータを一時ストレージ領域から削除する間隔を

分単位で指定します。デフォルト値は 5 分です。
ECM 一時ストレージ領域のクリーンアップ
間隔 (分)

レビューペインでユーザーに利用させないフィルタオ

プションを、カンマ区切りの一覧で指定します。次に利

用可能なオプションを示します。

appraisalid、appraiserid、author、capturedate、
capturetype、commentid、direction、escalatedbyid、
escalationid、escalationownerid、maildate、
numattachments、policyaction、policyid、
reviewerid、scheduledsearchid、searchid、size、
type。

表示しないファセット

関連付けされたレビューセットにすでにあるリサーチ

フォルダのアイテムを識別する色を指定します。デフォ

ルトの色は青です。

レビューセットに存在する場合のフォルダ

アイテムの色

アイテムの HTML レンダリングで、検索用語のインス
タンスをハイライトする背景色を指定します。「Yellow」
(デフォルトの色) のように色の名前を入力したり、
「#FFFF00」のように RGB 値を入力したりできます。

背景色をハイライト
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アイテムの HTML レンダリングで、検索用語のインス
タンスをハイライトする前景色を指定します。「Black」
(デフォルトの色) のように色の名前を入力したり、
「#000000」のように RGB 値を入力したりできます。

文字表示色をハイライト

アイテムの HTML レンダリングで、検索のハイライトを
有効と無効のどちらにするかを指定します。アイテム

の検索用語のインスタンスをハイライトする場合は値

に 1 (デフォルト) を設定し、ハイライトを無効にする場
合は 0 を設定します。

ヒットのハイライトの種類

誤ってロックされたままになっているアイテムのロックを

解除するロッククリーンアップスレッドを有効にするか

無効にするかを指定します。たとえば、レビューセッ

ション中にレビューアのコンピュータまたは

Compliance Accelerator クライアントが停止した場合
などです。デフォルトでは、このスレッドは有効です。

アイテムロック解除スレッド

件名がないアイテムに割り当てる件名を指定します。

デフォルトは「No Title」です。
件名がないメッセージのラベル

true に設定すると、レビューアがレビューペインでア
イテムをプレビューするか、その印刷可能なバージョ

ンを表示するか、またはアイテムの元のバージョンを

ダウンロードするときに Compliance Accelerator は
アイテム履歴にその処理を記録します。デフォルトで

は、Compliance Accelerator はこれらの処理を記録
しません。

レビューペインのアイテムのこれらの処理を記録する

ことを選択しても、ユーザーがリサーチフォルダで実

行した検索の結果は、ユーザーの処理が記録される

ことなく、引き続き検索ペインでプレビューできます。

これを防止するには、［検索結果のプレビューを無効

化］オプションを設定します。

p.181 の 「検索の設定オプション」 を参照してください。

アイテム履歴にプレビュー処理を記録

ページに一覧表示する、レビューセット内のアイテム

の最大数を指定します。1 から 300 までの値を入力
します。デフォルト値は 300 です。

最大ページサイズ

レビューでユーザーが自分自身に一時的に割り当て

ることができるアイテム数の制限を設定します。デフォ

ルトは 10000 です。

ユーザーが自分自身に一時的に割り当て

ることができる最大アイテム数
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(すべての Compliance Accelerator カスタマーに適
用される、アプリケーション全体を対象としたオプショ

ン。)例外従業員としても指定したレビューアについて、
それらのレビューア自身が送受信したアイテムをレ

ビューできないようにするかどうかを指定します。デフォ

ルトでは、Compliance Accelerator は、そのような
ユーザーが自分のアイテムをレビューすることを許可

します。この場合、例外従業員が非例外従業員に送

信したアイテムが、次のレビューセットの両方に表示さ

れる可能性があります。

■ 例外レビューアのレビューセット (送信者が例外従
業員であるため)。例外従業員はこのレビューセッ
トにアクセスできません。

■ 部門レビューセット (受信者が例外従業員ではな
いため)。アイテムを送信した例外従業員は、部門
レビューアロールによってこのレビューセットにア

クセスし、アイテムにレビューマークを割り当てるこ

とができる可能性があります。

このオプションを true に設定すると、このような場合に
自己レビューが禁止されます。

p.105 の 「［自己レビューの禁止］オプションで例外従
業員のレビューアクティビティを制限する方法」 を参
照してください。

このオプションはエスカレーションレビューアには適用

されません。このオプションを true に設定しても、エス
カレーションレビューアは自分のアイテムを自己レ

ビューできます。

自己レビューの禁止

すべてのユーザーのレビューペインの列のレイアウト

を定義する XML ファイルをダウンロードまたはアップ
ロードできます。

p.190 の 「レビューペインの列のカスタマイズ」 を参照
してください。

グリッドファイルをレビュー

ユーザーのレビューセットの有効期限が切れた後、非

アクティブになる時間を分単位で指定します。デフォ

ルト値は 120 分です。

レビューセットの有効期限 (分)

レビュー前に HTML アイテムを前処理して、ナビゲー
ション問題を起こすかもしれないスクリプトを削除する

かどうかを指定します。デフォルトでは、Compliance
Accelerator はアイテムを前処理します。

レビュー用に HTML を無害化
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ユーザーに評価状態適用権限がある場合、レビュー

ペインとエクスポートペインで評価システム機能を表

示と非表示のどちらにするかを指定します。

評価 UI を表示

タイムアウトになる前に、レビューセットの作成または

ソートを行う必要がある秒数を指定します。デフォルト

は 300 です。

レビューセットの作成またはソートに対する

タイムアウト (秒)

検索の設定オプション
次の設定を使って、Compliance Accelerator の検索機能を最適化します。

新しい検索の基準を設定するときに、以前にキャプ

チャされたアイテムを検索の結果に含めることを選択

できるかどうか指定します。デフォルトで、そうするオプ

ションが選択されます。

既存のアイテムの検索とキャプチャを許可

新しい検索の基準の定義に使うスケジュールを選択

するときに、［日付範囲］セクションで［前回の実行以

降］を選択できます。このオプションにより、このスケ

ジュール済みの検索を前回実行した後で受信した新

しいアイテムを検索するように Compliance
Accelerator に指示します。［開始日］フィールドには、
検索の最初の実行の開始点となる日付を入力します。

デフォルトでは、［前回の実行以降］を選択すると、前

回の検索が実行された日付 (初回の検索の場合は
［開始日］の日付) から現在の日付の 1 日前 (昨日)
までの範囲が検索対象となります。必要に応じてこの

間隔を変更し、現在の日付の n 日前までを検索でき
ます。1 日に複数回実行する検索で［前回の実行以
降］を使うには、間隔を 0 に設定します。

前回の実行以降のバッファ

アイテムの件名と内容の両方で単語を検索するとき、

1 つの基準に一致するアイテムのみを見つけるか、両
方の基準に一致するアイテムを見つけるかを指定しま

す。デフォルトでは、Compliance Accelerator は両
方の基準を満たすアイテムのみを検索します。

件名と内容のフィールドを「OR」で組み合
わせる

新しい検索の基準を定義するときに、［作成者と受信

者］領域で［その他の部門］オプションを利用可能に

するかどうかを指定します。デフォルトでは、

Compliance Accelerator は他部門の検索を実行で
きません。

その他の部門の検索の無効化
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true に設定すると、リサーチフォルダで検索を実行す
るユーザーが検索結果をプレビューできなくなります。

デフォルトでは、Compliance Accelerator はユーザー
によるこれらのアイテムのプレビューは抑止されませ

ん。

検索結果のプレビューを無効にする

(Disable search results preview)

Compliance Accelerator が検索の間に不明なイン
デックスボリュームを検出したときに自動的にアーカイ

ブのインデックスボリュームを同期する必要があるかど

うかを指定します。デフォルトでは、Compliance
Accelerator はインデックスボリュームを自動的に同期
します。

インデックスボリュームの自動同期の有効

化

すべての検索機能を有効と無効のどちらにするかを

指定します。デフォルトでは、Compliance Accelerator
はこの機能を有効にします。

検索スレッドの有効化

インデックスがオフラインであったり、再構築中または

失敗した場合、特定のアーカイブの検索からエラーが

返されるようにするかどうかを指定します。デフォルト

で、Compliance Accelerator はこのような状況でエ
ラーを返します。

インデックスが再構築中または失敗した場

合は検索エラーとする

インデックスが、インデックス付け可能なアーカイブ済

みアイテムまたはアイテムの内容をインデックス付けで

きなかった場合、特定のアーカイブの検索からエラー

が返されるようにするかどうかを指定します。デフォル

ト設定は false (無効) です。

アイテムまたは内容に対するインデックス

がない場合は検索エラーとする

全角文字を正しく処理するためにインデックスが再構

築されなければならない場合、特定のアーカイブの検

索からエラーが返されるようにするかどうかを指定しま

す。デフォルト設定は［無効］です。

インデックスの幅を正規化する必要がある

場合は検索エラーとする

移動またはコピーされたアーカイブが検索結果に含

まれていない場合、それらのアーカイブの検索に失敗

とマーク付けするかどうかを指定します。デフォルトは

［False］です。この設定では、このようなアーカイブの
検索時に Compliance Accelerator は警告を生成し
ますが、それらのアーカイブに失敗とマーク付けはし

ません。

アーカイブがコピーまたは移動された場合

にアーカイブの検索は失敗する

Compliance Accelerator が自動的に検索を受け入
れ、サンプリングのための結果を使う前にサンプル検

索の実行を保証された分数を指定します。デフォルト

は 240 分です。

保証されたサンプルの検索タイムアウト (分)
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新しい検索の基準でホットワードセットを入力するとき

に、Compliance Accelerator が接頭辞にするタグを
指定します。デフォルトは HWS です。

［ホットワードセット］タグ

新しい検索の基準でホットワードを入力するときに、

Compliance Accelerator が接頭辞にするタグを指定
します。デフォルトは HW です。

［ホットワード］タグ

選択できる検索をリストする Compliance Accelerator
の領域でリストに含める検索の最大数を指定します。

デフォルトは 250 です。

フィルタに表示される検索結果の最大数

Compliance Accelerator が検索を中止する前にアー
カイブの検索を試行する回数を指定します。1 から 50
の範囲で値を入力します。デフォルト値は 5 です。

最大検索再試行回数

検索結果セットの受け入れに割り当てるスレッド数を

指定します。たとえば、デフォルト設定の 5 では、5 個
までの検索結果セットを同時に受け入れることができ

ます。1 から 10 の範囲で値を入力します。

受け入れ検索スレッドの数

検索結果セットの削除に割り当てるスレッド数を指定

します。たとえば、デフォルト設定の 2 では、2 個まで
の検索結果セットを同時に削除できます。1 から 10
の範囲で値を入力します。

削除検索スレッドの数

検索結果セットのサンプリングに割り当てるスレッド数

を指定します。たとえば、デフォルト設定の 5 では、5
個までの検索結果セットが同時にサンプリングされま

す。1 から 10 の範囲で値を入力します。

サンプリング検索スレッドの数

インデックスサーバーごとにアーカイブ検索に割り当

てるスレッド数を指定します。たとえば、デフォルト設

定の 10 では、Enterprise Vault サーバーごとに 10
個までのアーカイブを同時に検索できます。1 から 10
の範囲で値を入力します。

ボルト検索スレッドの数

［レビュー］ペインの複数のアイテムをクリックし、次に

［検索］をクリックする時、Compliance Accelerator は
選択アイテムのそれぞれ、または選択アイテムの最初

のものにのみ検索基準を指定することを可能にするか

どうか指定します。

最初に選択したメッセージで［このメッセー

ジをリサーチ］のみを許可
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［True］に設定すると、検索基準で指定した日付範囲
にアイテムを含まないと Compliance Accelerator が
判断したアーカイブを検索から除くことによって、パ

フォーマンスが改善されます。デフォルト設定は

［False］です。したがって、内容が指定した日付範囲
内かどうかに関係なく利用可能なすべてのアーカイブ

が Compliance Accelerator によって検索されます。

この設定は、［ボルトディレクトリの同期］設定オプショ

ンの 1 つである［同期スレッドの確認間隔 (秒)］ととも
に使います。［最も古いアイテムと最も新しいアイテム

に基づく検索の最適化］を True に設定する場合は、
［同期スレッドの確認間隔 (秒)］を短く設定して、
Compliance Accelerator が古くなったデータを検索
しないようにする必要があります。たとえば、設定を

3600 秒 (1 時間) と短くすることができます。

最も古いアイテムと最も新しいアイテムに基

づく検索の最適化

ランダムサンプリングの資格があるタイプのアーカイブ

(Exchange ジャーナル、ドミノジャーナル、SMTP、共
有) に保証されたサンプル検索を限定するかどうかを
指定します。 デフォルトでは、Compliance
Accelerator は保証されたサンプルの検索をこれらの
アーカイブタイプに限定して、検索パフォーマンスを

向上させます。 ただし、たとえば、Enterprise Vault
がそれらに SMTP 項目をアーカイブしている場合、
保証されたサンプル検索に他のタイプのアーカイブを

含めたいことがあります。

この設定は、Compliance Accelerator の以前のバー
ジョンで「保証されたサンプル検索の非ジャーナルアー

カイブを無視する」が呼び出された設定を置き換えま

す。

サンプリング資格のあるアーカイブに対し

てのみ保証されたサンプルの検索を実行

します。

検索を実行する前に、指定基準を入力する必要があ

るかどうかを指定します。デフォルトでは、この基準は

省略可能です。返される検索結果の数が多すぎない

ように、この基準を必須にすると便利です。

［作成者］の指定を要求、［内容］の指定を

要求、［開始日］の指定を要求、［受信者］

の指定を要求、［件名］の指定を要求、［終

了日］の指定を要求

ビジー状態で検索を実行できない Enterprise Vault
Indexing Service へのアクセスを Compliance
Accelerator が試行する頻度を分単位で指定します。
1 から 300 の範囲で値を入力します。デフォルト値は
5 です。

インデックスサービスがビジー状態の場合

の再試行時間 (分)

利用できない Enterprise Vault Indexing Service へ
のアクセスを Compliance Accelerator が試行する頻
度を分単位で指定します。1 から 300 の範囲で値を
入力します。デフォルト値は 5 です。

インデックスサービスが実行されていない

場合の再試行時間 (分)

184付録 A Compliance Accelerator のカスタマイズ
Compliance Accelerator システム設定オプションの設定



検索で最上位アイテムのみを返すかどうか指定しま

す。このオプションを［無効］に設定することは、最上

位アイテムに付随するすべてのファイルが検索の結

果で表示されることを意味します。

検索結果の上部にあるメッセージのみを返

す

ファイルシステムアーカイブ (FSA) を使ってアーカイ
ブされたアイテムについて、レビューペインに、FSA
ファイル名ではなく、SMTP メッセージの件名を表示
するかどうかを指定します。

ファイル名ではなく SMTP 件名を保存

検索の実行中に Compliance Accelerator が結果の
概略ページを更新する頻度を秒単位で指定します。

1 から 300 の範囲で値を入力します。デフォルト値は
10 です。

［検索結果」ページの更新間隔

Compliance Accelerator で検索に許容される最大
時間を時間数で指定します。デフォルトは 4 時間で
す。

検索タイムアウト (時間)

Compliance Accelerator が部門の検索ペインを更
新する頻度を秒単位で指定します。1 から 300 の範
囲で値を入力します。デフォルト値は 20 です。

［検索］ページの更新間隔

新しい検索の基準を定義するときに、［作成者と受信

者］領域で［ツリーの高さを制限］オプションを利用可

能にするかどうかを指定します。このオプションを選択

すると、［作成者と受信者］領域で部門ツリービューの

高さが固定されます。デフォルトでは、Compliance
Accelerator はこのオプションを表示しません。

アプリケーション検索ツリーの［ツリーの高

さを制限］オプションを表示

新しい検索の基準を定義するときに、［作成者と受信

者］領域で［すべてを検索］リンクを利用可能にするか

どうかを指定します。このリンクをクリックすると、ツリー

ビューのすべての部門が展開されます。デフォルトで

は、Compliance Accelerator はこのリンクを表示しま
せん。

アプリケーション検索ツリーの［すべてを検

索］オプションを表示

［保証されたサンプル］の検索を作成できるかどうか指

定します。デフォルトでは、できます。

新規検索で［保証されたサンプル］オプショ

ンを表示する

Compliance Accelerator によって検索されたアイテ
ムのレビューをすぐに開始できるように、検索の実行

中にユーザーがレビューペインにアクセスできるように

するかどうかを指定します。デフォルトでは、

Compliance Accelerator はこれを許可します。

実行中の検索結果を表示
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システムの実行に許可される検索結果のワーカース

レッドの最大数を指定します。これらのスレッドはアー

カイブから返される検索の結果を処理します。最大値

は 5 で、デフォルト値は 2 です。

ワーカースレッドの検索結果の合計

すべてのインデックスボリュームに渡ってシステムの実

行に許可される検索スレッドの最大数を指定します。

最大値は 500 で、デフォルト値は 100 です。

検索スレッドの合計

50,000 を超える結果が返される検索のパフォーマン
スを最適化します。デフォルトでは、このオプションは

有効です。

検索にシーケンス番号を使用

Compliance Accelerator が利用可能なインデックス
サービスに同期させる前に、起動時に待機する時間

を分単位で指定します。0 から 300 の範囲で値を入
力します。デフォルト値は 0 です。

サービスの起動時にインデックスサービス

を同期するまで待機 (分)

Compliance Accelerator がアイテムのアーカイブを
検索する前に、起動時に待機する時間を分単位で指

定します。0 から 300 の範囲で値を入力します。デ
フォルト値は 0 です。

サービスの起動時にボルト検索を開始す

るまで待機 (分)

セキュリティの設定オプション
次の設定を使って、ユーザーが Compliance Accelerator でアクセスできるものに「チャ
イニーズウォール」セキュリティ制限を実装します。

チャイニーズウォールは、情報が自由に広まらないように組織のさまざまな部分を区分す

ることを表したり、利害の対立を防止したりするために使う比喩表現です。チャイニーズ

ウォールを実装すると、組織のある部門のユーザーが、組織の別の部門のユーザーに、

部門とフォルダへのアクセス権を付与することを防止できます。

部門ユーザー管理権限がないユーザーでも、部門

ユーザーを部門から削除できるようになります。

すべてのロールの削除時に部門ユーザー

の権限確認をバイパス

部門の部門ユーザーロールをユーザーに割り当てな

ければ、部門のロールはユーザーに割り当てられませ

ん。

チャイニーズウォールを部門ユーザーに有

効化
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選択すると、Compliance Accelerator 検索スケジュー
ルの作成者と所有者は SQL Server の sysadmin と
してログオンします。

SQL Server インスタンスをロックダウンする場合はこ
の設定をクリアし、Veritas のサポート Web サイトの次
の記事で詳細を参照してください。

https://www.veritas.com/support/ja_JP/article.100038151

スケジュール用に SQL Server SysAdmin
サーバーロールを使用する

システム設定オプション
このオプションを使って、Enterprise Vault をインストールした日付、データをアーカイブ
し始めた日付、検索の一時停止に Compliance Accelerator が使うスレッドを設定した
日付などを記録します。

Enterprise Vault で利用可能な最も古いデータをアー
カイブした日付を指定します。

［Enterprise Vault で最も古いアーカイブ済みアイテ
ムの日付］と［Enterprise Vault V5 のインストール日
付］が同じである場合、検索基準を入力するときに、

開始日を指定せずにメッセージの種類を指定できま

す。 (Compliance Accelerator は 5.0 以前のデータ
を返しません。) ただし、最も古いアーカイブ済みアイ
テムの日付が V5 のインストール日付よりも前の日付
である場合、V5 のインストール日付以後の開始日を
指定した場合にのみ、メッセージの種類を指定できま

す。

Enterprise Vault で最も古いアーカイブ済
みアイテムの日付

Enterprise Vault 5.0 以降を初めてインストールした
日付、またはアップグレードした日付を指定します。

Enterprise Vault V5 のインストール日付

Accelerator Web アプリケーションがグループ化され
るアプリケーションプールを識別します。アプリケーショ

ンプールによって、特定の構成設定をアプリケーショ

ンのグループとそれらのアプリケーションで使われる

ワーカープロセスに適用できます。デフォルトのアプリ

ケーションプールは EVAcceleratorAppPool です。

IIS アプリケーションプール

直ちに一時停止できる検索の最大数を指定します。

デフォルトは 2 です。
一時停止キューの初期サイズ

一時停止中の検索に割り当てるスレッド数を指定しま

す。1 から 10 の範囲で値を入力し、デフォルト値は
1 です。

一時停止検索スレッドの数
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一度にキューに投入できる一時停止検索要求の合計

数を指定します。10 から 100 の範囲で値を入力し、
デフォルト値は 10 です。

一時停止キューのしきい値

Compliance Accelerator が一時停止中の検索に割
り当てるスレッドを初期化する前に、起動時に待機す

る時間を分単位で指定します。デフォルトでは、

Compliance Accelerator はスレッドの初期化前に遅
延しません。

一時停止スレッドの遅延

一時停止中のスレッドを開始する前に待機する時間

を秒単位で指定します。デフォルトは 5 です。
検索の一時停止スレッドの確認間隔 (秒)

Compliance Accelerator の現在のバージョンの機能
は動作しません。 以降のリリースでは、このオプション
は Compliance Accelerator から削除されます。

ボルト管理オプションを表示

ボルトのディレクトリの同期の設定オプション
次の設定を使って、Compliance Accelerator が Enterprise Vault アーカイブと同期す
るタイミングを設定します。

アーカイブ登録/登録解除タスクの実行頻度を分単位
で指定します。デフォルトは 60 分です。Compliance
Accelerator レビューセットまたは検索結果に内容が
表示される Enterprise Vault アーカイブを誤って削
除するのを防ぐため、このタスクはアーカイブの登録

処理を実行します。 また、このタスクは、必要なくなっ
たときに既存のアーカイブ登録を破棄します。

［アーカイブ登録タスクを有効にします］および［［アー

カイブの登録タスクの有効化］を無効にしてから既存

のアーカイブの登録を破棄する］オプションも参照し

てください。

アーカイブ登録タスクの間隔 (分)/登録解
除

アーカイブの選択中に単一のページで表示する

Enterprise Vault のアーカイブの最大数を指定しま
す。デフォルトで、Compliance Accelerator は最大
100 アーカイブを一覧表示します。利用可能なアー
カイブ数が、ここで指定した値を超える場合、

Compliance Accelerator は追加のハイパーリンクを
表示し、アーカイブに移動できるようにします。

アーカイブ選択のページサイズ
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新しいボルトストアの作成時に、Compliance
Accelerator が検索にそれを自動的に含めるかどうか
を指定します。

オプションは次のとおりです。

■ 1. 新しいボルトストアは決して自動的に有効にな
りません。

■ 2. 新しいボルトストアは常に自動的に有効になり
ます。

■ 3 (デフォルト値)。同じサイト内にある他のすべて
のボルトストアがすでに有効にされている場合は、

新しいボルトストアは自動的に有効になります。

部門またはケース内の新規ボルトストアを

自動的に有効化

アーカイブ登録タスクを無効にする選択をする場合

に、既存のアーカイブ登録を維持するか破棄するか

を指定します。 デフォルトでは、このタスクを無効にし
た後に既存のアーカイブ登録が維持されます。

［アーカイブ登録タスクの間隔 (分)］および［アーカイ
ブ登録タスクの間隔 (分)/登録解除］オプションも参照
してください。

［アーカイブの登録タスクの有効化］を無効

にしてから既存のアーカイブの登録を破棄

する

アーカイブ登録タスクを有効にするか無効にするかを

指定します。デフォルトでは、このタスクは有効です。

このタスクを無効にすると、［［アーカイブの登録タスク

の有効化］を無効にしてから既存のアーカイブの登録

を破棄する］オプションで必要な設定を選択すること

を求めるメッセージが表示されます。

［アーカイブ登録タスクの間隔 (分)］オプションも参照
してください。

アーカイブ登録タスクを有効にします

新しい検索の実行時に、すべてのアーカイブを同期

するかどうかを指定します。デフォルトで、Compliance
Accelerator はすべてのアーカイブを同期しません。

検索でアーカイブを同期

新しい検索の実行時にすべての保持カテゴリを同期

するかどうかを指定します。デフォルトで、Compliance
Accelerator はすべての保持カテゴリを同期しません。

検索で保持カテゴリを同期
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Compliance Accelerator が Enterprise Vault アー
カイブと同期する頻度を秒単位で指定します。デフォ

ルトは 21600 (6 時間) です。最良の結果を得るには、
同期間隔を 3600 (1 時間) に変更します。

頻繁に同期すると、Compliance Accelerator データ
ベースの負荷が大きくなります。ただし、同期が頻繁

でなければ Compliance Accelerator が新しいアー
カイブ、ボルトストアと保持カテゴリを認識するために

長い時間がかかることがあります。

同期スレッドの確認間隔 (秒)

部門のプロパティを表示するときに、ボルトストアを同

期するかどうかを指定します。デフォルトで、

Compliance Accelerator はボルトストアを同期しませ
ん。

部門またはケースのプロパティの表示時に

ボルトストアを同期

レビューペインの列のカスタマイズ
各レビューアは、列ヘッダーを右クリックして［列を選択してください］をクリックし、レビュー

ペインのアイテムリストの列を表示または非表示するように設定できます。また、列ヘッダー

をドラッグアンドドロップして、列の順序を変更することもできます。ただし、この方法で変

更した内容は変更したレビューアのみが利用可能です。

すべての Compliance Accelerator ユーザーに対してレビューペインに表示される列レ
イアウトをカスタマイズするには、XML 設定ファイルを設定する必要があります。レビュー
アは列を選択メニューとドラッグアンドドロップを使ってレビューペインの列レイアウトを変

更することもできます。

表 A-3 に、表示できる列と XML ファイルの列を参照するときに使う名前を一覧表示しま
す。

表 A-3 列ヘッダーを XML ファイルで識別する方法

デフォルト表示XML ファイルで使う名前レビューペインの列ヘッダー

TrueNeedCommitting更新日時

TrueAttachments添付ファイル

FalsePolicyActionポリシーの処理

TrueCommentPresent存在するコメント

FalseDepartment部門

TrueFrom差出人

FalseToすべての受信者
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デフォルト表示XML ファイルで使う名前レビューペインの列ヘッダー

TrueSubject件名またはファイル名

TrueDate日付

TrueStatus処理状態

FalseReviewerPrincipalName最終レビューア

TrueCaptureTypeキャプチャの種類

TrueMessageTypeメッセージの種類

FalseMessageDirectionメッセージの方向

FalseDiscoveredItemIDアイテム ID

FalseCommentコメント

FalseCommentPrincipalNameコメントの最終作成者

TrueAppraisalName評価状態

TrueAppraiserName最終評価者

TrueEscalationNameエスカレーション状態

TrueEscalationOwnerエスカレーションメッセージ所有

者

TrueEscalatedByNameエスカレーション実行者

FalsePolicySummaryポリシーの概略

FalseKVSVaultNameアーカイブ

FalseItemPath元の場所

レビューペインのデフォルトの列レイアウトを設定する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［設定値］タブ
をクリックします。

2 利用可能なオプションを示すために［レビュー］セクションを展開します。

3 ［グリッドファイルをレビュー］行で［名前を付けて保存］をクリックします。

4 グリッドレビューファイルを保存する場所を選択します。

5 Windows のメモ帳などのテキストエディタでグリッドレビューファイルを開きます。
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6 必要に応じて、ファイルの先頭にある情報を使ってファイルを編集します。

表示対象の各列には属性 visible='true' が必要です。これは、設定ファイル内
に属性が指定されているか、true が列のデフォルトに設定されているためです。レ
ビューペインの列は設定行の順序どおりに左から右に並びます。

XML ファイルには <reviewgrid> タグと </reviewgrid> タグの間に少なくとも 1
行の設定行を含める必要があります。

7 ファイルを保存します。

8 ［システム設定］タブの［グリッドファイルをレビュー］行で［参照］をクリックします。

9 インポートする XML ファイルを選択します。

10 行の右側にある［オープン］をクリックし、ファイルに加えた変更内容を保存します。

11 ウィンドウの右下で［保存］をクリックします。

12 新しい Compliance Accelerator セッションを開始し、列の変更内容を確認します。
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XML ファイルからの設定
データのインポート

この付録では以下の項目について説明しています。

■ 設定データのインポートについて

■ サンプル XML ファイル

■ Dataload.xml ファイルの形式

■ 設定データのインポート

■ ImportExport コマンドについて

設定データのインポートについて
Compliance Accelerator の設定処理の一部として、従業員、部門、パーティション、ロー
ルなどの設定データを入力する必要があります。このデータが Compliance Accelerator
の外部にすでにあり、XML 形式に変換可能なら、XML ファイルから Compliance
Accelerator にインポートできます。これにより、入力すると時間がかかる大量の設定デー
タをすばやくロードできます。

また、Compliance Accelerator に付属している XML ファイルから事前定義済みのホッ
トワードとフレーズをロードするインポート機能を使うこともできます。

サンプル XML ファイル
Compliance Accelerator サーバーソフトウェアには、多数のサンプル XML ファイルが
含まれています。 これらのファイルは Compliance Accelerator プログラムフォルダ（通
常は C:¥Program Files (x86)¥Enterprise Vault Business Accelerator）の

AcceleratorAdminWeb¥Installation サブフォルダにあります。
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表 B-1 で、サンプル XML ファイルについて説明します。

表 B-1 サンプル XML ファイル

機能ファイル

部門と従業員のデータをロードして、階層化されて

いない部門構造を作成する方法を示します。

Dataload.xml

データをロードし、部門階層を含む構造化組織を作

成する方法について例を示します。

Dataload_tree.xml

ファイルの特定の種類をレビューセットから除外す

る方法について例を示します。

DataLoadCaptureExclusions.xml

Dataload.xml ファイルの形式
Dataload.xml ファイルは、Compliance Accelerator と Discovery Accelerator の両方
で使えるので、このファイルには両方のアプリケーションに適用できる情報が含まれてい

ます。ただし、このファイルには各アプリケーションに適用するセクションがわかるように、

十分な解説が付いています。

表 B-2 Dataload.xml ファイルの最初の Compliance Accelerator セクショ
ン

定義セクション

アプリケーションが使うボルトストア。必須セクション。ApplicationVaultStore

非配信レポートや不在時の自動返信など、Compliance
Accelerator によるキャプチャとレビューセットに対する追加
が行われないアイテムの種類。

CaptureExclusions

システムに追加する従業員、従業員の電子メールアドレス、

割り当てられたアプリケーションロール。

従業員は EmployeeID フィールドで識別されます。これは、
Compliance Accelerator クライアントの従業員のプロパティ
にある［従業員 ID］フィールドと同じです。Compliance
Accelerator クライアントでプロファイルを作成し、XML ファ
イルを使って後で更新する場合は、重複のない ID を各従業
員に設定してください。

Employee

従業員グループ、そのメンバー、各グループに割り当てられ

たアプリケーションロール。

EmployeeGroup

グローバルなホットワードセット。HotWordCategory
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定義セクション

部門ペインのフィルタオプションと組み合わせて使うときの識

別情報属性。ペインで選択した部門を表示、非表示に設定

できます。

Attribute_n_Definition

部門。このセクションに含まれる定義は次のとおりです。

■ 部門メンバーと例外従業員

■ 部門、グループ、個人に必要なレビューの割合

■ 個人またはグループに割り当てられる部門ロール

■ 部門のボルトストア

■ 部門のホットワードセット

Department

パーティションとパーティション内の部門。Partition

レビューアとコンプライアンススーパーバイザの代行。Proxy

レビューアがレビュー対象のアイテムに追加できる一般的な

コメント。

StandardReviewComment

ファイルの 2 番目の部分は各 XML エントリを示します。ファイルの最後に Compliance
Accelerator システムのサンプルエントリを記載しています。

データロードファイルで非 ASCII 文字を使う場合は、適切な符号化コードを指定する必
要があります。たとえば、ヨーロッパのアクセント付き文字を含むファイルを Unicode 形式
で保存したり、ファイルの先頭に次の行を追加したりすることができます。

<?xml version="1.0" encoding="iso-8859-1" ?>

設定データのインポート
XML ファイルから設定データをインポートするには、設定データインポート権限が必要で
す。 デフォルトでは、アプリケーションのコンプライアンスシステム管理者ロールを持つ
ユーザーにこの権限が割り当てられます。
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XML ファイルから設定データをインポートする方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［インポート設
定］タブをクリックします。

2 ［設定ファイル］フィールドで、インポートする XML ファイルへの絶対パスを入力す
るか、［参照］をクリックしてインポートするファイルを選択します。

パスには最大 250 文字まで入力できます。

ファイルがリモートコンピュータに格納されている場合は、そのファイルへの UNC パ
スまたは NTFS パスを指定できます。 次に例を示します。

¥¥server2¥EVBA¥import.xml

3 続行する前に以前のインポートの情報を消去する場合は、［インポート前のログをク

リア］を選択します。

4 ［インポート］をクリックします。

ImportExport コマンドについて
ImportExport コマンドは、カスタマーデータベースにデータをインポートするための
Compliance Accelerator クライアントに代わるコマンドラインインターフェースです。ま
た、データベースから XML ファイルにデータをエクスポートできます。

コマンドは、設定ファイルの ImportExport.exe.config とともに Compliance
Accelerator サーバーの Compliance Accelerator プログラムフォルダにインストールさ
れます。

ImportExport を使ってデータをインポートするには設定データインポート権限が、デー
タをエクスポートするには設定データエクスポート権限が必要です。デフォルトでは、アプ

リケーションのシステム管理者ロールを持つユーザーにこれらの権限が割り当てられま

す。

新しくインポートされたすべての部門は、米国政府の連邦情報処理標準 (FIPS) に準拠
しています。

メモ: ユーザーアカウント制御 (UAC) を有効にしているコンピュータで ImportExport を
使用する場合に最良の結果を導くには、管理者権限でこのコマンドを実行してください。

そうしない場合、ImportExport で一部の操作 (カスタマーデータベースから XML ファイ
ルにデータをエクスポートするなど) を実行できないことがあります。
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ImportExport の構文
ImportExport.exe -F:FileName -C:CustomerID [-I] [-L:LogFile] [-O]

[-NoValidation] [-BypassService] [-LogToDB] [-LeaveDBLog]

[-ShowOnlyErrors] [-CommitOnceOnSuccess] [-?]

表 B-3 でコマンドに追記できるパラメータについて説明します。

表 B-3 ImportExport コマンドパラメータ

機能パラメータ

データのインポート元、エクスポート先の XML ファイルを識別
します。

-F:FileName

データのインポートまたはエクスポート対象の Compliance
Accelerator カスタマーを識別します。パラメータを指定せず
に ImportExport を実行してカスタマー ID の入力を求められ
た場合、? を入力して、すべてのカスタマーの名前と識別子を
表示できます。

-C:CustomerID

-F パラメータで指定する XML ファイルからカスタマーデータ
ベースに設定データをインポートします。指定した XML ファイ
ルにデータをエクスポートする場合は、このパラメータを省略し

ます。

-I

ログファイル名を指定します。ファイルのパスを省略した場合

は、Compliance Accelerator サーバーの Compliance
Accelerator プログラムフォルダにファイルが作成されます。

-L:LogFile

XML 出力ファイルとログファイルが存在する場合は、これらの
ファイルを上書きします。出力ファイルとログファイルが存在す

る場合にこのパラメータを省略すると、コマンドはエラーメッセー

ジを表示して停止します。

-O

XML の妥当性検証を無効にして、XML ファイルからデータを
インポートする処理時間を短縮します。データをファイルにエク

スポートする場合は、このパラメータは無視されます。

-NoValidation
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機能パラメータ

Enterprise Vault Accelerator マネージャサービスをバイパス
してカスタマーデータベースに直接接続します。これは、非常

に大きいデータベースに対してデータをインポートまたはエク

スポートしたときにメモリ不足が発生した場合に必要な場合が

あります。

この機能を使うには、以下を確認する必要があります。

■ カスタマーデータベースへのアクセス権限があります。

■ ImportExport.exe.config ファイルで、Compliance
Accelerator データベースの SQL サーバーが DSN キー
に指定されています。Enterprise Vault Accelerator マネー
ジャサービスを起動するたびに、

AcceleratorManager.exe.config と
AcceleratorService.exe.config ファイルに指定
される値が一致するようにこのファイルの DSN キーの値が
自動的に更新されます。そのため、

ImportExport.exe.config ファイルに別の値を指定
しても、Compliance Accelerator は次回のサービス起動
時にそれを上書きします。

-BypassService

ログファイルとカスタマーデータベースの両方にログメッセージ

を書き込みます。

-LogToDB

-LogToDB パラメータとともに指定すると、以前のインポートと
エクスポートに関する情報を上書きせずに Compliance
Accelerator データベースに残すことができます。

-LeaveDBLog

-LogToDB パラメータとともに指定すると、情報メッセージを除
外したエラーメッセージを報告します。

-ShowOnlyErrors

コマンドによりデータがエラーなしでインポートされた場合に限

り、そのデータを Compliance Accelerator データベースにコ
ミットします。

-CommitOnceOnSuccess

コマンドのヘルプ情報を表示します。-?

ImportExport コマンドの例
次のコマンドは、data.xml ファイルから妥当性を検証せずにデータをインポートします。
このファイルは、C:temp フォルダにあります。ログファイルの import.log にはエラーメッ
セージのみが含まれ、XML データをインポートするとログファイルの以前の内容が上書
きされます。

ImportExport.exe -C:2 -I -F:C:¥temp¥data.xml -NoValidation -O

-L:import.log -ShowOnlyErrors
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次のコマンドは、Compliance Accelerator データベースのデータを XML ファイルの
export.xml にエクスポートします。このファイルは、Compliance Accelerator サーバー
の %USERPROFILE% フォルダ (C:¥Documents and Settings¥username) にあります。
また、以前にデータベースに記録されたログのエラーメッセージを上書きします。

ImportExport.exe -C:2 -F:export.xml -LogToDB -LeaveDBLog

-ShowOnlyErrors
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トラブルシューティング

この付録では以下の項目について説明しています。

■ Compliance Accelerator クライアントのレビューペインで特定のアイテムをプレビュー
するときにセキュリティ警告が表示されることがある

■ アイテムのランダムサンプリングの問題

■ Windows 8 以降で Compliance Accelerator クライアントを開くときの表示の問題

■ Internet Explorer 10 以降で Compliance Accelerator Web サイトを開くときの表示
の問題

■ Compliance Accelerator クライアントで表示されないボルトストア

■ Compliance Accelerator の検索で予期しない結果が返される

■ Compliance Accelerator からアイテムをエクスポートする際のエラー

■ インターネットメール（.eml）メッセージをレビューセットからエクスポートした後に、その
TNEF エンコードの添付ファイルが読めなくなることがある

■ SQL Server コンピュータ名の変更後の同期エラー

■ Accelerator マネージャサービス起動時のパフォーマンスカウンタエラー

■ カスタマーデータベースを異なるサーバーに復元するときに SQL Service Broker
で警告が発生する

■ Compliance Accelerator のレポートに関する問題
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Compliance Accelerator クライアントのレビューペイ
ンで特定のアイテムをプレビューするときにセキュリティ
警告が表示されることがある

特定のアイテムの HTML プレビューを表示しようとするときに、Compliance Accelerator
クライアントの［レビュー］ペインに次のエラーメッセージが表示されることがあります。

Content within this application coming from the

website listed below is being blocked by Internet

Explorer Enhanced Security Configuration.

about:security_AcceleratorClient.Exe

この問題を解決するには、about:security_AcceleratorClient.Exe をご使用の Web ブ
ラウザのローカルイントラネットゾーンまたは信頼済みサイトゾーンに追加します。

アイテムのランダムサンプリングの問題
表 C-1は、コンプライアンスのサンプリング機能をインストール、設定、使用するときに発
生する場合がある問題の解決方法を説明しています。

表 C-1 潜在的なコンプライアンスのサンプリングの問題

確認内容問題

■ 少なくとも 1 つの顧客データベースを設定済み。
■ カスタマーデータベースを最新版にアップグレード済み。

■ Compliance Accelerator を正しい Enterprise Vault サイト
に対して設定済み。

■ Accelerator マネージャサービスが動作している。
■ Enterprise Vault ディレクトリデータベースで、

AcceleratorConfigEntry テーブルに Compliance
Accelerator サーバーの設定エントリが含まれている。

■ AcceleratorConfigEntry テーブルの SQL 接続文字列が正
しい。

■ コンプライアンスのサンプリング処理の起動に問題はない。

(StorageServer に対して DTrace を実行して
「EVComplianceLauncher」でフィルタ処理し、サンプリング
処理の起動に何か問題があるかを観察する。)

コンプライアンスのサンプリング

の処理（EVCompliance.exe）
が Enterprise Vault ストレージ
サーバーで起動できない。
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確認内容問題

■ 部門構造を Compliance Accelerator で正しく設定済みで、
監視対象の従業員がサンプリング用に設定されている。

■ Compliance Accelerator を設定した直後であれば、
Enterprise Vault で設定が更新されていることを確認する。
更新はキャッシュされた設定データの次回更新で適用され

る。 デフォルトでは、これは 1 時間ごととストレージサービス
の開始時に発生する。

■ Compliance Accelerator の設定とカスタマーデータベース
をホストする SQL Server がオンラインで、Enterprise Vault
サーバーからアクセスできる。

■ アーカイブを明示的に Compliance Accelerator カスタマー
にマップ済みの場合は、各対象アーカイブがカスタマーに

マップされていることを確認する。

■ 適切な Compliance Accelerator カスタマーのカスタマーバッ
クグラウンドタスクを有効に設定済み。

■ アーカイブされたアイテムがサンプリングに適している（たとえ

ば、それらのアイテムには送信者、受信者の情報が必要）。

■ アイテムはサンプリング対象のアーカイブに格納されている。

アイテムがランダムにサンプリン

グされない。

■ Compliance Accelerator のカスタマーデータベースと設定
データベースがオンラインで、Compliance Accelerator サー
バーからアクセスできる。

■ Enterprise Vault ディレクトリデータベースで、
AcceleratorConfigEntry テーブルには使用中でなくなった
Compliance Accelerator サーバーのどのエントリも含まれて
いない。

ストレージサービスが自動的に

シャットダウンされる。

Windows 8 以降で Compliance Accelerator クライ
アントを開くときの表示の問題

Windows 8 以降で Compliance Accelerator クライアントを開くときに、特定の領域に表
示の問題が発生することがあります。このような問題が発生した場合、Windows 7 または
Windows XP（Service Pack 3）の互換性モードでクライアントを実行することによって問
題を回避できます。

Internet Explorer 10 以降で Compliance
Accelerator Web サイトを開くときの表示の問題

Accelerator マネージャの Web サイトを Internet Explorer 10 以降で開くと正しく表示
されない場合があります。この問題が発生する場合、ローカルイントラネットのセキュリティ
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ゾーンに Web サイトアドレスを追加することによって回避できます。その方法について
は、Internet Explorer のオンラインヘルプを参照してください。

Compliance Accelerator クライアントで表示されない
ボルトストア

Compliance Accelerator クライアントで、検索を行うボルトストアの選択領域にボルトスト
アがない場合、Enterprise Vault のディレクトリサービスが実行されていない可能性を示
しています。このような場合は、次の手順を実行します。

■ Enterprise Vault のディレクトリサービスが実行されていない場合は、起動します。

■ Compliance Accelerator と Enterprise Vault サーバーで同じバージョンの Enterprise
Vault が実行されていることを確認します。

■ Accelerator マネージャ Web サイトで、Compliance Accelerator カスタマーデータ
ベースのディレクトリ DNS エイリアス情報が正しいことを確認します。

Compliance Accelerator の検索で予期しない結果が
返される

予想外の結果が返される検索の問題についてベリタスのサポートに連絡する場合、検索

基準ファイルが必要となる場合があります。

検索基準ファイルを生成する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［設定値］タブ
をクリックします。

2 利用可能なオプションを表示するために［診断］セクションを展開します。

3 ［検索基準を保存］行で、［値］列のオプションを選択します。

4 ［保存］をクリックします。

5 Compliance Accelerator サーバーで Enterprise Vault Accelerator マネージャ
サービスを再起動します。

6 検索を再実行します。

Compliance Accelerator サーバーで、Compliance Accelerator によって
Criteria_SearchID.txt というファイルが Compliance Accelerator プログラム
フォルダの SearchCriterias サブフォルダに作成されます。フォルダに複数のファ
イルが含まれている場合は、Compliance Accelerator クライアントの検索名上にマ
ウスポインタを移動することによって関連付けされた検索を識別できます。
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Compliance Accelerator からアイテムをエクスポート
する際のエラー

アイテムのエクスポート時に次のエラーメッセージを受け取った場合、Compliance
Accelerator サーバーの mapisvc.inf ファイルのバージョンが不正である可能性があり
ます。

Error Failed to write the file:

The EVPSTAPI COM object has not been initialized

MAPI の問題を修正する方法

1 Windows エクスプローラで、Compliance Accelerator サーバーの
%windir%¥system32 フォルダを参照します。

2 fixmapi.exe をダブルクリックして、MAPI 修復ツールを実行します。このツールの
実行中は何も表示されません。

3 Compliance Accelerator サーバーを再起動します。

4 問題が解決されたかどうかをテストします。
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fixmapi.exe を実行しても問題を修正できない場合

1 Compliance Accelerator サーバーの %windir%¥system32 フォルダで、既存の
mapisvc.inf ファイルの名前を変更します。

2 Microsoft Outlook に付属しているバージョンの mapisvc.inf を
%windir%¥system32 フォルダにコピーします。このバージョンは通常、次のフォル
ダにあります。

C:¥Program Files¥Common Files¥System¥MSMAPI¥locale_ID

ここで、locale_ID は、ロケールの数値識別子です。次の表に一般的なロケール識
別子の一部を示します。

1037ヘブライ語2052簡体字中国語

1040イタリア語1028繁体字中国語

1041日本語1030デンマーク語

2070ポルトガル語1043オランダ語

3082スペイン語1033英語 (米国)

1053スウェーデン語1036フランス語

1031ドイツ語

3 Compliance Accelerator サーバーを再起動します。

Compliance Accelerator からデータをエクスポートするときに次のメッセージを受け取っ
た場合、2 人以上の従業員の EmployeeID が同じである可能性があります。

Error: APP AT - Customer ID: 17 - An Error has occurred when

exporting the data.

Description: System.Data.ConstraintException: Failed to enable

constraints. One or more rows contain values violating non-null,

unique, or foreign-key constraints.

この問題は、Compliance Accelerator EmployeeID プロパティと、対応する Active
Directory 属性との間のマップを削除することで修正できます。EmployeeID プロパティ
と Active Directory 属性間のマップは、エクスポート実行後に復元できます。

Active Directory マップを削除する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［設定］タブをクリックし、次に［ディレクトリ
マップ］タブをクリックします。

2 左の列の［従業員 ID］プロパティ名をクリックします。

3 ［削除］をクリックします。
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インターネットメール（.eml）メッセージをレビューセットか
らエクスポートした後に、その TNEF エンコードの添付
ファイルが読めなくなることがある

インターネットメール（.eml）メッセージをケースレビューセットから元の形式でエクスポー
トした後に、メッセージに対する任意の TNEF エンコードの添付ファイルの中身が読めな
くなることがあります。

TNEF エンコードの添付ファイルは、Outlook メールボックスフォルダにファイルをドラッ
グアンドドロップすることによって普通に作成されます。 これらは通常、winmail.dat と
いう名前になります。

SQL Server コンピュータ名の変更後の同期エラー
SQL Server コンピュータの名前を変更すると、Compliance Accelerator データベース
が SQL Server と同期する際に Compliance Accelerator サーバーのイベントログに次
のメッセージが記載されることがあります。

Cannot add, update, or delete a job (or its steps or schedules)

that originated from an MSX server. The job was not saved.

この問題とその解決方法について詳しくは Microsoft ナレッジベースの次の記事を参照
してください。

http://support.microsoft.com/?kbid=281642

この問題は、SQL Server コンピュータでスクリプトを実行して解決することもできます。

SQL スクリプトを実行して同期エラーを解決する方法

1 Query Analyzer で SQL Server に接続します。

2 次のコマンドを入力して msdb データベースにアクセスします。

USE msdb

3 次の スクリプトを実行します。

DECLARE @srv sysname SET @srv = CAST(SERVERPROPERTY('server_name')

AS sysname) UPDATE sysjobs SET originating_server = @srv

server_name は、SQL Server コンピュータの新しい名前で置き換える必要があり
ます。
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Accelerator マネージャサービス起動時のパフォーマン
スカウンタエラー

Enterprise Vault Accelerator マネージャサービスの起動時に、次のエラーメッセージが
Compliance Accelerator サーバーのイベントログに表示される場合があります。

Event Type: Error

Event Source: Accelerator Manager

Event Category: None

Event ID: 41978

Description: APP ATM - Error: deleting Performance Counters

Description: Input string was not in a correct format.

Event Type:Error

Event Source:Accelerator Manager

Event Category: None

Event ID: 41980

Description: APP ATM - Error: Creating Performance Counters

Description: Input string was not in a correct format.

この問題とその解決方法について詳しくは Microsoft ナレッジベースの次の記事を参照
してください。

http://support.microsoft.com/?kbid=300956

カスタマーデータベースを異なるサーバーに復元すると
きに SQL Service Broker で警告が発生する

元のサーバーとは異なるサーバーに Compliance Accelerator カスタマーデータベース
を復元すると、SQL Server によって次の警告メッセージがイベントログに記録されること
があります。

Service Broker needs to access the master key in the database

'database_name'. Error code:25. The master key

has to exist and the service master key encryption is required.

次の SQL Server コマンドを使ってデータベースのマスターキーを作成することによっ
て、この警告メッセージを抑制することができます。

CREATE MASTER KEY ENCRYPTION BY PASSWORD = 'password'

詳しくは Microsoft 社の Web サイトで次の記事を参照してください。

https://msdn.microsoft.com/library/aa337551.aspx
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Compliance Accelerator のレポートに関する問題
Compliance Accelerator クライアントからレポートを生成、印刷、エクスポートするときに
多数の問題が発生する可能性があります。

レポートを生成しようとするとメッセージ［レポートの作成中にエラーが発
生しました］が表示される

レポートを生成しようとすると次のメッセージが表示される場合は、誤ったログオン資格情

報を使ってレポートテンプレートが SQL レポートサーバーにアップロードされた可能性が
あります。

An error occurred creating the report

An error has occurred during report processing ---> ...

Cannot impersonate user for data source 'CustomerDatabase'. --->

Logon failed. ---> Logon failure: unknown user name or bad password.

(Exception from HRESULT: 0x8007052E)

Accelerator マネージャ Web サイトでは、テンプレートをレポートサーバーにアップロー
ドするときに入力したログオン資格情報は認証されません。その結果として、資格情報を

省略したり、誤った資格情報を入力すると、その後、レポートを生成する場合にアカウント

の妥当性検証問題が発生します。

レポートテンプレートを SQL レポートサーバーにアップロードする方法について詳しくは
『インストールガイド』を参照してください。

レポートの初回印刷時に SQL Server のインストールを要求するメッセー
ジが表示される

Compliance Accelerator クライアントから初めてレポートを印刷すると、［セキュリティ警
告］ウィンドウに Microsoft SQL Server をインストールするように要求するメッセージが表
示されます。これは Microsoft SQL Server Reporting Services の既知の問題で、クラ
イアントからレポートを印刷するために ActiveX コントロールをダウンロードするように要
求されます。この問題を解決するには、Web ブラウザのセキュリティ設定を、必要なコン
トロールをインストールできるように設定します。

Internet Explorer のセキュリティ設定を変更する方法

1 Microsoft Internet Explorer で、［ツール］ > ［インターネットオプション］の順にクリッ
クします。

2 ［セキュリティ］タブをクリックします。

3 ［信頼済みサイト］ゾーンを選択し、次に［サイト］をクリックします。

4 SQL レポートサーバーの URL を入力します。
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5 ［追加］をクリックし、次に［クローズ］をクリックします。

6 ［レベルのカスタマイズ］ボタンをクリックします。

7 ［ActiveX コントロールとプラグイン］ノードまでスクロールします。

8 ［署名済み ActiveX コントロールのダウンロード］で［有効にする］をクリックし、次に
［OK］をクリックします。

CSV としてエクスポートしたレポートを Microsoft Excel で正しく開けな
い場合がある

SQL Reporting Services は、デフォルトでは、ANSI エンコードではなく Unicode エン
コードを使って CSV ファイルをエクスポートします。Unicode でエンコードされた CSV
ファイルのデータは、Microsoft Excel で開くと正しく表示されません。

問題を回避する方法

1 SQL Reporting Services のインストール先フォルダで、rsreportserver.config
ファイルを検索します。

2 Windows のメモ帳などのテキストエディタでファイルを開きます。

3 次のテキストブロックを <! -- と --> マークで囲んでコメント化します。

<Extension Name="CSV" Type="Microsoft.ReportingServices.Rendering.

CsvRenderer.CsvReport, Microsoft.ReportingServices.CsvRendering"/>

4 次のテキストブロックを追加します。

<Extension Name="CSV" Type="Microsoft.ReportingServices.Rendering.

CsvRenderer.CsvReport, Microsoft.ReportingServices.CsvRendering">

<Configuration>

<DeviceInfo>

<Encoding>ASCII</Encoding>

</DeviceInfo>

</Configuration>

</Extension>

5 ファイルを保存して閉じます。

設定ファイルを編集した後は、SQL Reporting Services では初期レポートに格納
された Unicode 文字は無視されます。
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Acrobat 形式でレポートをエクスポートするときに日本語で文字化けが
発生する

Acrobat (PDF) 形式でレポートをエクスポートするときに Compliance Accelerator レ
ポートの日本語が文字化けしている場合は、次の手順を実行すると問題を解決できる可

能性があります。

■ SQL レポートサーバーに東アジア言語の補足ファイルをインストールしていることを
確認します。ファイルをインストールするには、［コントロールパネル］の［地域と言語の

オプション］を開き、［言語］タブで、［東アジア言語のファイルをインストールする］を選

択します。

■ SQL レポートサーバーに MS ゴシックフォントのバージョン 5.00 以降をインストール
します。 このバージョンは Windows の最新のバージョンで供給されています。

OData エラーのトラブルシューティング
表 C-2 では、Compliance Accelerator データセットにアクセスしたときに表示されるエ
ラーと該当する HTTP エラー状態コードについて説明します。

表 C-2 エラーメッセージと HTTP コード

説明メッセージテキストHTTP コード

アクセスしたいデータセットには情報があり

ません。

このデータセットのコンテンツは

利用できません。

204

OData の URL の形式が正しくない可能
性があります。

要求の形式が無効です。400

データセットにアクセスするために必要な

権限がありません。

アクセスが拒否されました。 こ
のデータセットを表示する権限

がありません。

401

指定したデータセットの情報を取り込むと

きに内部エラーが起きました。

データセットの情報を取得する

ときに例外が起きました。

501
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